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　九月最初の朝。

　将しよう悟ごは学校の制服を着て、洗面所の鏡の前に立っていた。

　ネクタイを結び、髪の寝ぐせを整え、制服の襟を正す。

「今日から新学期か……。夏休み、あっという間に終わったなぁ……」

　夏休みには女の子と二人きりの時間を過ごして、恋人になって、将来を誓い合える仲になれるかもしれない。

　そんなふうに期待してたのに。

「結局、恋人もできなかった……。俺おれ、ちゃんと生涯の伴はん侶りよを見つけられるのかな」

　将悟が深み流りゆう院いん学園に通うようになったのには、秘密の理由がある。

　在学中に生涯の伴侶となる女性と出会い、婚約すること。

　亡き父・熊くま五ご郎ろうが将悟に与えた、帝みかど野のグループ社長になるための最後の条件だった。

「大企業の社長になったら、忙しくて恋人を作るヒマなんてなくなっちまうしな。それに結婚してれば、若くても貫かん禄ろくあるように見えそうだし」

　そう考えれば、しっかり家庭を持つという条件は納得できる気がした。

　将しよう悟ごはパンパンとほおを叩たたき、気合いを入れ直す。

「となったら、ダラダラ寝てられないよな。二学期こそしっかり恋人を作れるようにがんばらないと」

　もちろん将悟は、ただ社長就任という目的のために恋人作りをするつもりはない。

　本当に、心から愛せる相手を見つけること。それが一番大切だ。

　ふと、隠し子の妹を残した父のことを思い浮かべた。

　――もしかして父さん、本当の愛を見つけるために、母さん以外の女性との間に子供を作っちまったのか……？

　だとしたら、父さんは母さんのこと、心の底から愛してなかったのか……？

　そう考えると、せつない思いが胸にこみ上げてきそうになる。

「いやいや、きっと父さん、一時の気の迷いで別の女の人を好きになっただけだ」

　首を横に振りながら考え直し、あらためて鏡に映った自分を見つめた。

「俺おれはずっと愛し続けられる人と、一緒になりたい」

　そして、ある少女の姿を思い浮かべた。

　深み流りゆう院いん学園に編入以来、ずっと仲良くしている少女。

　幼いころに出会ったときから、ずっと将悟のことを想おもってくれていた少女。

「心こ乃の枝え……」

　将悟のクラスメイトの、鶴つる眞ま心乃枝。彼女の笑顔が頭に浮かぶと、胸がキュッと締めつけられた気分になる。

　一学期の終わりごろ、心乃枝は将悟に「好きだ」って言ってくれた。

　でもそれは、雅みやびに対抗する気持ちから出た言葉のように聞こえたし、何より……

　心乃枝は言っていた。あのときの「好き」という言葉は、子供のころ、心乃枝をかばって将悟が交通事故に遭ったことを申し訳なく思う気持ちから出たものだ、と。

　――もしあの事故がなかったら、俺たちはどんな関係だったんだろう。

　わからない。

　知りたいと思った。心乃枝の本当の気持ちを。

　それにはまず、自分から動くしかない。

　将悟は胸の中で、もやもやしていた気持ちが急速に固まるのを感じた。

「心乃枝に、告白しよう」

　鏡の中の自分に向かってつぶやいた。



    

  
    
      

１章　愛の嵐あらし！　妹の嵐!?





　新学期の朝。学校のホームルームで、教壇に立った小こ都と里り先生が眠そうな声で叫んでいる。

「あ～、いいかぁ、お前らぁ……。今日から新学期なんだからなぁ、寝ぼけてるやつがいたら徹底的にたたき起こすから覚悟しろぉ……」

「は～い」

　前方の席に座る男子生徒の中なか村むらが、めんどくさそうに手を挙げた。

「小都里先生が、一番眠そうな顔してま～す」

「じゃかーぁしぃ……」

　小都里先生は大あくびしながら言って、黒板のチョークをヘロッと投げつける。

「夏休み中にネトゲに手ぇ出しちゃってよー。昨夜なんか十人でパーティー組んで徹夜でレアモン狩りしてたんだ。ホロボロスのＨＰとか百億だぞ、百億。全員ナイトにクラスチェンジして五時間削り続けてやっと倒したんだぞ……」

「あぁ、小都里先生を守るナイトになりたい……」

　中村は夢見心地の表情で机に突つっ伏ぷした。

　夏休み明けの教室は休み気分が抜けきらず、ちょっと気けだるい空気が漂っている。

「ねー将しよう悟ご。なんで日本の夏休みってさ、一ヶ月と少しだけなの？」

　一番後ろにある将悟の席の隣で、やっぱり眠そうにほおづえをつきながら、雅みやびがつぶやいた。

「そりゃ、夏の間の休みだしさ。夏真っ盛りの八月が休みってことなんだろ」

「考えてみてよ。一年ってのは、春、夏、秋、冬の四つの季節しかないのよ。てことは一年十二ヶ月を四で割ると、三ヶ月は夏ってことでしょ？　だったら夏休みも三ヶ月なきゃおかしいじゃん」

「お、おかしいのか……？」

「絶対おかしいって！　夏休みは三ヶ月って法律作るべきだよ！　そう思うでしょ!?」

「じゃ、冬休みはどうなんだよ？」

「もちろん三ヶ月よ」

「春休みは？」

「当然三ヶ月」

「…………」

　ただの詭き弁べんにしか聞こえない雅みやびの言葉に、なんて返事すりゃいいのか困ってしまう。

「こ、心こ乃の枝えはどう思う？」

　将しよう悟ごは反対側の隣に座る心乃枝のほうを向き、質問を丸投げしようとした。

「うーん……、どうしようかなぁ……」

　心乃枝は机にノートを開き、シャープペンを片手にぼんやり宙を見据え、何やら考えごとをしている。

「やっぱり、予算の配分も考えないと……」

　考えごとに没頭して、将悟の声に気づいていないようだ。

　将悟はそーっと指先を伸ばし、彼女の二の腕を突っついた。

「はぅっ!?」

　心乃枝は驚いた声を上げてシャープペンを取り落としそうになり、あうあうと両手で追いかける。

「なな、なんですかっ!?」

　びっくりして縮こまり、突っつかれた腕をさすった。

「ごめん。質問しようとしたんだけど、考えごとしてたから」

「す、すみません、気づかなくて……」

　恥ずかしそうに顔を赤らめ、うつむいてしまう。しょんぼりしたリスみたいな姿だ。



    

  
    
      



    

  
    
      　――やっぱり心こ乃の枝え、かわいいなぁ……。

　彼女の顔を見つめると、そのまま抱きしめて守ってあげたくなる。

「あの、質問ってなんですか？」

「あ、そうだ。えっと、その……何を聞きたいんだっけ？」

　夏休みは三ヶ月あるべきか、というどうでもいい質問を、すっかり忘れてしまった。

「雅みやび、俺おれ、何を聞こうとしてたんだっけか？」

　雅のほうに振り返ると、彼女はむ～っとした顔でそっぽを向いている。

「将しよう悟ごってば、朝から鶴つる眞まさんに見とれちゃってさ。知らないっ」

「別に見とれてなんか……」

「言い訳なんか聞かないもん。……ったく、女の子にデレデレして、だらしないったらありゃしない」

「うぅ、俺、そんなにだらしないかなぁ……」

　妹にズケズケと言われて、ガックリうなだれる将悟である。

　――でも本当だ。俺は雅のためにも、もっとしっかりしなきゃいけない。

　将悟は反省した。

　雅が彼の妹であることは、ごく一部の人間しか知らない。

　将悟の妹ということは、すなわち父・熊くま五ご郎ろうの隠し子だ。その存在が世間に知られたら、熊五郎の汚点としてスキャンダルになる。

　父が非難されるのはまだしも、雅まで好奇の目で見られるのは許せなかった。

　ましてや、そんな最悪の形で雅のことが母・鹿か野の子こに知られたら……隠し子の存在を憎む彼女の怒りは爆発するだろう。雅を将悟の家族と認めず、二人を引き離そうとするかもしれない。

　そんな状況だから将悟は学校でも、雅とは普通のクラスメイトとして接しているのだ。

　――俺が社長になったら、母さんにだって雅のことを認めさせてやる。

　将悟は心の中でつぶやいた。

　雅をしっかり守るためにも、帝みかど野のグループの社長として一人前の力をつけたい。

　それには、与えられた使命を果たさなければならない。

　生涯愛し合える女性と出会うこと。

　――そうだ。俺は気持ちを決めて、告白するんだ。

　夢想してるだけじゃ、現実は動かない。心乃枝に告白し、気持ちを伝えよう。

　将悟はもう一度、心乃枝のほうに振り返った。

「悪い悪い、質問、忘れちまっ……」

　振り返ると、心乃枝はまた考えごとに没頭していた。

　ノートに何やら書きこみながら小声でつぶやいている。

「えっと、出で店みせの予算はそれぞれ……」

　将しよう悟ごは気になり、ノートを覗のぞきこもうとした。何かの表に数字を書いているらしいけど、よく見えない。

　なんとなく話しかけづらい雰囲気でいると、将悟の前に座る衣い楠くすが振り返った。

「将悟くん、さっきから何をキョロキョロしているんだい？」

「心こ乃の枝え、何してるのかなって思ってさ」

「たまにはボクの顔も見てくれたまえ。キミの焼けつくほど熱い視線を浴びたいな」

「……いや、男装してるときに熱い視線なんか向けたら、いろいろ誤解されるから」

　熱いどころか、ジトッとした視線を向ける将悟である。



　新学期初日は授業もなく、昼前には帰宅時間になった。

　将悟は屋上に立って、眼下のグラウンドを見下ろしていた。

　校舎から出た生徒たちが門に向かって歩いている。陽ひ射ざしはまだ強いけど、風には少し、秋の気配が出てきた気がする。

　――心乃枝、そろそろ来てくれるかな。

　将悟はそわそわと、誰だれもいない屋上を見まわした。

　さっきの掃除の時間、心乃枝に屋上で話したいと伝えている。理由はもちろん……彼女への告白だ。

「将悟さん！」

　そのとき心乃枝の声が響いて、ドキリとしながら振り返った。

　階段室の扉を出て、心乃枝が駆けてくる。急いで来たらしく、将悟の前に立つとはぁはぁと呼吸を整えた。

「す、すみません、遅くなっちゃって……」

「そんなに急がなくてもよかったのに」

「でも、何か大事な用があるみたいでしたから……」

　大した用じゃないから、と言ったのに、こんな急いで来てくれるなんて……。

「やっぱり心乃枝、いい子だなぁ……」

　ちょっとしたことなのに、胸が温かい気分になってしまう。

「いい子……ですか？」

「な、なんでもない。その……少し話がしたいなーって思っただけなんだ」

「お話？　教室でいつも話してますけど……」

　将悟は気を引き締め深呼吸をして、彼女の顔を見た。

　鼓動が激しく高鳴り出す。額ひたいに汗が滲にじんでくる。

　見つめていると、心乃枝はきょとんとして見返した。

　――落ち着け、俺おれ。落ち着け、帝みかど野の将しよう悟ご。俺は今から、心こ乃の枝えに告白するんだ……。

「こ、心乃枝……。お、俺……、俺……、その……」

「は、はい……？」

「俺……心乃枝のこと……、その、あの……」

　だがそれきり、言葉が続かない。

　――こ、これからなんて言えばいいんだ？　『好き』？　『愛してる』？　『つき合ってくれ』？

　頭に浮かぶ言葉に迷って、混乱してしまう。口がパクパク開閉し、壊れたタイヤのように空気が抜けていく。

　――心乃枝の気持ちを誤解していたら？　本当は心乃枝は俺のこと好きじゃなくて、ただ優しい顔をしてくれてるだけだったら？

　突然そんな不安が心に浮かぶ。

　汗が目に入りそうになって、手で額ひたいをぬぐった。

　その拍子に前髪がかき上げられ、額が日光の下にさらされた。

「っ……！」

　心乃枝が小さく息を呑のんだ。

「心乃枝？」

「い、いえ……なんでもないです」

　ごまかすような笑いを浮かべ、彼女は目を反らしてうつむいた。

　将悟が額に手を当てると、指先に横一直線の傷跡が触れる。

　――これを見たのか……。心乃枝はずっと昔、俺が事故に遭ったことを今でも気に病んでるんだ……。

　あわてて前髪を下ろし、額を隠した。

「こ、心乃枝、そうじゃない、そうじゃなくて……」

　――違うんだ心乃枝。俺は、そんなこと責めたりしない。事故のこと、後悔なんかしていない。出会って一緒に過ごした心乃枝が、好きなだけなんだ……。

　言葉は心にあふれてくるのに、緊張のせいか舌がまわらなくなってしまう。言いたいことがありすぎて、何を言ったらいいのかわからない。

　――だ、ダメだ、こんなんじゃ……。しっかり、気持ちを伝えないと……。

　気を奮い立たせ、思いの丈を吐き出そうと大きく息を吸いこんだ。

　そのとき校舎のスピーカーから、ピンポンパンポーンと校内放送のお知らせの音が鳴り、女子生徒の声が流れた。

『お呼び出し申し上げます。二年Ａクラスの鶴つる眞ま心乃枝さん、至急、文化祭準備委員会の教室までお越しください。繰り返します……』

　ハッと心こ乃の枝えが顔を上げた。

「す、すみません、将しよう悟ごさん。わたし、行かないと」

「文化祭準備委員会？」

「はい。夏休み前に頼まれちゃいまして、文化祭の準備をすることになったんです」

「そうなんだ。ごめん、忙しいのに呼び出しちゃって。こっちはいいから」

「でも、まだお話を聞けてないのに」

「いいって。つまらない用事だから」

　ははは……と、将悟は力なく笑った。

「そうですか……。じゃ、行ってきますね」

　心乃枝はペコリと頭を下げると、屋上の扉に向かって走り出した。

　数歩駆けて振り返り、

「また時間ができたら、続きを聞かせてくださいね」

　にっこりと笑顔を見せてくれた。

　――文化祭の準備、か……。

　心乃枝の背を見ながら、将悟はつぶやく。

「忙しそうだな……。こんな時期に告白されたら、迷惑かなぁ……」

　屋上に一人取り残され、寂しく空を見上げるしかできなかった。



　　　　§



　――告白、失敗しちまったなぁ……。

　校舎内に戻った将悟は、廊下をとぼとぼと歩いていた。

「いや、まだ成功とか失敗とかじゃねぇ。そもそも告白すらしてないんだ！」

　グッと拳こぶしを握り、気合いを入れるように叫ぶ。

　――でも俺おれ、いざとなったら声も出なくなるなんて……。

　このままじゃ、また心乃枝の前で告白しても同じ結果じゃないか？

　たちまち自信を喪失しそうになる。

　廊下の向こう側から小こ都と里り先生が歩いてきた。ジャージ姿で両手にプリントの束を抱え、重そうに運んでいる。

「どーした？　新学期早々ネガティブな顔してんなー」

　小都里先生は将悟の顔を見るなり、貧乏神にでも出会ったような声で話しかけてきた。

「夏休み終わってガッカリしてんだろ？　いつまでも引きずってんじゃねーぞ」

「俺、そんなに暗い顔してましたか？」

「おぅ。ホロボロスを狩り逃したって顔してたぞー！」

「……先生こそいつまでも夏休みのネトゲ引きずらないでください」

　小こ都と里り先生は抱えていた書類の束を差し出した。

「ちょうどいい。帝みかど野の、ヒマそーだからこれ生徒会室まで運んでくれるか？」

「ヒマそーって……。俺おれはですね、たった今、一世一代の決意を秘めてですね……」

　小都里先生はドサッと、将しよう悟ごの腕にプリントの束を押し込んだ。

「いーからいーから。んじゃ、頼んだぞー」

　返事も待たず、小都里先生は背を向けて廊下を戻っていく。

「はぁ……。人使い荒いなぁ……。ま、いいか。力仕事は男の役目、と」

　一番上のプリントを見ると『文化祭企画案』と書かれている。またも文化祭だ。

　――俺、今年からの編入だからこの学校の文化祭って知らないんだよな。

　ちょっと興味が出て、将悟は廊下に屈かがんでプリントを読んでみた。

　深み流りゆう院いん学園の文化祭では、各クラスや部活動が中心になって、それぞれ出展物を企画・運営する。プリントはそうした出展物の企画案や準備計画書だった。演劇発表会や音楽会、朗読クラブに料理体験会。カフェやゲームコーナーの企画もある。

　将悟の手元にあるのは、夏休み中に用意されたものらしく、主に部活動や自主的に集まったグループから提出されたものだ。

「みんな、いろいろ考えてるなぁ……」

　感心しながら見終えると、再びプリントの束を抱え、よっこらしょと持ち上げる。

　と、バランスを崩し、束の一部が崩れて散乱してしまった。

「いけねっ」

　あわてて散らばったプリントを拾い集める。

　ふと、拾いあげた一枚のプリントが目に止まった、どこかのクラブの企画書だ。

「なんだこれ。『第十二回大恋愛告白大会？　みんなの前で愛の宣言をしよう』……？」

　読むとそれは、大勢の観客の前で好きな異性に告白するという、小こっ恥ぱずかしいイベントの計画書だった。

　いつもだったら将悟も「変わった企画もあるんだなぁ」程度に考えていただろう。

　しかし今日は、いつもと違っていた。じっとその書類を凝視した。

　今の将悟は、告白が思うようにできず、恋に悩める少年だったのだ。



　将悟はプリントの束を抱えながら生徒会室の戸を開けた。

　入ると、普通の教室の三分の一ほどの生徒会室には慌ただしい空気が漂っている。

　ホワイトボードの前では生徒会副会長の国くに立たち凜りん香かが立って、マジックで何やら書きこんでいた。会議の議題らしい。保健所への届け出とか、ケガ人が出た場合の対処とか、そんな項目が書かれている。

　ロッカーの前には副書記の滋し賀がさんもいた。他ほかの女子生徒と一緒に、床に置いた文化祭のポスターを準備している。

「はっ、しょうほふ～ん、ほうひはほ～？」

　奥にある生徒会長の席から首を伸ばし、天てん導どう愛ま菜ながポテトチップを口にくわえながら叫んだ。

「……天導会長。せめてしゃべるときはポテチ食べてからにしてくれよ」

　愛菜はもぐもぐとポテトチップを噛かみ、ゴクリと飲みこんだ。

「あっ、将しよう悟ごく～ん、どうしたの～？」

　……わざわざ最初から言い直した。

「これ、文化祭用の書類。小こ都と里り先生に頼まれて、持って来たんだ」

　すると凜りん香かが手を止め、将悟のほうを振り返った。

「空いたところに置いてくださいませ」

　将悟は長テーブルの一角にプリントの束を置く。

　凜香がプリントの前に来て、束の上のほうを何枚かめくって確認した。

「ありがとうございます。あとはわたしたちで整理しますわ。――プリントを運んでくださるとは、帝みかど野のセンパイも準備委員になったのですか？」

「委員じゃないけど、小都里先生がヒマそーだから運べってさ」

「それは災難ですわね。わざわざご苦労さまです」

　凜香はねぎらうように、ほほ笑んでくれた。

　将悟はあらためて生徒会室を見まわした。

「にしても、みんな忙しそうだね」

「深み流りゆう院いん学園文化祭は、わが校でも由緒ある行事の一つですわ。生徒たちが学園での活動の成果を発表する場なのです。中には、全国紙に取り上げられるような研究発表が出展されることもあるのですよ」

「へぇ……。それで出展の企画書がこんなにあるんだ」

　将悟は書類の束をパラパラとめくった。

　すると、さっき見つけた一枚の企画書が再び目に入る。

　将悟は手を止め、そのプリントを抜き出した。『大恋愛告白大会』の企画書だ。

「これも文化祭のイベント……だよね」

「あぁ、これですか」

　凜香は一目見て、不愉快そうに眉まゆをしかめた。

「大勢の前で愛の告白、だそうです。こんな浮ついたイベントを考えるとは、実に嘆かわしいですこと。わたしは却下したかったのですが、例年の行事だとかで強引に開催決定されてしまいました」

「へぇ……。なんでこんなイベントがあるんだろうな」

「普段告白する勇気のない人の背中を押すんだとか。文化祭のお祭り気分で盛り上がった勢いで告白しようという趣旨だそうです。まったく、情緒も何もありゃしませんわ」

　――勢いで告白、か……。

　今の将しよう悟ごに足りないのは、まさに勢いかもしれない。

　断られたらどうしよう、嫌われたらどうしよう。

　そんな不安に捕らわれず、一気に告白してしまう勢いかもしれない。

　企画書を見つめていると、凜りん香かが目を細めて将悟を軽く睨にらんだ。

「……興味があるのですか？」

「えっ!?　それは、その……」

　口ごもると、凜香がぐいっと顔を寄せて詰め寄った。

「まさかセンパイ！　このようなイベントに出るつもりじゃありませんわよね!?」

「い、いやその、どうかな～って考えてただけで……」

「……っ!?　考えてた……ということは、誰だれかに告白をするつもりですか!?」

　凜香の叫びに、愛ま菜ながパッと振り返る。

　ロッカーの前では、滋し賀がさんが「ぴゃっ！」としゃっくりした。

「なになに～？　将悟くん、誰かに告白されたいの～!?」

　愛菜が興味津々な声で言いながら、タッタッと駆けてきた。

「帝みかど野のセンパイ、このイベントでどなたかに告白するつもりです！　信じられません!!」

「え～っ、愛菜に告白してくれるの～!?　愛菜だったらみんなの前でもオッケー！　その場で返事しちゃうから～」

「……天てん導どう会長にとは言ってませんわよ」

　凜香が冷たい目を向けると、愛菜はイヤイヤをするように首を横に振った。

「だって～、愛菜、臨海学校で将悟くんとランデブーしたんだも～ん。山でイチャイチャしたんだから～」

　ギロリと凜香が将悟を睨みつけた。

「ランデブーとはなんですか!?　山で……山で天導会長と何をしたっていうんです!?」

「い、いやその、何もしてない……とは言いきれないような……」

　つい、臨海学校で愛菜をおんぶしたり、廃屋の別荘でキスされたりしたことを思い出してしまった。

「まったく帝野センパイときたら……。どれだけ女性にだらしないのですか。さすがのわたしでも少し幻滅しますわよ」

　凜香が呆あきれたように言う。

　そうだ。将悟はこの学園に来て以来、何人かの女の子と仲良くなれた。

　だけどこんな状態を続けていてはダメだ。しっかり、本当に愛し合える一人の女性を見つけなければならないのだ。

「国くに立たちさんの言うとおりだよ……。だからこそ俺おれ、しっかり自分の気持ちを決めようと決心したんだ」

「……本気、ですの？」

「うん。お遊びのイベントかもしれないけど、俺の気持ちは真剣だよ。……でも今まで女の子に告白なんてしたことないから、うまくいかなくて。参加を決断すれば、今度こそ気持ちを伝えるきっかけになるって思うんだ」

　凜りん香かと愛ま菜なが黙り、シンと静まり返った。

　二人とも期待と不安が交じった顔で将しよう悟ごを見る。いや、不安が八割くらいありそうだ。

「将悟くん、誰だれに告白するの……？」

　おそるおそる、愛菜が聞いた。

　――国立さんも天てん導どう会長も、俺に好意を寄せてくれてるんだよな……。

　将悟だって二人を嫌いじゃない。ちょっと厳しい凜香も、おとぼけな愛菜も、かわいくて魅力的で、恋人になれたらどんなに嬉うれしいだろうと思える女の子だ。

　けれど、つい彼女たちの魅力に目移りしそうになる気持ちを抑えて、将悟は言った。

「俺……もう決めてるんだ」

　再び沈黙。凜香も愛菜も、言葉が見つからない顔をしている。

「……そう、ですか」

　凜香が重く口を開いた。

「センパイの気持ちが誰に向いているか、薄々わかっておりました。……そうですわね。いつまでも曖あい昧まいな態度では男らしくありませんわ」

「国立さん……」

「そんなぁ～、将悟くん、愛菜に告白してくれるんじゃないの～？　いやだぁ～」

「天導会長……ごめんな……」

「告白してくれたら、ラブラブカップル賞のあんずケーキがもらえたのにぃ～っ」

「って、お菓子が目的かよ！」

「いいも～ん。告白してくれないんなら、一人で生徒会室のチョコマシュマロ全部食べちゃうから！」

　ペシッと、凜香が企画書を丸めて愛菜の頭を叩たたいた。

「こら天導会長！　あれは来らい賓ひん用のお菓子だと……えぇい、何回言わせれば気が済むんですかっ!!」

「ひ～ん、凜香ちゃんが愛菜の傷心をえぐるよぅ～」

　二人のやりとりを見て、将悟は噴き出しそうになった。

「あーっ、将しよう悟ごくん笑ってるー！」

　愛ま菜ながぶんぶんと腕を振りまわしながら怒った。

「ご、ごめん。二人とも元気だなぁって」

「なんですか、センパイ。他ひ人と事ごとみたいに」

　凜りん香かが口を尖とがらせる。

　将悟はあらためて凜香と愛菜の顔を見まわした。

「天てん導どう会長、国くに立たちさん……。ごめん」

「あら？　何を謝っているのです？　帝みかど野のセンパイがどなたに告白しようと、わたしは怒りませんわよ」

「うん。将悟くんが決めたことなら、愛菜も応援するよ～！」

　明るく言ってくれる二人に、じーんと将悟の胸が温かくなった。

「ありがとう……」

「ま、どうせ告白して振られるまでの短い春ですから」

「大丈夫だよ、将悟くん！　愛菜が骨を拾ってあげるからね！」

「って、どうして俺おれが振られる前提なんだよ!?」

「どうしてって、帝野センパイのすることですし。考えてみれば、何もあわてる必要ありませんでしたわ」

　凜香が冷ややかな目を向けた。

「そうだよね～。なんてったって将悟くんだもんね～！」

　愛菜は、将悟が斜め上のドジを踏むに違いないと言わんばかりにわくわくした顔だ。

「え、えっと……わざと明るく振る舞ってくれてるんだよな……？」

「はい？　なぜそのような気づかいが必要なのですか？」

「将悟くんがんばって～！　振られても落ちこまないよう、みんな応援してるから！」

　……なぜか、あまり嬉うれしくない応援をされる将悟だった。



　ともかく、出場すると決めた以上、善は急げだ。

　生徒会室を出た将悟は、さっそく告白大会の主催者がいるクラスに向かい、参加申し込みをした。勢いが肝心。心が変わる前に後戻りできなくしよう。

　申し込みを終えて廊下に出ると、歩きながら渡されたチラシを読む。

「文化祭初日のステージで告白、三日目の最終日のステージで告白された人が返答、か。こりゃ告白の成功も失敗もみんなの前で見られるわけだな……」

　本番は、九月半なかば過ぎにおこなわれる文化祭。

　歴史ある深み流りゆう院いん学園の文化祭で、将悟は彼女への気持ちをぶつけるのだ。

　大勢の聴衆に囲まれて、ステージに立って告白の言葉を叫ぶ自分を思い描いた。

『心こ乃の枝え、心乃枝、好きだあああああぁっっ!!』

　想像しただけで一気に顔中が熱くなる。

　――お、俺おれ、むちゃくちゃ恥ずかしいことしようとしてる!?

「いやいや。もう後戻りはできないんだ。俺には、このくらいの劇薬がないとな！」

　下駄箱のところまで来たとき、一人の女子生徒の姿を見つけた。

　制服の上に黒いマントを羽織り、魔女みたいな三角帽子をかぶっている。

　――嵯さ峨が良らセンパイにも、報告しようかな。

　将しよう悟ごは芽め依いのほうへと駆け出した。



　中庭のベンチに並んで座り、芽依は少し秋めいた空を見上げていた。

「文化祭で堂々と告白とはな～。帝みかど野のもずいぶん大胆な男になったもんだ」

「嵯峨良センパイにもお世話になってますし、先に言っておこうかと思って」

「ん？　わたしはいつ、どこからどんなふうに告白されても構わん。三百六十五日、二十四時間態勢でウェルカムだ！」

「いえあの、センパイに告白ってわけでなくてですね……」

「しかしだな……その、なんだ、夜はベッドの中だからな。夜よ這ばいして告白したいなどと言うのなら、事前に決行する時間を知らせてもらって、心の準備をしないと……」

「夜這いとかしませんっ！　俺の話を聞いてくださいってば」

「冗談だぞ。ユーモアのわからんやつだ。――まぁいい。帝野のイヤラシ～イ視線が誰だれに向けられてるか、ずっと前から見え見えだったからな」

「イヤラシ～イ視線って……。とにかく俺、彼女に気持ちを伝えようと思うんです」

　すると芽依は、少しマジメな顔になって将悟の目を見た。

「……神かん凪なぎのことはどうするんだ？」

「もちろん、雅みやびを忘れてるわけじゃありませんよ」

「あいつはずっと、帝野のことを好きだったのだぞ。自分が妹であることを隠して、結婚したいと思いつめるほどにな。自分が妹であるとバレて、恋が叶かなわなくなって、それで普通の妹になろうと努力してるのだぞ」

　どこか責めるような口調だ。

　芽依は何年も前から、雅のことを知っている。人一倍、彼女のことを心配しているのだ。

「それは……わかってます。雅が妹だって判明して、まだ一月半しか経たってない。その間、雅が自分の気持ちを変えようとしてくれてることも、よくわかってるつもりです」

「それなら告白など……」

「だからこそ、俺自身が迷ってちゃいけないと思うんです。ただ雅を気にするだけじゃなく、俺は自分の気持ちをはっきりさせなければ、前に進めないような気がするんです」

　言って、将しよう悟ごは芽め依いの顔をちらりと見た。

「自己中心的、ですかね」

「まったくだ」

　芽依は腕を組み、文句を言いたそうな表情をしていた。

「……が、中途半端な優しさが、逆に傷つけることもある」

　芽依は立ち上がり、小柄な体で将悟を見下ろした。

「帝みかど野のがそう決めたのなら、わたしは何も言わん。神かん凪なぎのこと、面倒見てやるのだぞ」

「は、はい！　センパイ、ありがとう……」

「で、だ。何日の何時に、わたしに夜よ這ばいの告白をするのだ？」

「センパイ、俺おれの話、聞いてましたよね……？」

　じとっと彼女を見つめる将悟だった。

「将悟さ～ん」

　ふと、校舎のほうから呼ぶ声がした。心こ乃の枝えが校舎の扉から出て、手を振っている。

　思わず全身が、ビクッと緊張に震えた。

　そんな将悟を見て、芽依は冷やかすように笑った。

「ほほ～。青春だの～。じゃ、おジャマ虫は消えるとしようかの～」

「いえ嵯さ峨が良らセンパイ、おジャマ虫だなんて」



    

  
    
      



    

  
    
      「いいか帝みかど野の。校内でチュッチュするのもたいがいにするんだぞ～」

　からかう口調で言いながら、芽め依いは魔女っ娘このマントをはためかせて歩いていく。

　入れ替わるように、心こ乃の枝えが将しよう悟ごの隣に走ってきた。

「嵯さ峨が良らセンパイとお話ししてたんですか？」

「ちょっと、相談ごと。心乃枝は？　準備委員会の仕事、もう大丈夫なの？」

「少し時間が空いたから、さっきのお話の続きができるかなって」

　けど……将悟は困ってしまった。

　もう告白大会に参加を申し込んだあとだ。

　それに今ここで告白しようにも、さっきの二の舞だろう。だからこそ文化祭のイベントに出ようと考えたのだし。

「将悟さん？　どうしたんですか？」

　黙りこんでいると、心乃枝が心配そうに将悟の顔を覗のぞきこんだ。

　すぐ目の前に顔が寄せられて、それだけで心臓が跳ねる。以前キスされたことを思い出して、体中の血液が逆流したように熱くなってしまう。

「なな、な、なんでもないよっ」

　一歩後ろに引いて、心臓のあたりを押さえながら心を落ち着かせた。

「……？　今日の将悟さん、なんかヘン」

　心乃枝は困惑したように口を尖とがらせる。

　そのとき、将悟は思った。

　――告白大会に参加すること、心乃枝はどう思うかな。

　大勢の前で告白するという、かなり恥ずかしいイベントだ。告白するほうも勇気がいるが、されるほうだって大変だ。

　将悟はおそるおそる、告白大会のチラシを差し出した。

「あ、あのさ、心乃枝。こういうイベント……どう思う？」

「みんなの前で告白、ですか……？」

「そう。こういうので告白されるのって、結構恥ずかしいと思うんだけど……」

「そうですね……。大勢の人が見てる前で告白なんかされたら、心臓止まっちゃうかも」

　――やっぱり迷惑かなぁ。

　将悟は意気消沈しかけた。

「でも本当に気持ちのこもった言葉なら、嬉うれしいと思います。どんな形の告白でも」

「えっ、ほんとに!?」

「はい。他ほかの人が告白されてるの見たら、妬やけちゃいそうですけど」

　言いながら、心乃枝は気づいたように目を大きく開いた。

「……もしかして将悟さんが、このイベントに出るんですか？」

「その、どうしよっかなーって考えてたんだけど……」

「え…………」

　心こ乃の枝えは突然息を止めるように絶句して……シュンとうつむいてしまう。

「そう、ですか……」

「心乃枝？」

「いえ、なんでもないです……。がんばって……くださいね」

「あ、あぁ……。がんばる……」

「それじゃわたし、まだ委員会がありますから……」

　心乃枝は背を向けると、肩を落とし、元気ない足取りで去っていく。

　――急に悲しそうな顔して……告白されるの、嫌だったのかな……。

　そう思っていると、数メートル離れたところで立ち止まり、心乃枝は振り返った。

「将しよう悟ごさん、好きな人ができても、仲良くしてくださいね」

「仲良く……？」

「わたし、ずっと将悟さんといいお友だちでいたいですから！」

　叫び、校舎に向かって駆け出した。

「心乃枝、待って……！」

　呼び止める間もなく、彼女の姿は扉の中へと消えてしまう。

　そのときになって、ようやく心乃枝の考えに気づいた。

　――心乃枝……俺おれが他ほかの女の子に告白するって思ってるのか……？

　誤解だ。それは誤解だ……。

　でも、将悟は気がついた。

　――誤解して悲しそうな顔をするってことは、つまり、心乃枝は俺のこと……

　好きで、いてくれる……？

　胸がトクトクと速く脈打ち始めた。

　――告白……しなきゃ。必ず心乃枝に、気持ちを伝えなきゃ。

　将悟はもう決してあとに引かないと、決意を固めていた。
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　新学期が始まって数日後の放課後。

　将悟は鞄かばんを持ちながら、隣にある心乃枝の席を見つめた。心乃枝はいなくて、彼女の鞄だけが机の横にかけられている。

「心乃枝、今日も文化祭の準備委員会か……」

　新学期になれば毎日心乃枝に会えると思ったし、実際、授業中はずっと隣同士だ。

　だけど放課後はいつも忙しそうで、一緒に帰ることすらできない。

　将しよう悟ごたちのクラスでは、結局クラスメイトたちの自己紹介を書いた簡単なパネル展示をすることになった。将悟も一応準備を手伝っているものの、さほど忙しいわけじゃない。

「しょーぉご～」

　背後から、雅みやびが猫なで声を出しながら将悟の背中をツンツンと突っついた。

「何ポケーって顔してんのよ。まだ夏休みボケ治んないんでしょ」

「夏休み三ヶ月ほしいとか愚ぐ痴ちってたやつに言われたくないぞ」

「愚痴ってないわよ。三ヶ月じゃなきゃヘンだって世の矛盾を追求してたの！」

「あ、そう……。雅は、これから水泳部の出展準備なのか？」

「今日は部活はお休み。水泳部はクレープ屋さんを出すだけだから、そこまで準備も忙しくないしね」

「そうか。――それなら雅、今日は俺おれと帰らないか？　なんだったら、商店街でお茶くらいおごってやるぞ」

　すると雅は「ゲッ」って顔で腰を引かせながら、まじまじと将悟を見た。

「な、何？　どうしたの、急に？　将悟がおごってくれるなんて、絶対文化祭を台風で中止にさせる魂胆だわ！」

「あのなぁ……」

　近くに人がいないことを確認して、小声でささやいた。

「たまには、兄らしいことさせてくれよ。俺たち兄妹なのに、なかなか家族らしいこともできないしさ」

　すると雅は照れたようにうつむいた。

「兄妹かぁ……。いいわ、今日は将悟につき合ってあげる。おごらせてあげるんだから、感謝しなさいよ」

「へへぇ、ありがとうございます雅さま……ってなんで俺が感謝するんだよ」

　つっこむ将悟の前で、雅は嬉うれしそうな笑顔を浮かべていた。



　そうして学校を出た将悟と雅は、商店街の雑貨店やゲームセンターを見てまわり、その後ファミレスにやってきた。

　窓際の席に座った雅は、遠慮なく特製ハンバーグランチセットを注文し、デザートのパフェまで追加した。

「やっぱ家族で来るところって言ったら、ファミレスよね。なんたってファミリーだし」

「ファミリーだったら同等の食事にしたいぜ。この肉うどん、あまり肉入ってねー……」

　将悟は小どんぶりのうどんをすすりながら、クゥ……と貧乏くさくお腹を鳴らした。

「もっと高いの頼めばいいじゃん」

「雅みやびのメニューだけで二千円したんだぞ。ファミレスって結構高いよな……」

　わがままな妹につき合うのも楽じゃないなぁと、ため息をつきたい将しよう悟ごである。

　というかハタから見れば、女の子に貢がされてる情けない男子そのものである。

「ところでさ、雅。頼みがあるんだ」

　雅がパフェを食べ始めたころ、将悟はテーブルに告白大会のチラシを置いた。

「文化祭でこういうイベントがあるんだけどさ、心こ乃の枝えを連れて、見に来てほしいんだ」

「あたしが鶴つる眞まさんを？　将悟が誘えばいいじゃん」

「俺おれは都合が悪くて……一緒に見に行けないんだよ」

　雅はけげんそうに眉まゆをひそめた。

　しばらく考えこんで、ハッと気づいたように将悟を見た。

「将悟……鶴眞さんに告白する気!?」

　将悟はうなずいた。

　彼がこんな頼みをしたのには、二つ理由がある。

　一つは告白のとき、心乃枝に見ていてほしいからだ。もちろん会場にいなくても、告白すれば誰だれかが伝えてくれる。けれど自分の気持ちは、直接聞いてほしかった。

　そしてもう一つの理由は……雅の気持ちを確かめたかったからだ。

　芽め依いにも言われたとおり、ほんの少し前まで、雅は将悟のことを好きだった。将悟と恋人になりたいと思い、自分が妹であることを隠していた。

　でも今は、まっとうな兄妹でいようとしてくれている。

　だからこそ将悟は告白の前に、雅にも伝えなければと感じたのだ。

「そうなんだ……。将悟が鶴眞さんに、ねぇ……」

　雅は複雑な表情でチラシに目を落としている。悲しそうな顔にも見えるし、せつなそうな顔にも見える。

　――もし雅が嫌がったら、どうしよう……。

　心乃枝への気持ちは伝えたい。でも、雅を傷つけたくない。

　考えると、固めたはずの決意が揺らぎそうになる。

　しかし顔を上げた雅は、ほほ笑んでいた。

「いいんじゃないかな～。将悟、がんばって鶴眞さんに告白しなさいよ。告白をトチるとか恥ずかしいとこ見せないでよね」

「え……い、いいのか!?　俺、告白しても」

「いいも何も、将悟が決めることじゃん」

「そうだけど……」

「まさかあたしが傷つくかもって心配してたんだ？」

　ぷっ、と雅は吹き出して笑った。

「何よ～、将しよう悟ごらしくないなぁ」

「らしくないってなんだよ……。俺おれ、結構本気で……」

　ムッとして言いかけると、雅みやびは、

「そりゃ……ちょっとは傷つくわよ。あたし、将悟のこと好きだったもん……」

　ボソリと力なくつぶやいた。

「そうか……。ごめんな、雅。雅が傷つくくらいだったら、俺……」

「じゃなくて！　そりゃ傷つくけど、大したことないって言いたいの！」

　雅は両手でテーブルを軽く叩たたいた。

「あたしは将悟の妹として生きていくって決めたんだから！　もう、昔の気持ちなんて捨てちゃいたいの。それに、もし将悟があたしのこと心配して、あたしがお荷物みたいになったら……そっちのほうがよっぽど嫌だよ……」

　思いを吐き出すと、雅は小さく肩を落とし、パフェを一口パクついた。

「だいたい妹としてはねー、いつまでも彼女のできない兄なんか見たくないし！　チャチャっと恋人の一人や二人作ってほしいわよ！」

「一人や二人って……。でも、ありがとうな、雅。そうだよな。俺、兄として少しはカッコいいとこ、見せなきゃいけないよな」

「ほんと、将悟って頼りないんだから。いいわ、その告白大会っての、ちゃんと鶴つる眞まさんを連れてってあげるから。しっかりカッコつけなさいよ」

「あ、あぁ！　雅が応援してくれるなら、告白の勇気だって無限にわいてくるぜ！」

　そのとき将悟は、自分の恋を、雅にこそ認めてもらいたかったんだと気がついた。

　家族である雅に、新しく家族になるかもしれない女の子を、認めてもらいたかったのだ。



　　　　§



　月日はまたたく間に流れ、いよいよ九月の半なかば過ぎ、文化祭の初日になった。

　深み流りゆう院いん学園では文化祭に力を入れており、開催期間は金土日の三日間だ。

　初日の金曜日の朝、学園は登校直後から文化祭一色だった。教室で簡単なホームルームを終えると、すぐ生徒たちは忙しそうに動き始めた。

　心こ乃の枝えは準備委員会に向かい、雅は水泳部のクレープ店の準備だ。

　将悟は小こ都と里り先生から指示されながら、クラスのパネル展示の設営を手伝って過ごした。

　そうして約一時間。将悟は準備を終えると、玄関から出てグラウンドを見まわした。

　中央には様々なイベントが開かれるステージがある。そこから扇形に広がるように、いくつもの食べ物の出で店みせが並んでいた。夏祭りの出店をも圧倒する数だ。

　レンガ造りの古風な校舎の壁には、何種類もの横断幕や垂れ幕があった。喫茶店やライブコンサート、同人誌の販売まで。派手な文字で来場者にアピールしている。

「すげぇな、こんなに人が来るのか……」

　正門前には開場を待つ人の列ができている。他校の生徒や、文化祭を見に来た一般客だ。中には、取材の新聞記者もいるらしい。

『みなさ～ん、今年も深み流りゆう院いん学園文化祭の始まりで～す。三日間思いっきり楽しんでね～。生徒会室に遊びに来たらお菓子も出るよ～』

　校内放送のスピーカーから生徒会長である愛ま菜なの声が流れ、ポン、ポンと小さな花火が打ち上げられた。いよいよ深流院学園文化祭の始まりだ。

　正門の柵さくが開けられ、待っていた来場者がグラウンドへ入ってくる。

　さっそく周囲の出で店みせから呼び込みの声が響き渡った。食べ物を買いに並ぶ人、展示を見に校舎へ向かう人、案内の立て看板の前で、どれを見ようか迷っている人……。

　たちまち校内は、いつもと違う祭りの賑にぎわいに満たされた。

　――今日俺おれは、こんなに人がいる場所で告白するんだよな……。

　ちょっと怖おじ気けづきそうになるけど、あとには引けない。

　雅みやびが応援してくれているんだ。恥ずかしがってなんかいられない。

「そうだ、俺は堂々と兄の姿を見せて……心こ乃の枝えに気持ちを伝えるんだ！」

　将しよう悟ごはグッと拳こぶしを握り、気合いを入れるがごとく天に向かって突き上げた。

「何一人でガッツポーズとってんのよ～」

　雅の声に振り向くと、心乃枝と並んで立っている。

「ふふっ。将悟さん、朝から気合い入ってますね」

「いやその、気合い入れて文化祭見るぞ～ってね」

　あとは雅が、心乃枝を告白大会に連れて来てくれるのを祈るばかりだ。

　――頼むぞ、雅。

　彼女を見ると、言いたいことに気づいたらしく、雅はパチッとウィンクを返した。

　そして心乃枝の腕を取り、甘えるネコみたいにスリスリとほおを寄せた。

「今日はあたし、鶴つる眞まさんと文化祭まわりたいな～」

　……微妙にわざとらしい演技の雅である。

「神かん凪なぎさん？　わたしと一緒がいいんですか？」

「もっちろん！　仲のいいクラスメイトじゃない」

「は、はぁ……。それなら一緒に見て歩きましょうか。わたし、地域ボランティア研究会の展示に興味があるんです。いろいろ話しながら見たら、きっと楽しいですよ」

「ぼ、ボランティア……？」

　……微妙に遠慮したそうな顔の雅である。

「将悟さんも一緒にどうですか？　三人で文化祭」

「俺おれ？　俺は、その……」

　将しよう悟ごは昼過ぎになったら、告白大会に出なければならない。

　どう答えようか迷っていると、心こ乃の枝えが気づいたように目を伏せた。

「あ……ごめんなさい。将悟さん、大切な用事があるんでしたね……」

　――心乃枝、やっぱり俺が他ほかの女の子に告白するって思ってるみたいだな……。

　けれど誤解もあと半日だ。あと少しで、俺の本当の気持ちを伝えられるんだ。

　ここまで来たら、むしろサプライズみたいに心乃枝を驚かせてみたい。

　高鳴る気持ちを抑えながら、将悟は雅みやびと心乃枝を見まわした。

「せっかくだもんな。今は三人で文化祭を見よう」

「いいんですか!?　それじゃ、一緒に歩きましょう」

　心乃枝の顔がパッと明るく輝いた。



　三人が最初に来たのは、校舎の入り口近くにある芽め依いが出している出で店みせだ。

「『りりかる☆しすたぁず』特製ミルククッキーはいかがでしょうか～。お兄ちゃん想おもい、お姉ちゃん想いの妹が作ってくれた、甘～い味ですよ～」

　オーブンの前でバターの香りに包まれながら、制服にエプロン姿の来くる実みが手作りクッキーセットを売っている。店の前で、さっそく雅がポリポリ食べていた。

「ん～、あたしもこんなクッキー焼きたいなぁ……」

「また一緒にアルバイトしてくれたら教えてあげますよ、神かん凪なぎセンパイ」

　一方将悟と心乃枝は、出店の隣に立てられた、小さな真紅のテントの中で座っていた。

「う～むむぅ～」

　目の前で芽依がガラス玉……いや水晶玉を前にうなっている。

「センパイの店の出張店舗とか、文化祭で認められるんですか？」

　芽依の正面に座りながら、将悟は疑問を口にした。

「こら帝みかど野の、占い中だぞ！　黙って待ってろ。運命が見えなくなる」

「はぁ……」

　なぜか占い師をやってる芽依に怒られ、将悟は黙った。

「クラスや部活動以外のグループでも、申請して認められれば出展できるんですよ」

　と、隣に座る心乃枝が耳打ちした。

「なるほどね……。ところでセンパイ、占い、まだですか？」

「待つがいい……少しずつ……見えておる……」

　すっかり占い師の老婆になったように声を押し殺している。

　別に芽依の占いを信じてるわけじゃないけど……これから告白することを思うと、なんとなく運勢が気になってしまう。

　やがて芽め依いはガラス玉……いや水晶玉を凝視しながら両手を震わせた。

「おぉっ!!　見える！　見えるぞ!!　帝みかど野のの今日一日の運命が見える!!」

「……どんな運命なんですか？」

「今日の帝野は……大凶だ!!」

「って、おみくじじゃないですかっ！　しかも大凶……」

「おとなしく家に帰って、一日中ふとんかぶって寝てたほうがいいぞ～」

　――センパイ、俺おれが告白するの知ってて意地悪を言ってんじゃないだろうなぁ……。

　つい疑わしげな目で見ると、芽依がスッと手のひらを指し出した。

「あまりに悲惨な運命で気の毒だから、特別サービスで占い料を五百円にしてやるぞ」

「これで五百円とかぼったくりですってば！」

　……ほんとに大凶かもしれないと思う将しよう悟ごだった。



　心こ乃の枝えや雅みやびとのんびり文化祭を見て歩くと、あっという間に昼になった。

　三人はグラウンドの一角に作られたお食事コーナーで昼ごはんを食べることにした。ちょうど昼食どきで、五列も並べられた長テーブルの席は満員だ。

「出で店みせの食べ物だけで腹一いつ杯ぱいになっちまうな」

　将悟は手に焼きそばのパックを持ち、テーブルにはお好み焼きのパックを置いている。せっかくだから様々な味を楽しもうと思って、つい買いすぎてしまったのだ。

「一切れちょ～だいっ」

　隣に座っていた雅が、端でお好み焼きを一切れ奪い取った。

「こら、俺が買ったお好み焼きだぞ」

「いーじゃん。ケチケチしないでよ」

「食い意地張りやがって。……にしても、心乃枝。文化祭の出店見てて思ったんだけど」

　将悟は向かいの心乃枝に話しかけながら、近くに並ぶ出店の列を見た。

　店員の生徒たちが威勢よく客寄せの声を張り上げている。

「深み流りゆう院いん学園名物、ソフトボール部による元祖お好み焼きはいかがですかー!!」

「深流院学園名産、バレーボール部による本家お好み焼きはこちらでーす!!」

「深流院学園名品、ハンドボール部による本元お好み焼きはこっちっすよー！　まがい物に注意してくださーい!!」

「……お好み焼きの店、多すぎないか？　カブりまくってるぞ」

　みたらし団子を食べながら、心乃枝は「あはは……」と困ったような笑みを浮かべた。

「生徒がお店で出せる料理も限りがありますし、しょうがないですよ」

「ほらあそこ、隣同士の店でバチバチ睨にらみあってるじゃないか……。なんか仁義なき戦いって雰囲気だぞ」

「だ、大丈夫ですよ。みんな、ケンカなんてしませんから」

　人ごとながら不安になりつつ、将しよう悟ごは残りの焼きそばとお好み焼きを食べ終えた。

　時計を見ると、もう一時前だ。告白大会の開催時間まで十五分を切っている。

　――そろそろ行かないとな。

「それじゃ俺おれ、用事があるから行って来るよ」

「あ、もうそんな時間……ですね」

　心こ乃の枝えは思い出したような……思い出したくなかったような声で言った。

　一瞬悲しそうに見えたものの、すぐに笑顔を浮かべる。

「がんばってくださいね。わたしも応援してますから」

　――待っててくれ、心乃枝。もうすぐ俺の気持ち、伝えるからな。

　将悟はベンチから立ち上がり、歩き出した。

　告白大会が開かれるのは、グラウンドの中央にあるイベントステージだ。半円形の舞台の後ろが板の壁で仕切られ、左右のポールでは赤や青の電飾が派手に輝いている。

　ステージでは時間ごとにプログラムが決められ、文化祭を盛り上げる様々なイベントが開催される。告白大会もその一つだ。

　告白大会開催前の時間、周囲には百人以上の観衆が集まっていた。

「マジであんな大勢の人を前に告白するのか……」

　将悟は緊張しながらステージの横に歩いた。裏手に立てられたプレハブ小屋の前に、参加者名簿を持って告白大会の準備をしている女子生徒が立っている。

「あの、俺、告白大会に参加するんだけど……」

「帝みかど野のくんね。それじゃ中に入って」

　彼女に話しかけると、プレハブの中に案内してくれた。

　中に入ると狭い廊下が続いていて、その脇わきに男女別の控え室がある。各種イベントの参加者が準備できるようになっているのだ。

「では順番が来たら呼ぶから、ここで待ってて」

　言われたとおり、狭い部屋に並べられたパイプ椅い子すに座って待つことにした。

　左右を見ると、告白大会の参加者らしい男子生徒が数人いた。

　女子の控え室は見えないけど、あまり人がいる様子じゃない。やっぱり、こんなイベントに参加する女の子は少ないようだ。

　将悟のすぐ隣に座っている男子は、緊張のあまり両手の拳こぶしを震わせていた。

　――気持ち、わかるぜ……。お互いがんばろうな。

　一方、そのさらに向こうを見ると、余裕の表情で鼻歌を歌いながら髪を櫛くしで整えている男子がいた。

　――告白成功確実って顔だな……。ちくしょ、うらやましいぜ……。

　控え室に設置されたスピーカーから、司会者の女子生徒の声が流れてきた。

『皆さま、お待たせしました！　今年もやって来ました秋の深み流りゆう院いん学園文化祭！　秋と言えば食欲の秋？　読書の秋？　いえいえいえ、秋と言えば恋の秋！　今年も秋空の下に、盛大な愛の嵐あらしが吹き荒れる!!　さぁ、文化祭の中心で愛を叫ぶのは誰だれだ!?』

　小屋の外から盛り上がった拍手と歓声が響いてくる。イベントが始まったらしい。

　――いよいよ……だな。心こ乃の枝え、見ててくれるかな……。

　もう、ここまで来たら逃げられない。将しよう悟ごは座ったままひざの上でグッと拳こぶしを握り、息が詰まりそうな思いで地面を見つめた。

　――き、緊張することないぜ。正直に自分の気持ちを口にすればいいんだ。落ち着け、俺おれ。落ち着け、帝みかど野の将悟！

　将悟は目を閉じ耳を塞ふさぎ、自分の世界に没頭した。

　何も考えるな。大勢の聴衆のことなんか考えるな。今はただ、心乃枝のことだけを考えるんだ。彼女に伝えたい気持ちだけを強く念じるんだ！

　暗くら闇やみの中に、心乃枝の姿が思い浮かぶ。

　この学校に編入したとき、道ばたで初めて出会った心乃枝。公園で二人でシュークリームを食べた心乃枝。『妹』の電話の正体だとバレて、泣いていた心乃枝。ネコミミにメイド服姿の心乃枝。臨海学校で、新しい水着を見せてくれた心乃枝。

　そして将悟の部屋で、二人きりの心乃枝……。

「心乃枝……これからも、ずっと、一緒にいてほしい。……俺の、恋人になってほしい」

　言葉が口をついて出たとき、肩が揺すられた。

「帝野くん……帝野くん、次、出番よ。待機して」

　ハッと目を開けると、控え室の前に実行委員の女の子が立っていた。

「もう俺の番なのか……」

　左右にいた男子生徒たちはすでに見当たらない。空想の世界に没頭しているうち、時間が経たったらしい。

　胸に手を当てると、目一いつ杯ぱい想像した心乃枝の姿がはち切れんばかりにあふれている。

　――よし、いける。今こそ俺は心乃枝に、告白できる！

　将悟は自信に満ちた足取りで歩き出した。控え室を出てプレハブの廊下を進むと、奥に小さな階段がある。上ったところに小さな戸があった。

　この戸を開ければ、そこは大勢の観客の視線を浴びるステージだ。

　戸の前で待機したとき、ひときわ大きな歓声が聞こえた。表はだいぶ盛り上がっているらしいけど、ここからじゃ見えない。

『次は飛び入りの出場者です！　この大恋愛告白大会には超貴重な女の子！　それもとびっきりの美少女だ！』

　――飛び入り参加の美少女か。珍しい子もいるんだな。

　将しよう悟ごはちょっと興味が出てしまった。よく聞くと、観客からも「アイドルみたいね……」とか「あんな子に告白されてーよ……」とか、ため息交じりの声が聞こえてくる。

「そんな美少女なのか？」

　興味が抑えられず、そっと戸を開けてみた。ステージ上を見渡すと、司会者にマイクを向けられた少女の横顔が見える。

　黒いセーラー服を着て、おかっぱに切りそろえた髪の少女……。

『宝ほう生しよう柚ゆず璃り奈なさんです！　拍手～!!』

　柚璃奈が立っていた。

「ゆ……柚璃奈……？　なんでこんなところに……？」

『宝生さんはまだ中学三年生なんだね』

『はい。祖父が学園理事会で理事を務めておりますので、わたくしもこの深み流りゆう院いん学園に進学したいと考えているのです』

　観客の男子生徒たちから、また大歓声が上がった。

「よっしゃ、来たあああぁっ!!」

「ちくしょーっ、俺おれ留年する、絶対留年してやるうぅぅ!!」

『そーなんだ！　ってことは、深流院学園に憧あこがれのセンパイがいるのかな!?　それでは愛の告白、いってみよう!!』

　再びマイクを向けられ、柚璃奈は叫んだ。

『わたくしには、心から愛している人がいます。将来は結婚したいと、本気で思っている人なんです！』

　おおおおおぉっ……と、観客たちがどよめく。男子はうらやましがり悔しがり、女子は結婚という言葉に目をキラキラさせている。

　最高潮に盛り上がる中、柚璃奈の口元に歪ゆがんだ笑みが浮かび上がった……ように見えた。

　そして柚璃奈は静かに口を開いた。

　皆の注目を浴びながら、彼女は高らかに宣言した。

『わたくしは、帝みかど野の将悟さんを愛しています!!』

　将悟の頭が一瞬で白く消し飛んだ。

　――ゆ、柚璃奈……何を……言ってるんだ……？　俺を……愛してる……？

『おっとこれはまた大胆な告白！　帝野将悟くんと言えばわが校でも有名な男の子ですが、どんなところに惹ひかれたのかな!?』

『今、この深流院学園に、将悟さんを狙ねらう悪い女がいます』

　瞬時にして、聴衆が静まり返った。

『帝野将悟さんの、妹です！　この学園に、正体を隠し、将悟さんの貞操を奪おうとする悪い妹がいるのです！　わたくしはそんな妹から、愛する彼を守りたいのです!!』

「なっ……!?」

　将しよう悟ごは絶句した。

　彼に妹がいることは、世間に公表するわけにいかない。すれば、それはスキャンダルのタネとなることだ。

　それなのに……。あんな堂々と……。

　スピーカーから放たれる柚ゆず璃り奈なの言葉に、足元がガラガラと崩れていくようだった。

『え、えーっと、宝ほう生しよう柚璃奈さんの大胆な告白タイムでした～』

　司会者の女の子がまとめると、パラパラと戸惑ったような拍手が鳴る。

「ほら次、帝みかど野のくんの番よ」

　運営委員にうながされ、将悟は戸を出た。ステージ中央へフラフラと歩き出す。

　戻ってくる柚璃奈とすれ違ったとき、彼女は「ふふっ」と微笑しながら熱のこもった視線を彼に向けた。

　将悟はステージの中央に立つと、呆ぼう然ぜんとした頭で観衆を見まわす。

　全員が注目していた。たった今、飛び入りの美少女に告白され、そして妹に貞操を狙ねらわれているなどと暴露された男の顔に、好奇心むき出しの視線を突き刺していた。

『話題の人、帝野将悟くんの登場です！　自己紹介をどうぞ！』

「あ……」

　マイクを向けられても、口を半開きにしたまま、声が出なかった。

『……あ、あはは、帝野くんのことはみんな知ってるね。それじゃ告白タイムいってみよう！　さぁ帝野くん、誰だれに愛を叫ぶのかな!?』

　――落ち着け、俺おれ……。動揺してる場合じゃない。心こ乃の枝えに、告白しなきゃ……。

　汗に濡ぬれた額ひたいを手でぬぐい、将悟は一度、深呼吸した。

　なんとか気持ちを静め、動どう悸きを押さえ、あらためて自己紹介しようと口を開く。

　その瞬間、観客の中に心乃枝の姿が見えた。

　心乃枝は呆然と立ち尽くし、将悟を見上げていた。顔が少し青ざめていた。

　その隣には、やはり呆然としている雅みやびの姿も……。

　――い、言えねぇ……。こんな空気の中で、告白なんかできねぇ……。

　声を出せずにいると、司会の女の子が困ったのか、無理やり先を続けた。

『う～ん、帝野くん、愛の狭間で揺れてるね！　突然告白されちゃったもんね！　それじゃあ宝生さんへのお返事は、最終日のイベントまでに決めてもらうことにしよう！』

　結局、将悟は告白タイムが終わるまで、一言も声を出すことができなかった。



    

  
    
      

２章　妹は危険な追跡者!?





「また告白……できなかった……」

　裏庭の水道場で顔を洗いながら、将しよう悟ごはガックリとうなだれていた。

「とても告白って雰囲気じゃなかったもんな。みんな、妹って誰だれだ？　って顔してた……」

　グラウンドから文化祭の賑にぎわいが聞こえていた。人のいない裏庭に立っていると、楽しいお祭りから取り残された気分になる。

　もう一度両手に水を汲くみ、冷や汗に濡ぬれた顔をバシャバシャと洗った。

「ったく、柚ゆず璃り奈なのやつ、どういうつもり…………ぶはっ!!」

　顔を上げた瞬間、ビシャッと水の膜が顔面に打ちつけた。

「なんだ!?　濡れる、濡れるって！」

　手で水流を防ぎながら薄目を開けると、一人の少女が立っていた。

　柚璃奈だ。水道の前に立ち、蛇口の先に指を当ててピューッと水を飛ばしている。

「なっ、何するんだよっ！　びしょ濡れじゃないか！」

「ふん。あなたなどトイレに流されるのがお似合いよ。ティッシュペーパーと一緒にね」

　むちゃくちゃ不機嫌な顔をしている。とても、愛の告白をしたばかりとは思えない。

「ティッシュはトイレに流したらダメなんだぞ。水に溶けないからな」

「せっかく美少女に告白されたのに、もう少し喜んだらどう？」

「自分で美少女とか言うかよ」

「あら、わたくしはかつて日本中の注目を浴びた女優よ」

　ふふん、と柚璃奈は自慢げに言った。

　彼女は幼いころ、檀だん埜の那な百ゆ合りの芸名で子役女優として活躍していた。彼女の妖よう艶えんな演技は圧倒的な存在感を持ち、一躍人気女優となった。だがわずか三、四年の活動期間のあとに突然引退し、大衆の前から姿を消したのだ。

「そんなわたくしを美しくないと思うなら、あなたの美的センスが著しく劣っていると言わざるを得ないわね」

「……俺おれがお前の告白を喜ばないから虫の居所が悪いのか？」

　聞くと、柚璃奈は奥歯を噛かみ締めて将悟を睨にらんだ。

「思い出しただけでもヘドが出そう！　こっ……このわたくしが、この体で、観衆の前で帝みかど野の将悟に愛を告白するなんて！　最低だわ！　生涯で最悪の日よ！」

「……ま、お前が俺を好きなわけないか。また何か妨害か？　俺を狙ねらう妹がいる、ってのはどういう意味だ。雅みやびのこと、世間に暴露するつもりなのかよ!?」

「気をつけなさい。暴露されたくなければ、恋人など作らないことね」

　――脅迫かよ……。

　将しよう悟ごは歯ぎしりした。柚ゆず璃り奈なは雅が将悟の妹だと知っている。その秘密を世間に知らされたくなければ、恋人を作るなというわけだ。

「そこまで俺おれに恋人を作らせたくないのか？」

「そうよ。わたくしはあなたが恋人を持つなど認めない。どこまでも追い詰めて、孤独の淵に叩たたき落としてあげる」

「なんで俺を憎むんだ？　俺が帝みかど野のグループ社長に就任すると困るのか？　困るのなら、はっきり言ってくれ」

「わたくしは、あなたの社会的生命を抹殺したいの。帝野グループどころか、この深み流りゆう院いん学園からも今すぐ追い出したいくらいだわ」

「だから、なぜそんなに憎むんだよ！　だいたい一方的に告白して一方的に憎むとか、理不尽にもほどがあるぞ!!　好きなのか嫌いなのかどっちかにしてくれ！」

　すると、柚璃奈の小さな肩が小刻みに揺れ出した。怒りに震えているようでもあり、悲しみに打ちひしがれているようでもある。

「わたくしは……愛しているのです……」

　腹の底からしぼり出すような声がした。

　彼女は突然顔を上げ、ぐいっと将悟の正面に突き出した。充血した目を見開き、獲物に飛びかかる猛獣のように大口を開けて叫んだ。

「将悟お兄さまを、こんなにも愛しているのですっ!!」

「ゆっ、柚璃奈っ!?」

　勢いに気け圧おされて後ずさった。

　柚璃奈は追いすがり、吸いつくように迫ってくる。

　後ろに逃げるうち、将悟の背が校舎の壁に当たって立ち止まった。

「将悟お兄さまは、わたくしを愛してくれますか？」

「お兄さまって、な、何を言ってるんだ……？」

　突然の豹ひよう変へんぶりに狼ろう狽ばいした。何かスイッチが入ってしまったんだろうか。

　――演技、なのか？　俺を惑まどわすための演技なのか!?

　しかし目の前の柚璃奈は、本当に別の人間になったように激変している。彼女の体から発する気配すら今までと異なっている。見た目だけそのまま、中身が入れ替わったようにしか思えない。

「愛してくれますか!?」

「い、いい子にしてくれれば、そりゃ嫌いにならないけど」

「でしたらお兄さま……。わたくしと、キスをしてください」

「はぁっ!?　なんでだよ!?」

「お兄さまからしてくれないのなら、わたくしから……」

　柚ゆず璃り奈なは一気に顔を寄せた。細身の体重が押しつけられ、彼女の胸が密着する。薄く開いた桜色の唇が迫り、息が吹きかかった。

「ま、待てっ！　やめてくれっ！」

　将しよう悟ごは両手に力を込め、柚璃奈の肩を押し返す。

　そのとき、遠くでザッと裏庭の土を踏む音が聞こえた。

「あっ、いました！　将悟さん！」

「将悟っ！　何してるのよっ!?」

　振り向くと、校舎の陰から心こ乃の枝えと雅みやびが駆け出て来た。将悟を捜していたらしい。

　――ま、マズい、こんなとこ見られたら誤解される！

　あわてて柚璃奈から離れようとした。

　が、心乃枝に気を取られていた一瞬の隙すきに、柚璃奈は素早く将悟に顔を近づけた。

「しまっ……!?」

　気がついたときには遅かった。

　寄せられた柚璃奈の唇が、彼の唇を塞ふさいだ。唇が柔らかく、ピリピリと痛い。

　薄く未熟な唇に不意打ちされ、将悟は針で縫われたように動けなかった。

　柚璃奈は唇を離すと、一歩後退して将悟を見た。白く美しいほおを上気させ、薄く開いた唇からはぁはぁと息を漏らす。

「わ……わたくしとうとう……将悟お兄さまと……口づけを交わしたのですね……」

　まるで、ケーキを食べたようにとろける笑みを浮かべていた。

「ゆ……柚璃奈……。何を……するんだ……」

　直後、彼女の体が小爆発のようにビクッと震えた。柚璃奈の体をまとう空気が急変した。晴れた日に突然嵐あらしが吹き荒れるように。

　柚璃奈は夢から覚めた顔で目を見開き、わなわなと唇を震わせた。

「わ……わたくしは……何を……。み、帝みかど野の……将悟に……」

　恐怖と嫌悪の声でつぶやき、将悟を見つめた。

「き……キス……されてしまった……の……？」

「された……？　お前から強引にしてきたんだろ……」

「くぅ……っ」

　柚璃奈は手の甲で唇を強く拭ふきながら、悔しげに睨にらみつけた。

「こ……こっ、この……っ!!　必ず……必ず帝野将悟をぶち壊してやるっ!!」

　捨てゼリフを残して身を翻すと、呆ぼう然ぜんとしている心乃枝と雅の脇わきを抜け、グラウンドへと走り去っていく。



    

  
    
      



    

  
    
      「なんだあいつは……。いきなりキスして逆ギレしやがって」

「し……将しよう悟ご……さん……」

　震える声にハッと気づく。

　心こ乃の枝えがふるふると震えながら、大きな目に涙を滲にじませていた。

　雅みやびも、どうしていいかわからない顔で立ち尽くしている。

「こ、心乃枝……。見てた……よな……」

「ごめんなさい……。わたし、見るつもりじゃなくて……」

　今にも泣き出しそうに、何度も頭を下げて謝った。

「待ってくれ心乃枝、謝るのは俺おれのほう……」

　しかし心乃枝は背を向けて駆け出し、裏口から校舎の中へ入ってしまう。パタンと閉められた扉が、彼女の拒絶を表しているようだった。

　――最悪だ……。最悪の結果だ……。

　今日、心乃枝に告白するはずだったのに、こんなことになるなんて……。



　　　　§



　文化祭の間、深み流りゆう院いん学園の中庭は憩いの広場として開放されている。

　グラウンドと違って出で店みせもなく、威勢のいい生徒たちのかけ声も聞こえない。

　散歩しながら由緒ある学園の校舎を見学する老人や、芝生でボール遊びをしている親子の姿があり、のんびりした光景が広がっていた。

　そんな中庭のベンチで陽ひに当たっていると、柚ゆず璃り奈なに水をぶっかけられて濡ぬれた体もようやく乾いてきた。

　しかし将しよう悟ごの心はちっとも乾かない。

「キスされたとこ、心こ乃の枝えに見られちまうなんて……」

　はぁ……とまた一つ、大きなため息をついた。

「ったく、ここまで告白に大失敗する人も珍しいわ」

　隣に座った雅みやびが呆あきれた声を出す。

「柚璃奈のやつ、俺おれを脅してきやがったんだ。雅が妹だって秘密を守りたかったら恋人を作るなってさ」

「そんな……。あたしのことが知られたら、帝みかど野のグループの人たちに迷惑かかっちゃうんだよね……」

「柚璃奈は俺のことを心底憎んでる。俺の社会的生命を抹殺したいんだとよ」

「わかんないなぁ……。なんでそんなに憎まれてるのよ？」

「それが、さっぱり心当たりないんだけど……」

　将悟は過去の出来事を考えながら、無意識のうちに額ひたいの傷に手を当てた。

　もしかしたら彼が記憶を失っていた期間に、柚璃奈との間に何かがあったのかもしれない。それを忘れているのかもしれない。

　柚璃奈は遠えん戚せきのはとこだ。どこかで会っていても不思議はない。

　しかし、仮に遠い昔に原因があるのだとしても、幼いころの出来事のはず。十年以上経たった今でもこれほどの憎しみが継続してるなんて尋常じゃない。

「理由もないのに憎まれてる……。しかも憎んでるのにキスまでするなんて……。怪しい。実に怪しいわ……」

　む～っと眉み間けんにシワを寄せ、雅は推理する顔になった。

「もしかして、宝ほう生しようさんって本当は将悟のこと好きなのかも」

「なんでだよ」

「好きな異性にわざと意地悪するって、よくある話でしょ？」

「あいつの執しつ拗ようさは意地悪ってレベルじゃないぞ。普通とは思えない」

「そう！　普通じゃないのよ！」

　意を得たりとばかりに、雅は手を叩たたいた。

「これは異常事態よ！　あたしの直感アンテナがビンビン危険信号を受信してるのよね」

「異常事態って？」

「異常な愛なのよ。なんていうか……ストーカーってやつ？」

「す、ストーカー!?」

「ストーカーって、愛する人を独占するために相手を刺したり監禁したりするじゃん」

　想おもわず、柚ゆず璃り奈なに足あし枷かせをはめられて監禁されている場面を想像してしまった。

『ふふふふっ。今から帝みかど野の将しよう悟ごは、わたくしのおもちゃ。この手でぶっ壊れるまで弄もてあそんであ・げ・る』

　――に、似合ってる……。ハマりすぎてるぜ……。

　冷酷に笑う柚璃奈を想像しただけで、背筋がゾーッと冷たくなった。

「じょ、冗談はやめてくれよ！　だいたいストーカーなんて嫌だぞ」

　将悟は額ひたいに汗を浮かべながら、払うように大きく両手を振った。

　彼は愛し愛される生涯の伴はん侶りよを探している。……が、その伴侶が歪ゆがんだ愛を持つストーカーだとか嫌だ、嫌すぎる。

「現実から目を背けたらダメよっ。将悟は危機意識が欠けてる！　ストーカーの恐ろしさを知らないんだから」

「雅みやびは知ってるのかよ」

「あたし、ストーカーのドラマとかマンガとか見てるし。研究バッチリだもん」

「ドラマとマンガね……」

「とにかく事態は急を要するわ。文化祭の最終日に告白の返事をしなきゃいけないんでしょ？　なんて答えるの？」

　あの告白大会は、文化祭最終日の夕方に返答のイベントがおこなわれる。告白された相手がステージに立って、告白を受けるかどうか答えるのだ。カップルが成立か不成立か、盛り上がる場面なのである。

　つまり将悟は明後日の夕方までに、柚璃奈の告白に対する答えを出さなければならない。

「確かにストーカーだったら、下へ手たに刺激できないよな……。対策を考えないと」

「でしょ！　敵を知り己を知れば百戦アルカトラズ！　悪いストーカーはあたしたちストーカーバスターズが撃退よ!!」

　雅は立ち上がり、初陣に挑む武将のごとく拳こぶしを上げた。



　というわけで、まずは作戦会議だ。将悟と雅は一年生の教室で開かれている英国風カフェに入り、テーブルを挟んで額を寄せ合った。文化祭にいる男女なのにちっとも楽しそうじゃない。密談でもしてるような怪しさだ。

「……で、どうやって柚璃奈がストーカーかどうか判断するんだ？」

　将悟はアイスオレをストローでズズッと飲みながら聞いた。

「いい？　ストーカーってのは、異様なまでの愛に突き動かされる衝動的行動なのよ」

　雅みやびはミルクティーとモンブランのケーキセットをパクつきながら説明した。

「相手が好きで好きでたまらない。だからこそ自分を抑えきれず、執しつ拗ようなまでに追いかけずにはいられない。ストーカーの本質は、相手に対する異常な関心なの」

「つまり柚ゆず璃り奈ながストーカーなら、俺おれのことを異常に知りたがってるわけか」

「そう。そこで宝ほう生しようさんの前に、将しよう悟ごの持ち物をエサにしてぶら下げてやるわけ。例えば生徒手帳を目の前で落とすとか。パクッと食らいついて、ハァハァ言いながら中を見るに決まってるわ」

「ストーカーに個人情報をさらすとか危険すぎるだろ」

「個人情報じゃなくても、ストーカーの好物ならいいのよ。例えば、う～ん……」

　雅は腕を組み考えこんだ。

「しかし、ほんとにストーカーならゴミ捨てにも注意しないとな。ゴミに個人情報が交じってることもあるし……」

「それよ！　ストーカーってゴミ漁あさりが大好きなはず！　彼女の前でゴミを捨てるの！」

「ゴミって、ただのゴミじゃ意味ないだろ」

「もちろんストーカーの興味が向くゴミにするのよ。性的関心を引くのとか！」

「性的関心って……」

「将悟、宝生さんの前でパンツを脱いで捨てて！」

「それじゃ俺が変質者だってば！　捕まるから！」

「む～、難しいわね……」

　雅はまた腕を組んで考えこんだ。

　将悟は呆あきれながらアイスオレのストローに口をつけた。

　飲み干す音を聞いて、雅がなんとなくストローに目を向ける。

「それよ、それだわ！　ストローを捨てるのよ！」

　雅が思いついたように、勢いこんで叫んだ。



　そうして、さっそく宝生柚璃奈ストーカー判定作戦が開始された。

　カフェを出た二人は、柚璃奈を捜して校舎内を歩く。

「まだ家に帰ってないといいけど……。いや、帰っててくれたほうがいいのか？」

　将悟の手には、さっき飲んでいたアイスティーのストローが握らされている。これを柚璃奈の前で捨てて、反応を見ようというわけだ。

「こんなんでストーカーかどうか判断できるのかな？」

「ストローを宝生さんの前で捨ててやれば、素早く拾って犬みたいにペロペロしゃぶるに決まってるわ」

　……本当にそんな行動をしたら、それはそれで怖い気がする。

　大勢の来場者で賑にぎわう校舎内を歩くこと約三十分。二人は屋上にやって来た。

　屋上には十数席の丸テーブルが並べられ、サンドイッチやドリンクを食べられるカフェテリアになっている。

　その隅のテーブルに、黒いセーラー服を着た人物が座っていた。柚ゆず璃り奈なだ。

「いたぞ！」

　将しよう悟ごと雅みやびは素早くしゃがんで、手前のテーブルの陰に身を隠した。

　柚璃奈は紙コップのドリンクを飲みながら文庫本を読んでいる。物静かで知的な雰囲気で、まだ中学生だというのに貴婦人のような優雅さだ。

「将悟、チャンスよ。宝ほう生しようさんに近づいて、目の前でストローを捨てるの」

「それであいつの反応を探ればいいんだな」

「地面に落としたらダメよ。相手が舐なめやすいように捨てないと。それと、将悟が使ったストローだって知らせないと無意味だから気をつけて」

「わかった。雅はここで待ってろ」

　将悟は立ち上がって歩き出し、気づかれないようカフェテリアの敷地内を大きく迂う回かいしながら、ゆっくりと柚璃奈に近づいた。

　柚璃奈が座るテーブルのすぐ横に来たとき、彼女は気づいて顔を上げた。

「よ……よぉ」

　将悟は微笑しながら片手を上げて挨あい拶さつした。

　しかし柚璃奈は不快そうに目を細めただけで、すぐまた文庫本に目を落とす。

「無視かよっ」

　まぁいい。するべきことは、このストローを柚璃奈の目の前に捨てることだ。

　後ろ手にストローを隠しながら、柚璃奈の様子を見た。まずはこのストローが将悟の使用済みだと知らせなくては。

　テーブルには空からの紙コップが置かれている。底に溶けかかった氷が溜たまっていた。

「何を飲んでたんだ？」

「…………」

「今日って結構暑いし、冷たい飲み物のほうがいいよな～」

「…………」

「さ、サンドイッチも一緒に食うとうまいぞ」

　柚璃奈はうっとうしそうな目を向けた。

「わたくしに何か用？」

　将悟はせき払いをし、持っていたストローをおもむろに差し出した。

「これは、俺おれが使用したストローだ」

「…………だから？」

「今から捨てようと思う」

「捨てればいいでしょ」

「よし、捨てるぞ」

　将しよう悟ごは紙コップに残った氷の間にストローを挟んで立てた。

　はぁ？　って顔で、柚ゆず璃り奈なは眉まゆをしかめる。

「じゃあなっ！」

　素早く背を向け歩き出した。

　立ち去れば、柚璃奈は本性を現し、ストローを舐なめ出すはずだ！　あるいはポケットに隠して持ち帰るかもしれない。彼女が歪ゆがんだストーカーならば！

　足を踏み出したとき、背後からむんずと襟首をつかまれた。

　振り返ると、柚璃奈が睨にらんでいる。ピクリとこめかみに青筋が立っている。突き刺すつららのような冷たさに、背筋にサーッと悪寒が走った。

「なんのマネかしら？　新たな嫌がらせ？」

「えっ、いやその……な、舐めないのか？」

「……誰だれが？」

「柚璃奈が……」

「……何を？」

「ストロー……」

「……………」

　ふふふふふ、と、柚璃奈の口に薄ら笑いが浮かんだ。

「へぇ……。あなたの使用済みストローを、ねぇ……。面白い冗談だわ。このわたくしを変態扱いしようというのかしら？　弱みを握って丸め込もうというわけね」

「そんなつもりじゃ……決して……」

「だったらまず、わたくしの使った紙コップを舐めるといいわ。さぁ舐めなさい。ペロペロペロペロ好きなだけ舐めるがいいわっ！」

　柚璃奈は怒りをあらわに紙コップを持ち、将悟の口元にぐいぐいと押しつけてきた。

「まま、待ってくれ！　そ、そんなの舐めたら、俺おれ、まるっきり変態じゃないかっ！」

「えぇそうよ！　変態！　このド変態!!　あなたが救いようのない変態男だと、今ここで証明してしてやる！　永遠に罵ののしり続けてやるわっ!!　さぁお舐めっ!!」

「や、やめてくれ、お、俺は、女の子の使った紙コップを舐めるような男になりたくねえええぇっ!!」

「うるさいっ!!　黙って舐めろ変態!!」

　柚璃奈は、怒声とともに紙コップを将悟の顔の正面に突き出した。

　ドバアアアッ!!　……と、氷が思いっきり顔面にぶちまけられる。

「ち、ちべたっ！」

「冷たくて結構！　氷の角に頭ぶつけて凍え死ねっ!!」

　柚ゆず璃り奈なは捩ねじ込むように、将しよう悟ごの頭にぐりぐりと紙コップを押しつけた。



「おっかしいわねぇ……」

　また英国風カフェのテーブルに座り、雅みやびは両腕を組みながら首を傾かしげていた。

「何が犬みたいにペロペロ舐なめるだよ。怒らせただけじゃないか」

「理解できないわ。ストーカーのくせに唾だ液えきのついたストローに興味持たないなんて」

「ていうか雅、妙なドラマの見過ぎだろ」

「わかったわ！」

　将悟の言葉も聞かず、雅は叫んで立ち上がった。

「きっと宝ほう生しようさんは将悟自身を狙ねらってるのよ！」

「俺おれ自身……ってどういう意味だよ」

「昔、『都市伝説の事件簿』ってドラマでやってたの。――ある男がね、一方的に求愛する女から逃げようとしたの。そしたら女は男を捕まえて、手足を鎖で縛って監禁したんだって……。二度と逃げられないように……ね……」

「柚璃奈がそんな監禁女だってのか？」

「それをこれから確認するんじゃない。宝生さんがストーカーなら、逃げようとすればするほど将悟を追って自由を奪いに来るはずよ！」



　……というわけで、またも将悟と雅は柚璃奈を捜して校舎内を歩きまわった。

　次に彼女を見つけたのは、一階の廊下の端だ。

　将悟たちに背を向けて、テーブルに置かれた学校案内のアンケートに書きこんでいる。

「いたわ、隠れて！」

　将悟と雅はサッと柱の陰に隠れ、様子をうかがった。

「柚璃奈、来年はこの学校に入学するつもりなんだっけ」

　もしこんな、歪ゆがんだ愛だか憎しみだかを持ってる少女がスクールメイトになったら……。

「俺の学校生活、どうなっちまうんだ……」

　早くも胸が不安でいっぱいになる。

「だからこそ今のうちに正体を暴くんでしょ。ほら将悟、見てないで作戦実行よ」

「今度は何をするんだよ？」

「ストーカーは自分が捨てられそうになればなるほど、相手を捕まえようとするわ。――だからまず宝生さんの前で思いっきり嫌ってやるの。彼女は嫌わないでって泣き叫ぶ。そしたらダッシュで逃げて。逃がすまいと追いかけて来るから！」

「お、追いかけられるのか？」

「そう。捕まったら二度と離そうとしないから気をつけて！」

　将しよう悟ごはおそるおそる柚ゆず璃り奈なの背中を見た。

　牙きばを向き出して追いすがる彼女の姿を想像して、つい足が震えそうになる。

　――いや、怖がってる場合じゃないな。あいつの正体を明かさないと。

　意を決し、将悟は雅みやびを残して歩き出した。

　そっと忍び寄るように柚璃奈の背後に近づく。

　柚璃奈は気づいて振り返り、ゴキブリを見るような嫌悪感いっぱいの目を向けた。

「またあなた？　文化祭だってのにわたくしを追いかけて、ストーカーなの？」

　そりゃこっちのセリフだっ！

　……と叫びたくなるのをグッとこらえた。

　――いいぜ。こいつの化けの皮を剥はがしてやろうじゃないか。柚璃奈が俺おれを追いかけ独占しようとするストーカーかどうか、今ここではっきりさせてやる！

「よく聞け！」

　将悟は彼女に向かって、ビシッと人差し指を突きつけた。

「俺は、柚璃奈が嫌いだ!!」

「わたくしも帝みかど野の将悟が死ぬほど大嫌いよ」

「…………」

「…………で？」

「あ、えーっと……お、俺は今から逃げるからなっ！」

「あらそう」

「追いかけるなよ！」

「追いかけないわよ」

「俺の自由を奪って独占しようと考えても無駄だ！」

「目障りだから早く消えてほしいわ」

　将悟は柚璃奈に背を向け、全速力でダッシュした。

　雅のところまで戻り、飛びこむように柱の陰に隠れる。

「はぁ、はぁ……、や、やったぞ……」

「でかしたわよ将悟！　これで宝ほう生しようさんも追いかけて……」

　柱の陰から顔を出すと、柚璃奈は何事もなく背を向け、アンケートを書いている。

「こないわね……」

「みたいだな……」

　なぜか、非常に空むなしい気分になる将悟だった。



「絶対におかしい！　逃げても追いかけないなんて、ストーカーにあるまじき態度よ！」

　三たび作戦会議に集まった英国風カフェで、雅みやびはドンとテーブルを叩たたいた。

「追いかけるどころか、むしろ追い払われた気が」

「わかった！　足りないのは嫉しつ妬と心しんね！　ストーカー心に火をつけるには、強い嫉妬が必要なんだわ」

　雅は怪談でも話すみたいにヒソヒソ声になった。

「テレビでやってたの。嫉妬の炎を燃え上がらせたストーカー女が包丁で恋こい敵がたきをグサアァ……って。他ほかの女の子に将しよう悟ごを取られるって感じたら、嫉妬のあまり本性をむき出しにするに決まってるわ！」

「今度はそれを確かめるのか？」

「あたしと将悟で、宝ほう生しようさんの前でイチャついてやるのよ。キーッと悔しがって襲いかかってくるに決まってるから」

「本当にストーカーなら、彼女の前でイチャつくとか危険だろ。雅が襲われるぞ」

「それは、そうだけどさぁ……。でも正体を確かめなきゃ！」

　将悟は小さく息を吐き、雅の肩をポンと叩いた。

「なぁ……。ひとまず柚ゆず璃り奈なを調べるのは、ここらへんにしとこう」

「なんでよ。正体を暴きたくないの？」

「柚璃奈がストーカーかわからないけど、こんなことしてたら、あっという間に文化祭が終わっちまうぞ。雅も文化祭を楽しまないと」

　窓から外を見ると、もう陽ひが西に落ちかかっている。

　すでに多くの来場者が帰り、グラウンドは昼間よりも静かになっていた。

「このままじゃ将悟、宝生さんの恋人にされちゃうかもって思ったんだもん……」

　ぽつりと雅がつぶやいた。

「ん……？　俺おれのこと心配してくれてたのか？」

「当たり前でしょ。頼りない兄なんだから……」

　雅は力のこもった目で将悟を見た。

「将悟。ストーカーなんかに負けちゃダメよ！　あたしも応援するから!!」

「ありがとう。俺は柚璃奈の恋人にはならないさ。心こ乃の枝えに告白するんだからな！」

　そうして二人のストーカー撃退作戦は、なんの成果もないまま終了したのだった。



　　　　§



　将悟と雅がグラウンドに出たとき、呼び止める声がした。

「ここにいたのか、将しよう悟ごくん。ずいぶん捜したよ」

　衣い楠くすが手を上げながら将悟たちの前に歩いて来る。

「よ、衣楠も文化祭に来てたんだ」

「昼間のステージでの将悟くんの告白、見せてもらったよ。実に斬ざん新しんで真心にあふれていた。ボクもあんなふうに告白されたら、一瞬で心を奪われてしまっただろう」

　衣楠は胸に両手を当て、うっとりと乙女チックな表情を浮かべた。

「……俺おれ、告白に失敗しただろ。ほんとに見てたのか？」

「そうなのかい？　熱い視線だけで愛を伝えているのだと思ったが……。愛は言葉を越える。さすがは将悟くんの告白は一味違うと感心したのだが」

　純粋なんだか空気を読めないんだか、イマイチよくわからない衣楠である。

「それより衣楠。見てたなら知ってるだろ？　柚ゆず璃り奈なのこと、どう思う？」

　聞くと衣楠は、真剣な顔に戻った。帝みかど野のグループのトラブルを防ぐ特殊部隊員の顔だ。

「ボクは今まで文化祭会場を見ていたのだが、生徒たちの間で、将悟くんの妹は誰だれだ？　という噂うわさがささやかれ始めている」

「噂？」

「あのイベントでの発言が話題になってるんだ。目立つステージだったからね」

　将悟は、悪夢のような告白大会を思い返した。

『この学園に、正体を隠し、将悟さんの貞操を奪おうとする悪い妹がいるのです！』

　あんな言葉を聞かされては、皆が噂したくなるのも無理はない。

「あたし、将悟を狙ねらってなんかないよ……」

　雅みやびが、噂から隠れるように身を縮めた。

「雅の気持ちは知ってるさ。柚璃奈の言うことは気にするな」

　彼女は以前、妹であることを隠し、将悟と結婚したいとまで思いつめていた。

　けれど今はそんな道を諦あきらめ、まっとうな家族になろうとしてくれているのだ。

「雅の名前が噂されてるわけじゃない。明日になれば、みんな忘れてるよ」

「そっか。気にすることないよね。人の噂も四十九日って言うし」

「七十五日、だろ」

「短いほうがいいじゃん！」

　ぷーっと膨れる雅である。

　だが衣楠は、少し不安顔でグラウンドを見まわした。

「ただ心配なのは、噂が校外に広まることだ。文化祭には新聞社の記者もいるからね」

「新聞記者は文化祭の取材に来てるんだ。ゴシップ目的じゃないだろ？」

「噂は、どこからどう広がるかわからない。念のためボクはマスコミやネットを監視し、場合によっては対策を講じるとしよう」

「対策？　あちこちで噂うわさを否定するのか？」

「むしろ逆だよ。人々は、噂を否定すればするほど信じたがる」

　確かに、今将しよう悟ごが「俺おれには妹なんかいない！」などと叫んだら、『真実だからこそ必死に否定している』と思われそうだ。

「噂を消す方法にはいくつかあるが……手法の一つに、ある噂に別の種類の噂を重ねることで、噂の力を弱めるというものがある。例えばだね……」

　衣い楠くすは講師のような顔になった。

「こんな噂が学園内に流れたとしよう。『将悟くんは男色家だ』」

「えっ！　将悟ってホモっちだったの!?」

　雅みやびがカァッと顔を真まっ赤かにしながら叫んだ。

「待て待て、例えばの話だろ、例えばの！　……ていうか衣楠、別の例えにしてくれよ」

　衣楠は将悟の訴えを無視して続けた。

「このようなインパクトある噂なら、一瞬で学園の隅々にまで知れ渡るだろう」

「うん！　あたしもう信じちゃったもん！」

「さて、この噂を消すにはどうすればいいかな？　否定したところで、ますます真実味を帯びるだけだ。――そこで有効な手段が、もっと強力な噂を流すことなのさ」

「もっと強力って、どんなんだよ」

「『将悟くんには女装癖がある！』」

　はぁ……と、将悟はガックリ肩を落とした。

「し、将悟……そんな癖まであったんだ……。信じらんない……」

　雅が涙目になりながらプルプル震えている。危険人物を見るようなビクついた目だ。

　彼女の反応を見ながら、衣楠はさらに続けた。

「すかさず畳みかけるように次の噂を流すんだ。『将悟くんは実は、女だった!!』」

「お……女……？　将悟が……？」

　雅はキツネにつままれたような顔になった。

　衣楠は雅に向かって、ニコッと笑いかけた。

「どうかな。これだけ強力な噂を次々に聞かされると、むしろ混乱してしまうだろう？　どの噂を信じていいのかわからなくなり、最初の噂まで信しん憑ぴよう性せいを失ってしまうんだ。――対策とは、言わばこういう理屈のものさ。わかったかな、将悟くん」

「あ……あぁ……。よくわかったよ……」

　プライドがぼろぼろになりながら、将悟は泣きたい気分でうなずいた。

「噂には噂……ってことだな」

「文化祭の開催中、ボクは将悟くんの妹の噂が外部に広まらないよう警戒しよう。特にゴシップ報道で悪名高い『週刊芸能タイショー』編集部は重点的に監視する」

「すまないな、衣い楠くす。頼りにしてばかりで」

「礼はいらないよ。これがボクの役目だからね」

　衣楠は頼もしい笑顔を見せ、学校の正門に向かって歩き去る。

「よかった。噂うわさのことは、あまり気にしなくてよさそうだな。――雅みやび、時間も残り少ないけど、文化祭を見てまわらないか」

　すると雅は答えず、じっと考えていた。

「一人でいるわ。一緒にいて、あたしが妹かもって噂になったら困るでしょ」

「衣楠が対処してくれてるし、そこまで警戒することないよ」

　しかし雅は首を縦に振らない。

　鈍い兄を見る目で、肘ひじでツンツンと突っついてきた。

「ちょっと将しよう悟ご。一緒にいるべき人を忘れないでよ」

　雅がそーっと視線を将悟の後方に向ける。

　視線の先を追うと、校舎の玄関の前だ。そこに心こ乃の枝えがいた。ちょうど外に出てきたところらしい。

「心乃枝……」

「ほらチャンスだってば。しっかりやんなさい！」

　雅は将悟から離れ、グラウンドの向こう側へ走っていく。

　彼女は、将悟が心乃枝といられるように気づかってくれたのだ。

　去っていく雅の背中を見ながら、優しい妹に対する感謝があふれてならなかった。

　――雅のためにも、絶対に心乃枝に告白しないと……。

　気を引き締めながら心乃枝のほうに向き直り、彼女に向かって足を踏み出した。



　校舎の陰が中庭に長く伸びている。周囲に人も少なく、遠くにちらほらと生徒の姿が見えるだけだ。

　将悟は心乃枝を誘い、二人で中庭の道を歩いていた。しばらくの間どちらもしゃべらず、コツコツと石畳を踏む足音だけが響いている。

「……昼間のこと、怒ってるかな？」

「怒ってなんかないですよ、全然」

　心乃枝は顔も上げずに答えた。

「あ、あれはさ、柚ゆず璃り奈なに無理やりキスされたんだ。弁解がましく聞こえるかもしれないけど……でも俺おれは、本当に、あんなことするつもりじゃなかった」

「わかってますよ。将悟さん、びっくりした顔でしたから。ふふっ、写真に撮って見せてあげたいくらい」

　言って、彼女は明るい笑顔を見せてくれた。

「心こ乃の枝えは優しいなぁ……。そうだ、明日、一緒に文化祭を見ないか？」

「わたしと……ですか？」

　少し沈黙し、心乃枝は寂しそうに首を横に振った。

「そんな、悪いですよ」

「……やっぱり、怒ってる？」

「そうじゃないです。将しよう悟ごさんの好きな人に申し訳ないですから」

「俺おれの好きな人……？」

「将悟さん、好きな人に告白するつもりだったんですよね」

　その言葉で、将悟は今さらのように気がついた。

　――心乃枝、俺が告白したいのが誰だれか、今も気づいてないんだ。

　あのとき想おもいを伝えていられれば、誤解なんかさせずに済んだのに。

　ひゅうっと、冷たい風が吹き抜けた。

「寒い……。もう秋なんですね……」

　心乃枝は両手で肩を抱き、軽く身震いする。

「わたしたちも中に戻りましょうか」

「心乃枝」

　振り向いた心乃枝の顔を見つめる。

「あの……将悟さん、早く戻らないと、寒くなりますよ？」

　戸惑っている心乃枝の手を、将悟はそっと握った。

「聞いてほしいんだ。俺が、告白しようとした相手は……」

　言いかけて、言葉が続かない。

　最後の一歩を踏み出す勇気が出ない。

　それでも将悟は必死にすがりつくように、心乃枝の目を見つめ続けた。

「えっ……あ、相手って……？」

　手を握られ、心乃枝はほおを赤く染めながら先をうながす。

「俺が、好きなのは、こ……」

　そのとき……

「将悟お兄さま」

　二人の間に割り込むように、声が突き刺さった。

　将悟は心乃枝の手を握ったまま固まり、ゆっくりと振り返る。

　柚ゆず璃り奈なが立っていた。

　にっこりと怖いくらいの笑顔を浮かべ、大きな目で熱い眼まな差ざしを向けている。

「ゆ、柚璃奈……。いたのか……」

　あわてて心乃枝から手を離した。

「もちろんです。将しよう悟ごお兄さまのこと、ずっと見ていますから。わたくしの愛のお返事、決めてくれましたか？」

「告白の返事は明後日だろ。まだ答える時間じゃない」

「……そうですね。うふふ、楽しみにしています」

　無邪気な笑顔を浮かべ、柚ゆず璃り奈なは来た道を引き返していく。

　角を曲がって見えなくなると、将悟はホッと胸をなで下ろした。

「なんなんだ、あいつは……？　マジで俺おれを憎んだり愛してるって言ったり……。おまけに『お兄さま』とか呼んで……。わけがわかんねぇぜ」

「将悟さん……？　怯おびえた顔をしてますよ」

　心こ乃の枝えが心配そうに聞く。

「あいつは……ストーカーかもしれない……」

「す、ストーカー!?」

　心乃枝は驚いて目を見開いた。

　――あいつは恋人を作るなと脅迫し、俺が告白しないか監視している……。

　尋常じゃない……。背中に冷や汗がしたたり落ちた。

　急速に陽ひが暮れていく中、将悟は歪ゆがんだ憎しみと愛情が向けられているのを感じずにはいられなかった。



　　　　§



　文化祭の初日も終わり、帰宅した将悟は疲れ果てた気分でベッドに倒れた。

「柚璃奈に振りまわされっぱなしの一日だったぜ……。半分くらいは雅みやびに振りまわされた気もするけど……」

　何より残念なのは、心乃枝に告白できなかったことだ。

「……諦あきらめることないさ。チャンスはいくらでもある」

　自ら言い聞かせる。しかし、不安は消えない。

「柚璃奈……。本気で俺に歪んだ愛を持ってるんじゃないよな。俺の自由を奪って独占するつもりじゃないよな……」

　怖々と、ベランダに出るガラスの引き戸を見た。

　今もそこから、冷酷で美しい柚璃奈が薄ら笑いを浮かべながら、じっと将悟を見つめている……ような気がしてならない。

　ガラス戸の前に歩き、誰だれもいないのを確認してからカーテンを閉めた。

「よ、夜中に窓を割って入ってくるとか、ないよな……。まさかな……」

　あははは……と力なく笑う。

　ゴッ……と、壁が叩たたかれる音がした。

「ひいっ!?」

　将しよう悟ごはビクついた悲鳴を上げ、体を震わせながら壁を見つめた。

　ゴッ……ゴッ……と、部屋の向こう側から何度も壁を叩いている。隣は柚ゆず璃り奈なの部屋だ。

「お、追ってる……？　俺おれを追いかけて来てる……!?」

「た……すけ……て」

　くぐもった声が聞こえた。

「助け……て……。お願……い」

　間違いなく柚璃奈の声だ。

　将悟は壁の前に駆け寄って声を上げた。

「ど……どうした!?」

「将悟……お兄さま……。早く……来て……。わたくし……死んじゃ……う……」

　苦しそうな声が断続的に続く。

　将悟は迷った。これは柚璃奈の罠わななのか？

　しかし……ガス中毒や突然の発作かもしれない。

　柚璃奈は隣室で一人暮しだ。もし人命にかかわる事態であれば放置できない。ひとまず様子を確認することにした。

　もし罠でも、腕うでっ節ぷしは将悟のほうが強い。警戒していれば襲われることはないだろう。

　緊急事態に備えて携帯電話を持ち、玄関から飛び出した。

　隣室の扉の前に立ち、インターホンを押す。しばらく待っても返事はない。

「柚璃奈！　開けてくれ！」

　ノックしながら叫ぶが、誰だれも出て来る気配がなかった。

　ドアノブをまわして引くと扉が開いた。鍵かぎはかかっていなかった。

「大丈夫なのか!?　入るぞ！」

　暗い玄関に足を踏み入れた。間取りは将悟の部屋とほぼ同じだが、壁紙はすべて真新しく貼はり替えられ、別室のような印象だ。

　玄関から奥へ続く短い廊下があり、その左右にキッチンや浴室、トイレが配置されている。廊下の先に戸があり、その向こうがリビングだ。

　慎重に周囲を見まわした。物音はしない。キッチンなどに誰かが潜んでいる気配も感じられなかった。

「うぅ……ぅ……お兄……さま……」

　戸の向こうから、呻うめくような声が聞こえた。

　靴を脱いで廊下を駆け、突き当たりの戸を開けた。

　リビングは将悟の部屋と同様、小さな個室だ。明かりは点ついておらず、薄暗い。床に敷かれたカーペットが赤黒く見え、少し不気味だった。

　正面にベランダへ通じるガラス戸があった。戸は開け放たれ、白いカーテンが大きく波打っている。カーテンの隙すき間まから見える夕暮れの空が、赤紫色に輝いていた。

　壁際にアンティーク調のベッドがある。シーツに突つっ伏ぷすように、少女が倒れていた。

「柚ゆず璃り奈な！」

　将しよう悟ごは駆け寄ろうと足を踏み出した。

　すると足の指先に、小さな固形物が当たった。

　立ち止まって見下ろすと、白と黒に塗り分けられたチェックボードの板がある。ボードの角を蹴けってしまったらしく、小さな駒こまが散らばっていた。

「……チェス？」

　チェスのボードと駒だ。駒は黒の駒が一つと、白の駒が五つ。

　が、今は散らかしたチェスボードを直すより柚璃奈が優先だ。将悟はボードをまたぎ、柚璃奈のそばへ駆けつけた。

　彼女は黒のロングキャミソール一枚の姿だった。床にひざをついてベッドのシーツにしがみつき、肩を大きく上下させている。

　口元から、はぁ……はぁ……と、苦しそうな呼吸音が漏れていた。

「しっかりしろ。体調が悪いのか？」

　将悟は彼女の肩に手を当て、軽く揺すった。

「お兄さま……来て……くれたのですね……」

　柚璃奈は辛つらそうに顔を上げ、将悟を見た。

「今すぐ救急車を呼ぶからな」

　将悟はポケットから携帯電話を取り出し、１１９をプッシュしようとした。

　その瞬間、柚璃奈は体を反転させてあお向けになり、彼の手首をつかんだ。急病人とは思えない強い力だ。

「いいえ……。わたくしは……将悟お兄さまがいてくれれば……いいのです……」

　ぐい、と手首を引かれ、将悟は携帯電話を取り落とした。突然のことに体のバランスを保てず、柚璃奈に覆い被かぶさるような格好でベッドに両手をついた。

　すぐ近くで見つめ合い、彼女の口元に微笑が浮かぶ。

「わたくしは……お兄さまの愛がなければ、生きていけませんから……」

　――罠わなか。やっぱり柚璃奈は、ストーカーだったのか……。

　とっさに理解した。柚璃奈が苦しそうに助けを求めたのも、玄関の鍵かぎが開きっぱなしになっていたのも、将悟を部屋に呼び込むための罠だったのだ。

　将悟は手首をつかむ柚璃奈の腕を握り返し、引き離しながら立ち上がった。

「力ずくじゃ俺おれを押さえ込めないぞ」

「たった一人の妹の愛を受け入れてくれないのですか？」

「柚ゆず璃り奈なは俺おれの妹じゃないだろ」

　彼女は体を起こし、将しよう悟ごの正面に立った。瞳ひとみに夕焼けの色が反射し、赤く燃えて見えた。

「将悟お兄さまの妹は、この檀だん埜の那な百ゆ合りです。柚璃奈ではありません」

「……何？」

　檀埜那百合というのは、柚璃奈のかつての芸名のはず。なぜその名が出るんだろう？

　だが柚璃奈は答えず立ち上がり、ロングキャミソールの肩ひもに手をかけた。

　右、左とひもが垂れ落ちる。両手で服の裾すそを引き下ろすと、ふわっとなんの抵抗もなくキャミソールが床に落ちた。

　薄い布に包まれていた細身の裸身が、窓から入る消えかかった夕ゆう陽ひに照らされた。

「今夜は……わたくしを好きにしてください……」

「ふ、服を着ろっ！　そんなことしても俺は恋人にならないぞ！」

　将悟は部屋の外へ逃げ出そうと、足を玄関のほうへ向けた。

　が、柚璃奈は素早く行く手を阻んで立ち塞ふさがり、哀あわれむような目で見た。

「かわいそう。お兄さまは騙だまされているのです。お兄さまを騙す悪い女は誰だれ？　わたくしが懲らしめてあげなきゃ」

「懲らしめる……？　誰かに危害を加えるつもりか!?　そんなことするな！」

　たちまち将悟の頭に、心こ乃の枝えや雅みやびたちの顔が浮かんだ。相手はストーカーだ。逆らえば彼女たちが、どんな目に遭わされるかわからない……。

「では、わたくしを真の妹と認めてください。わたくしだけを愛してください……」

　柚璃奈は将悟の胸に手を当て、ゆっくりと押し倒す。

　抵抗する力も封じられ、彼はベッドにあお向けに寝かされた。

「やっと一つになれるのですね……」

　吐息のような声でつぶやき、柚璃奈は肌も隠さずベッドにひざをついた。

　彼の体にまたがり、胸元をいとおしそうに両手でさする。

「やめ……ろ……。友人に手を出すな……」

　将悟は懇願するようにつぶやいた。

　しかし柚璃奈は聞かず、ゆっくりと顔を寄せてくる。

　このまま……彼女の言いなりになるしかないのか……？

　そのとき、頭に声が響いた。

『ストーカーなんかに負けちゃダメよ！　あたしも応援するから!!』

　妹として、心乃枝との恋を応援してくれる雅。

「みや……び……」

　応援してくれる雅の気持ちに、応えるんじゃなかったのか？

　彼女のためにも、心こ乃の枝えに告白するって、決めたんじゃないのか!?

「そうだ……。あいつが……応援してくれてるんだ……」

　突然勇気がわいた気がして、将しよう悟ごは柚ゆず璃り奈なの両手首を握った。

「俺おれは、お前を愛さない」

　そのまま力を込め、か細い少女の腕を押し返す。

「お前に愛されるくらいなら、憎まれてたほうがマシだ。愛のかけらもなく、ただ理不尽に憎まれ続けてたほうがよほど嬉うれしいぜ。蔑さげすんだ目で見るお前が懐かしいくらいだよ」

「お兄さま？　わたくしは……憎んでなどいません」

「皮肉だよな。愛されるより憎まれるほうがいいなんてさ」

「わたくしが……憎む……。帝みかど野の将悟を……憎む……」

　柚璃奈の口から、放心しかかったような声が漏れた。

「あぁそうだ。憎め。俺を憎んでくれよっ！」

「帝野将悟を憎んでいる……。彼をこの世界から抹殺したいくらいに……」

　見開かれた目が宙を泳いでいた。

　口を半開きにし、目の前の将悟も忘れて道に迷ったかのように、キョロキョロと視線をさまよわせている。

「う……うぅ……っ……ぁ……!!」



    

  
    
      



    

  
    
      　突然、柚ゆず璃り奈なは額ひたいを押さえて呻うめき出した。切れ切れに息を吐き、高熱に浮かされたように苦しみ出している。

「ゆ、柚璃奈!?」

「……そ……そうよ……。わたくしは……宝ほう生しよう柚璃奈。覚えているわ……この憎しみを」

　額から手を離し、繰り返し大きく荒い息を吐く。

　額や鼻の頭に汗の滴しずくを浮かべながら、肩を上下させて将しよう悟ごを睨にらみつけた。

「ふふ……やっと彼女から取り戻せたわ……。この体を……」

　苦しそうな呻きは消え、代わりに口元には好戦的な微笑が現れた。

「か、彼女……？　何を言ってるんだよ……」

「見たんでしょう？　『彼女』とは、檀だん埜の那な百ゆ合り。この体に宿るもう一つの魂よ」

　――もう一つの魂……？　柚璃奈の中に、二つの魂がある……？

　意味がわからないまま、呆ぼう然ぜんと上にまたがる柚璃奈を見上げ……あわてて目を反らした。

「あら、恐ろしさに直視もできないのかしら」

「そ、その……服……」

　言われて、柚璃奈はハッと気づいて自分の体を見下ろした。

　彼女の体は今、一糸もまとっていなかった。

「み……見た……わね……」

「ぜ、全然見てないから……」

　柚璃奈の体がわなわなと震え出し、白い肌が夕焼けよりも真まっ赤かに染め上げられた。

　がっしりとガードするように両腕で胸を隠す。

　タラ……と、彼女の鼻から、一筋の血が垂れ落ちた。

「ふ、ふ、ふふふふふふふふふ……」

　柚璃奈は不気味に笑っていた。

「は、ははは……」

　将悟の口からは釣られるように、力なく乾いた笑いが漏れた。

　彼女が振り上げた手に、キラリと鋭い爪つめがきらめいた。



「痛いたたた……。顔中ヒリヒリするぜ……」

　引っかかれた傷をさすりながら、将悟は電灯が点ついて明るくなった室内を見まわした。

「しっかし、すげぇ部屋だな」

　壁際に並ぶのは高価そうな洋風のクローゼットに、大きな鏡の化粧台。奥には五十インチもありそうな液晶テレビ。壁のランプはスズランの花のような凝ったデザインだ。

「広さは同じなのに、俺おれの部屋とはまるで別世界だ……」

　柚璃奈はこれまた雲のようにフカフカなベッドの上に座り、純白のシルクのシーツを頭から被かぶっている。背を向けた姿は、崩れた雪だるまみたいだ。

「ケダモノ！　死ね！」

　シーツの間からキッと睨にらみつける。振り返ると、鼻にティッシュを詰めていた。

「……早く服を着ればいいじゃないか」

　彼女のシーツの下は裸のままだ。直視できず、目のやり場に困ってしまう。

「わたくしの着替えを覗のぞこうって気？」

「覗かないから」

「着替えの音を聞いて興奮するのね。さすが変態の想像力。気味が悪い」

「どっちが想像力豊かなんだか……」

　将しよう悟ごだって、とっとと部屋を出たい。

　……が、そうもいかなかった。今こそ柚ゆず璃り奈なの正体を知る絶好の機会なのだ。

「もう一つの魂……って、どういうことだ？」

　将悟はその意味を考えながら聞いた。

「つまり柚璃奈の中に、『檀だん埜の那な百ゆ合り』っていう別の人格が隠れているのか？」

「手っ取り早く説明するなら、そうよ。まさにジキルとハイドの関係ね」

「二重人格……ってやつか？」

「那百合は、この体に潜むもう一つの魂。わたくしにもコントロールできない人格。彼女は『帝みかど野の将悟の妹』という役のお芝居をしているの」

　要するに、さっきの柚璃奈は『那百合』という人格に体を乗っ取られ、『将悟の妹』を演じていた……ということらしい。

「じゃあ那百合は最初から、本当は俺おれの妹じゃないって知ってたんだ」

「いいえ。彼女は心の底から自分が帝野将悟の妹だと信じて疑っていない」

「信じてるって……演じてるだけなんだろ？」

「彼女にとってお芝居をすることは、本物になること。嘘うそ偽りのない真実を創り出すことよ。だから那百合は自分があなたと血のつながった妹だと信じ、本気であなたを愛している。そして現実にいる帝野将悟の妹を憎んでいる。彼女から見れば、それは偽物だから」

「……俺を騙だまそうとするには、とっぴすぎる話だな」

「信じるかどうかはあなたに任せるわ。証拠をお望みなら、これでどう？」

　柚璃奈は立ち上がり、棚から一冊のファイルを取り出して将悟の前に投げた。

　ファイルを手に取って中を開くと、専門的な用語の並ぶ書類が挟まれている。何年も前に書かれたものらしく、紙は少し黄ばんでいた。

「どう？　カウンセリングの診断書」

　確かに柚璃奈の名が記された診断書だ。診断の日付は数年前のものだ。

　ざっと見渡して、将悟はファイルを閉じた。

「……こんなの、軽々しく見せたらいけない」

「なんならカウンセラーも紹介するわ。直接話を聞いてみなさい」

　将しよう悟ごは専門家ではないから、診断書の内容を正確に理解することはできない。しかしそこに書かれた診療施設は実在する名の知れた場所だ。臨床医の署名と捺なつ印いんもされている。

　古びた紙や日々の記録。専門的に書かれた診断結果。どれも真実味があり、一昼夜で捏ねつ造ぞうできる類たぐいのものではなさそうだ。

「なんで俺おれに、こんな秘密を話す？」

「もう那な百ゆ合りの姿を見られてしまったわ。余計な詮せん索さくをされるくらいなら、話したほうがいい。あなたが、彼女を別の魂だと信じるかは知らないけど」

「……わかった。信じるさ」

「あら、ずいぶん素直ね」

「第一、柚ゆず璃り奈なが自分から脱ぐとか思えないからな」

　ガゴッ!!　……と、シーツの下から繰り出された生足にあごを蹴けり上げられた。

「痛いってぇ……。蹴ることないだろっ、蹴ること。せっかく信じたのに」

　柚璃奈は再びベッドの上に座って、実に不機嫌そうに背中を向けた。

　ともかく、将悟の信じる気持ちは本物だ。実際、柚璃奈から那百合への変化を目の当たりにしている。あれは本当に、中の人間が入れ替わっているようにしか感じられなかった。

「なんで那百合という魂は、俺の妹だと思い込んでるんだ？」

「こっちが聞きたいわよ。わたくしにも、那百合の思考の奥深くは読めないわ。彼女の行動を、白昼夢のように覚えているだけ」

「念のために聞くけどさ、柚璃奈も本当は俺の妹だ……なんてことないよな」

「あるわけないでしょ。まぎれもなく両親の娘よ。ま、これも信じるか信じないかは、あなたしだい。もう一度騙だまされてみる？　将悟お・に・い・さ・ま」

　柚璃奈は意地悪く笑った。

「騙すなよ……。那百合って人格は、いつから柚璃奈の中にいるんだ？」

「いつかしらね。もう、覚えてないくらいずっと昔だわ」

「昔って……子供のころから何度も、あんなふうに那百合と入れ替わってたのかよ？」

　すると柚璃奈は、首を横に振った。

「今まで那百合は、ごく短い時間しか表に出てこられなかった。少なくともここ数年は、人前に現れたことはないわ。わたくしが一人で部屋にいると、突然那百合になってしまう程度だった。――けれど最近、那百合の力が増していたの。そして今日、ついに彼女は堂々とあなたの前に現れたのよ」

「今日？　何かあったのか？」

「わたくしは帝みかど野の将悟を監視するため文化祭に行ったわ。そこであなたが、大勢の前で恋愛の告白するという悪趣味なイベントに出ることを知った」

「……悪趣味で悪かったな」

「恋人など作らせないよう、どう妨害するか考えていた。……そうしたら出てきたの。那な百ゆ合りが。わたくしの体は一時的に那百合の人格に支配された。彼女はイベントに飛び入り参加を表明し、わたくしの名を語って帝みかど野の将しよう悟ごに愛の告白をしたのよ。帝野将悟が誰だれかに告白する前に、あなたの愛を得ようとして」

　ふと、柚ゆず璃り奈なは探るような目を向けた。

「誰に告白するつもりだったのかしら？」

「だ……誰でもいいだろ」

　心こ乃の枝えの名前は出さなかった。今ここで言うのは危険な予感がしたのだ。

「教えないの？　ケチね。――ま、いいわ。おそらく那百合はこれからも現れる。わたくしの魂を押しのけて。そして他者から奪ってでも帝野将悟を愛そうとするでしょうね。帝野将悟を愛することが、彼女のアイデンティティだから」

「なんでそんなに、俺おれを愛してるんだよ」

「彼女は愛してるんじゃない。愛を演じているだけ。それがお芝居だと気づかない限り、那百合のあなたへの愛は消えない」

「どうすれば気づかせられるんだろ」

「簡単よ。わたくしのこの手で帝野将悟を……那百合が愛するお兄さまを壊すこと」

「え……？」

「わたくしに愛など存在しないと、那百合に見せつけるのよ！」

　突然、柚璃奈はベッドの上に立ち上がって激げつ昂こうした。

「だからわたくしは帝野将悟を憎む！　愛していないと証明するために、自らの手で地の底に叩たたき落とす！　社会からゴミのように消し去って、帝野将悟を屠ほふってやる!!　それがわたくしの存在理由よっ!!」

　叫ぶ彼女に、将悟は圧倒された。

　将悟を憎むことが存在理由と言う柚璃奈。

　将悟を愛することがアイデンティティである那百合。

　彼女の中には、将悟を執しつ拗ようなまでに憎む魂と病むほどに愛する魂が同居している……。

　――難儀だ……難儀すぎる……。こんな女の子に、どう向き合えってんだ!?

「必ずあなたの社会的生命を抹殺する！　覚悟してなさいっ!!」

「ま、待ってくれ！　抹殺とかじゃなく、何か方法がないのか!?」

「方法!?　どんな方法があるのよ!?　あなたに何ができる!?」

「そ、そりゃ……俺だって那百合って魂を消す方法なんて、見当もつかないけどさ……」

　すると柚璃奈は冷笑を浮かべた。

「当然よ。あなたに那な百ゆ合りを消すなどできないわ。誰だれにも消せはしない」

「でも柚ゆず璃り奈なが俺おれを憎む理由は理解できた。要するに柚璃奈が俺を攻撃することで、同じ体を持つ那百合に『自分は帝みかど野の将しよう悟ごを愛する妹じゃない』って気づかせたいんだろ？」

「なら理解できるでしょ。この手で帝野将悟を壊し、那百合の愛を根底から否定する。これしか方法はない」

　将悟が意気消沈すると、柚璃奈は少し黙って考えこんだ。

　それから何か思いついたようにニヤッと小さく笑った。

「ねぇ、こういうのはどう？」

「何か方法があるのか!?」

「わたくしが帝野将悟をいたぶり尽くすのよ！　朝から晩まで、あなたを虫けらのように扱う。ふふふ、泣き叫ぶ顔を想像するだけでゾクゾクするわ……」

「って、今までと同じだろっ！」

「違うわ。協力し合うのよ。つまり、帝野将悟を憎んで何をしようと、あなたは一切反撃しない。歯を食いしばって黙って耐える。そういう約束をするの。那百合に、この手で帝野将悟を叩たたきのめす姿を見せつけて、あなたを愛していないと教えてやるのよ」

「俺が一方的にやられ損じゃねーか」

「あら？　愛されるくらいなら、憎まれてたほうが嬉うれしいんでしょ？　このマゾ」

「人の言葉を曲解するな。――そりゃ柚璃奈が大変なのはわかるし、できることなら協力したい。でも俺だって、雅みやびのことを暴露するなんて脅されたら反撃するしかないぞ」

「なら約束する。お互いに協力するなら、わたくしも神かん凪なぎ雅の秘密は暴露しないと誓う。それならあなたにも利があるでしょ」

　将悟は考えた。これから柚璃奈が何をする気なのか、微妙に不安だ。

　しかし本当に柚璃奈が雅に手を出さないのならば、これは得策かもしれない。

「いや、雅だけじゃない。俺の知り合いの女の子の誰にも危害を加えない。脅迫もしない。それでもいいか？」

「いいわよ。約束する」

　将悟は今後、柚璃奈の憎しみを一身に受け止めねばならない。

　その代わり柚璃奈は、雅や心こ乃の枝えたちに危害を加えない。

　それが両者の約束というわけだ。

「わかった。それじゃ今から俺たちは、敵対した行動はなしだ。仲良くいこうぜ」

　握手するため、手を差し出した。

　柚璃奈はその手を見つめ、握り返そうと手を伸ばす。触れかけたところで、ハッと気づいたように手を止めた。

「わたくしは憎んでいるの！　あ、あなたと握手なんか!!」

　将しよう悟ごの手を払いのけようと、横に大きく腕を振った。

　勢いで、彼女が被かぶっていたシルクのシーツがふわりと揺れた。

　……次の瞬間、シーツは音もなく彼女の体の表面を滑り出す。

　ほどけ落ちるシーツの下から、何一つ身につけていない柚ゆず璃り奈なの体が現れた。サナギの殻を脱ぎ捨てた蝶ちようのような美しさで。

　明るい部屋の中で、将悟も柚璃奈も、微動だにできなかった。

　柚璃奈の全身の血液が沸騰したように紅色に染められた。奥歯をカチカチ鳴らしながら唇を震わせた。鼻に詰めていたティッシュがポトッと落ちた。

「みっ、帝みかど野の……将悟……」

「な……なんでしょう……」

「あ……安心しなさい……。あなたの社会的生命は奪わないわ……」

　柚璃奈は深海のように暗く冷たい目で将悟を見た。

「いつか必ず……身体的生命を奪ってやる……」

「身体的って、それ死ぬじゃねーかっ!?」

「うるさい黙れっ！　必ず奪うっ!!」

　素すっ裸ぱだかで突っ立ったまま涙を浮かべ、柚璃奈はかつてないほど強く憎しみに燃える目を向けていた。



    

  
    
      

３章　妹に、蹴けられて踏まれて愛されて？





「心こ乃の枝え。俺おれは、心乃枝が好きだああああっ!!」

　将悟は叫んだ。ありったけの力を込めて叫んだ。海に向かってバカヤローと叫ぶときの百倍はありそうな大声で叫び尽くした。

　目の前に立つ心乃枝は、ほわわんと幸せそうな顔で将悟を見つめた。

「わたしも……将悟さんが好きです。大好きですっ!!」

「俺たち、愛し合ってるんだな……」

「もちろんです。出会ったときから将悟さんのこと愛してましたから……」

「心乃枝、いつまでも俺と一緒にいてくれるか？」

「将悟さんも、ずっと隣にいてくださいね」

　心乃枝は嬉うれしそうな顔で、じゃらっと鎖を握った手を差し出した。

　鎖の先には大きな鉄球がつながっている。

「その鎖は……何……？」

「逃げられないように、つないでおかなくちゃ」

　ニコッ……と、心こ乃の枝えは無邪気な笑顔を浮かべた。

「つ、つないでおく……？」

「将しよう悟ごさんは、わたしのおもちゃですから」

「うあああああああああっ!?」

　悲鳴を上げながら、将悟はガバッとベッドの上に跳ね起きた。

　ぜーはーと息をついて周囲を見る。静かだ。カーテンの隙すき間まから朝日が射し込んでいる。いつもと変わらない自分の部屋だった。

「夢か……。やな夢見ちまったなぁ……」

　心乃枝に告白してる場面まではいい感じだったのに、そのあとが最悪だ。昨日の柚ゆず璃り奈な……いや、那な百ゆ合りのインパクトが強すぎて、妙なイメージが夢に出たらしい。

　柚璃奈。いつもは冷徹に将悟を憎んでいる彼女が、突如として彼を病的に愛する那百合へと変わる……。

「ジキルとハイド、か……」

　柚璃奈はそう表現していた。温厚なジキル博士が薬を飲むことで残忍なハイド氏へと変へん貌ぼうする、二重人格を描いた有名な物語だ。

「ま、柚璃奈は普段も優しくないけどさ……」

　ともかく、柚璃奈はもう雅みやびのことを暴露しないと約束した。他ほかの女の子にも、危害も加えず脅迫もしないと約束した。『将悟の妹』という噂うわさはまだ消えてないけど、少なくともこれ以上広められることはない。

　昨日から告白を妨げていたものは、ひとまず去ったはずだ。

「よし、今度こそ告白するぞ！」

　そう考えるとたちまち悪夢も吹き飛び、やる気が胸に充満した。

　さっそく制服に着替え、洗面所で顔を洗う。入念に髪を整えた。

　準備を終えると玄関の扉を開け、意気揚々と文化祭二日目の学校へと向かうのだった。
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『みなさ～ん、文化祭二日目の始まりですよ～。今日も元気にいってみよ～！　早く生徒会室に来なきゃ、愛ま菜ながカニせんべい全部食べちゃうから～。……ひ～ん、凜りん香かちゃん、なんで叩たたくの～!?』

　校内放送から流れる、実に締まらない生徒会長の挨あい拶さつで文化祭の二日目が開場した。

　グラウンドは早くも大勢の来場者で埋め尽くされている。今日は朝のホームルームもなく、将悟は登校するとすぐに校舎の玄関前で心乃枝を待った。

　今日は心こ乃の枝えを誘って、一緒に文化祭を歩いて……。

「彼女に気持ちを伝えないとな!!」

　意を決するように小声でつぶやくと、将しよう悟ごのすぐ隣に歩いてくる少女がいた。

「誰だれに気持ちを伝えるのかしら？　一人でぶつぶつと、気味が悪いわ」

　黒いセーラー服の柚ゆず璃り奈なが立って、白い目を向けて立っている。

「だ、誰でもいいだろ。――今日も文化祭に来たのか？」

「何その態度。女の子が迎えに来たのよ。豚のようにブヒブヒ鳴いて喜びなさい」

「誰が豚だっ。っていうか、迎えに来たって？」

　まさか、また那な百ゆ合りになってないだろうな……。

　将悟は慎重に彼女の様子をうかがった。

「わたくしは柚璃奈よ。那百合じゃないわ」

　不安が顔に出ていたらしい。意地悪い笑顔で言った。

「約束よ。今日からじっくりと痛めつけるから。――安心しなさい。いたぶられる快感に目覚めるくらい、わたくしの虜とりこにしてあげる。ふふふふふ……」

　怖い。実に怖い。とても中学生とは思えないサディスティックな目だ。

　――こんなんで俺おれ、心乃枝に告白できるのか……？

　不安に覆われていると、玄関の中から駆け出る足音がした。

「将悟さんっ！　おはようございますっ!!」

　心乃枝が走って来る。将悟の近くに立ち止まると、はぁはぁ荒い息をしながら、ひざに手をついた。額ひたいに汗を掻かきながら、ニコニコまぶしい笑顔を見せた。

「おはよう！　心乃枝」

　救いの女神に出会った気分で、将悟は彼女のほうに駆け寄ろうとした。

　……その直後、腕がぐいっと引っぱられた。

　柚璃奈がギロッと睨にらみながら、手首をつかんでいる。

「どこへ行く気!?　わたくしの話を聞いてなかったの？」

「だって、心乃枝が呼んでるし……」

　すると心乃枝が、キッと柚璃奈を見つめた。

「宝ほう生しようさん！　どうして将悟さんに付きまとうんですか!?」

「失礼ね。いつわたくしが付きまとったの？」

「今、付きまとってるじゃないですか！」

　心乃枝は将悟に向かって優しいほほ笑みを見せた。万物を慈しむ女神のような顔だ。

「大丈夫ですよ、将悟さん。わたしがストーカーさんから守ってあげますから」

　柚璃奈のこめかみにヒクッと青筋が立った。

「ストーカーですって？　こんな男の？　ふ、ふふふふふ。面白いこと言うのね」

「しらばっくれてもダメです！　知ってるんですよ、宝ほう生しようさんがストーカーだって！」

「わたくしはストーカーじゃないわ。帝みかど野の将しよう悟ごこそ、わたくしの虜とりこになったの」

「とっ、虜っ!?　将悟さんが……？」

「何を言ってるんだ柚ゆず璃り奈な!?　心こ乃の枝え、こんなの嘘うそだからな！」

　あわてた将悟の声に、心乃枝は動揺した顔でコクコクとうなずいた。

「し、将悟さんが宝生さんの虜になるはずありません！」

「信じられないのなら、帝野将悟が誰だれの虜か白黒つけようじゃない」

「望むところですっ！　将悟さんを虜になんてさせませんから！」

　二人の眼力がバチバチと激しく激突する。

　まわりを見ると、周囲に人だかりができていた。

　学園の生徒や文化祭の来場者たちが、物珍しそうな目で将悟たち三人を眺めている。

「痴話ゲンカか？」

「あの黒セーラー服の女の子、昨日帝野くんに告白した子じゃない！」

「こっちは二年のクラス委員の鶴つる眞まさんか。くそっ、帝野のやつ、こんな清純そうな二人を手玉に取っているのかっ!?」

　なんだかチクチク痛い視線が突き刺さる。

　――俺おれ、いつ心乃枝に告白できるのかなぁ……。

　不安でいっぱいな気持ちになる将悟だった。



　将悟は心乃枝と柚璃奈に連れられて、人の少ない中庭へやって来た。

　芝生の上で、二人の少女が向かい合って立っている。今にも決闘開始の鐘の音が打ち鳴らされそうな緊張感だ。

「さぁ鶴眞心乃枝。この男がわたくしにシッポを振りながら、豚のようにブヒブヒ鳴く様をその目で確認しなさい」

「将悟さんはブヒブヒなんて鳴きません！」

　柚璃奈の挑発に、心乃枝は毅き然ぜんと叫び返した。

「子犬みたいにクゥ～ンって、かわいく鳴くんですよ」

　ちっちゃな子犬を抱くみたいな顔で、ほんわかし出す心乃枝である。

「ブヒブヒともクゥ～ンとも鳴かないんで……。俺、人間なんで……」

「お互い理解する余地はなさそうね。いいわ。帝野将悟がわたくしの虜だと見せつけてやるから。――そこに寝そべりなさい」

　将悟の言葉を無視して、柚璃奈は当然のごとき口調で命令した。

「なんで寝るんだよ」

「協力関係、忘れたの？　今からたっぷり虐いじめてあげる」

　なんか釈然としない。けど協力は事実だ。ひとまず柚ゆず璃り奈なの言うことを聞いたほうがよさそうだ。ブヒッとか鳴かなきゃいいんだし。

「はいはい。横になりますよ」

　将しよう悟ごは芝生に腰を下ろし、大の字になってあお向けに寝転がった。

「これでいいのか？」

　寝たまま、柚璃奈と心こ乃の枝えのほうに顔を向ける。

「……あ」

　白いオーバーニーソックスを履いた心乃枝と、黒いタイツを履いた柚璃奈。

　見上げると、二人のスカートの中がチラッと見えそうな……。

「し、将悟さんっ!?」

「うつぶせ！　うつぶせに寝なさいっ!!」

　あわてて体を反転させた。

　うつぶせに寝ていると、すぐ横に柚璃奈が歩いてくる足音がした。背中に槍やりのような視線が突き刺さる。じっと見下ろしているらしい。

「何する気だよ？」

「こうするのよっ！」

　柚璃奈はザッと音を立てて片足を上げ、靴の底で思いっきり将悟の背中を踏んだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「いだっ!?」

　ゲシゲシと何度も何度も柚ゆず璃り奈なの足が将しよう悟ごの背中を蹴けりつける。

「ほら！　ほらほらほらっ!!　鳴きなさいっ、豚のように！　ブヒッって！　ブヒイイイイィッって!!　このっ、このこのぉっ!!」

「いっ、痛い、いだ、いだいだろっ!!　何するんだっ!!」

　たまらず、ヒリヒリする背中を押さえながら体を起こした。

　柚璃奈は恍こう惚こつとした表情で酔いしれている。興奮の息が漏れる半開きの口からは、今にもヨダレが垂れ落ちそうだ。

　その隣で、心こ乃の枝えは青ざめながらカクカク震えていた。

「ほら見なさい。彼は快感のあまり涙を浮かべて喜んでいるわ」

「痛くて涙が出たんだよっ。背骨が折れるかと思ったじゃないか！」

「折れなかったの？　つまらないわね」

「それマジで死ぬんで……」

　柚璃奈は満足そうに心乃枝を見た。

「あなたも見たでしょう？　帝みかど野の将悟は、いたぶられることが快楽なの。愛よりも憎しみを喜ぶマゾ男なのよ」

「将悟さんは喜んでません！　踏まれて気持ちいいなんて嘘うそです！」

「へぇ……」

「なっ、なんですか、その見下した目は!?」

「あなた、自信がないんでしょ？　そんな大根みたいな足じゃあ、踏まれたって快感など得られないわよね」

「だっ、大根……っ!!」

　心乃枝はあんぐりと口を開けた。

　じわっ……と目の端に涙が浮かぶ。

「大根じゃありませんっ!!　宝ほう生しようさんの足なんかより、わたしの足のほうが踏まれて気持ちいいに決まってます！」

「じゃあ、あなたも踏んでみなさいよ」

「望むところですっ」

　挑戦を受けて立つ決闘者の顔で、心乃枝は敢然と叫んだ。

「将悟さん、うつぶせに寝てください！」

「あ、あの……心乃枝？　なんか釣り込まれてない？」

　――まぁいいか。心乃枝ならゲシゲシ蹴ったりしないだろ。

　将悟はため息をつきながら、諦あきらめにも似た気持ちで再びうつぶせになった。

「お手柔らかに頼むぜ。……ん、お足って言うべきなのか？」

　どうでもいいことを考えていると、心こ乃の枝えが将しよう悟ごの横に立って見下ろした。

　それから靴を脱ぎ、将悟の脇わきにきっちり揃そろえて置く。

「失礼します」

　ペコリとおじぎをして、おずおずと足を上げた。足の裏についた土をパタパタとはたき落とす。よその家におじゃまするみたいに、そっと足を将悟の背に乗せた。

　さすがは優等生の中の優等生。人の背中を踏むときも実に礼儀正しい。

「え……えいっ」

　心乃枝の爪つま先さきが、キュッと将悟の背中に当たる。ソックスを履いた柔らかい足の裏が遠慮がちに背骨の横を押してきた。

「……お？」

「どうですか、将悟さん？　気持ちいい……ですか？」

「心乃枝、もう少し強く踏んでみて」

　心乃枝は体重をかけ、足の裏全体で将悟の背を踏んだ。

　かかとがクイッと背中を押すと、じわりと痺しびれるような刺激がお腹にまで伝わった。

「お……おぉっ……き……気持ちいい……」

「気持ちいいですか!?　将悟さん、快感ですか!?」

「あぁ……体の芯が熱くなるくらい、すげぇ快感だぜ……」

　フッ、と余裕の笑みを浮かべ、心乃枝は柚ゆず璃り奈なを見返した。

「わたしの足のほうが、気持ちいいみたいですよ？」

「な、なぜ……？　この鶴つる眞ま心乃枝という女、清せい楚そな顔をして隠れたサディスティックな才能の持ち主だったの……？」

　柚璃奈は焦りの表情で、悔しげに唇を噛かみ締めた。

「ほら将悟さん、もっと踏んじゃいますからっ。えいえい♪」

「おおおっ！　そこ、そこ……いや、もうちょっと右……」

「ここですか？　ここを踏むんですか？」

「そう！　そこそこ！　すげぇ効いてる……」

「効いてる……？」

「めっちゃツボに効いて、ほっこりするぜ～」

　ポカンと口を開ける心乃枝と柚璃奈の下で、一人、体のコリがほぐれたように癒されている将悟だった。

「癒されてるんじゃないっ!!」

　柚璃奈は将悟の襟首を引っつかみ、怒り任せに体を引き上げた。

「なんだよ。せっかくマッサージみたいだったのに……。心乃枝、また今度頼むよ」

「はい！　背中のツボ、覚えておきますね」

「えぇい黙れっ！」

　柚ゆず璃り奈なは将しよう悟ごを放ほうり出すと、スカートのポケットから細長い棒を取り出した。

　両手でシャッと伸ばすと、短い鞭むちになる。収納式の短鞭だ。

「どうやら調教が必要なようね。帝みかど野の将悟、今から馬の尻しりになりなさい」

「なるかっ！　なんで鞭なんか持ってるんだよっ!?」

　柚璃奈は鞭の先で自分の手のひらをペシッ、ペシッと叩たたきながらにじり寄った。

「協力、忘れたの？　素直にいたぶられなさいな」

「うぅ……そりゃ、協力するって言ったけど……」

　恐怖に怯おびえかかったとき、柚璃奈の持つ鞭の動きが止まった。

　心こ乃の枝えが鞭の先をつかみ、奪うように引っぱっている。

「宝ほう生しようさんに鞭なんか振るわせません！」

「わたくしに干渉する気？」

「わたしが叩いたほうが将悟さんも気持ちいいんです！」

「離しなさいっ！　わたくしがビシバシ引っぱたくのよっ！」

「違います！　わたしが鞭で肩叩きするんですっ!!」

　二人はどっちが将悟を鞭打つのか叫びながら、綱引きみたいに引っ張りあった。

　――鞭打たないって選択肢はないのかよ……。

　将悟は呆あきれながら、ジトッと女の子たちの鞭引きを眺めていた。というか、このまま逃げ出したい気分である。

「みなさん？　さっきから何をしているのですか？」

　声のほうを見ると、すぐ近くの道に凜りん香かが立っていた。

　けげんな顔で将悟たちを見ている。

「……国くに立たちさんこそ何を？」

「文化祭の風紀見まわりです。お祭りだからと言って、ハメを外す生徒が多いですから。……で、帝野センパイは何をなさっていたのですか？　鞭がどうとか聞こえましたけど」

　凜香は目を細め、疑わしげな顔で見つめた。

「いかがわしい行為をなさっているのではありませんね？」

「ままっ、まさか！　健全に文化祭を見てたんだ。なぁ？　心乃枝、柚璃奈」

　呼びかけると、柚璃奈は鞭を引っ張りあったまま凜香に振り向いた。

「誰だれが帝野将悟を調教するか決めてたのよっ！　ジャマしないで！」

「わたしが鞭で気持ちよくしてあげるって、言ってるじゃないですかっ！」

「調……教……？　気持ちよく……？」

　二人の叫びに、凜香の肩がピクピクと震え始めた。

「伝統ある深み流りゆう院いん学園の文化祭でなんたる破廉恥な行為を……」

　つかつかと三人の前に歩いてくると、引ったくる勢いで鞭むちを奪い取る。

「みなさん……そんなに調教がお好きなら……」

　凜りん香かは目の端をつり上げて睨にらみながら、ゆっくりと鞭を振り上げた。

　バシィッ!!と、鞭で地面を打つ音が響き渡った。空気が切り裂かれ、土が破裂して跳ね飛んだ。

「校則を遵じゆん守しゆできるまで、わたしが思う存分調教して差し上げますわ……」

　史上最強の猛獣をも震え上がらせる調教師の目に、将しよう悟ごも心こ乃の枝えも柚ゆず璃り奈なさえも、凍りついたまま動くことができなかった。



「本当に調教されるかと思ったぜ……。国くに立たちさん、恐ろしかった……」

　逃げるようにして来た屋上のカフェテリアの椅い子すに座り、将悟は安あん堵どの息を吐いた。

「はうぅ……。まだ足が震えてますぅ……」

「な……なんなの、あの女……。凄すさまじい殺気を感じたわ……」

　同じテーブルで、心乃枝も柚璃奈もちょっと青ざめた顔をしている。

「心乃枝も柚璃奈も、文化祭ではもう少しおとなしくしようぜ。また怒られちまうよ」

　柚璃奈はちらりと心乃枝を見た。

「あなたが楯たて突つくからよ」

「ストーカーの愛なんて間違ってます。そんな人に将悟さんは渡せません」

「……帝みかど野の将悟が好きなの？」

　無遠慮に聞かれ、心乃枝は耳まで赤くなった。

「し、将悟さんには、好きな人がいます。ですから、その恋を叶かなえてあげたいんです」

「あの告白大会とやらで告白しかけた相手ね。……誰だれ？」

「それは……わたしも知りません……」

　心乃枝は寂しそうに首を横に振った。

　――心乃枝、まだ誤解してるのか……。

　将悟も少し寂しくなった。早く自分の気持ちを彼女に伝えたかった。

「宝ほう生しようさんは、どうして将悟さんが好きなんですか？」

「好き？　冗談言わないで」

「昨日、告白してたじゃないですか！　みんなの前で……。しかもキスまでして……」

　心乃枝は知らないのだ。柚璃奈の中に、那な百ゆ合りというもう一つの人格が存在することを。

　そして将悟を愛しているのは、その那百合だということを。

　柚璃奈は不機嫌そうな顔で立ち上がった。

「どこに行くんだ？」

「どこでもいいでしょ。帝野将悟の恋人などと思われたら虫むし唾ずが走るわ」

　背を向け、階段室に歩き去る。

　柚ゆず璃り奈ながいなくなると、少しホッとした。

「心こ乃の枝え、ありがとな。俺おれを心配してくれて。でも大丈夫。柚璃奈は……もう敵対した行動は取らないって約束したんだ」

「そうなんですか……。それなら安心ですね」

　しかし心乃枝の表情は輝かない。まだ柚璃奈のことが不安なんだろう。

　――なんか、告白って雰囲気じゃなくなってるな。

　でも人の多い文化祭だ。次はいつ心乃枝と二人きりになれるか、わからない。

「心乃枝、実は俺……」

　言い出しかけたとき、心乃枝がさえぎるように口を開いた。

「あの、わたし、そろそろ準備委員会に行かないと……」

「そうなのか……。あ、俺のほうは気にしないで」

「すみません。手伝いが終わったら、また一緒に歩きましょうね」

　ニコッと笑顔を残して、校舎内へ戻っていく。

　一人になると、ちょっとばかり空むなしい気持ちになってしまった。

　ふと、将しよう悟ごは思った。

　――まさか心乃枝……俺の告白を避けた……？

　告白しかけたのを察知して、急いで席を外したのか……？

　一度考え出すと、将悟の頭に急速に悪い思考が広がった。

　――心乃枝は、本当は俺が告白したい相手を知ってるんじゃないか？　だけど告白されたくないから、俺には他ほかに好きな人がいるって誤解したふりを……。

　いや……。考えすぎ、かな。

　頭を振って悪い思考を追い払った。

「将悟～、ここにいたの!?」

　そのとき、雅みやびの声がした。

　振り向くと、彼女はカフェテリアの入り口で、クレープのイラストが描かれた紙袋を持って手を振っていた。



　将悟は校舎の廊下を歩きながら、イチゴクレープをパクついた。雅が持って来てくれた、水泳部の出で店みせの手作りクレープだ。

　一口食べると、ほんのり卵の味がする薄皮の下から甘いクリームがとろけて広がる。噛かむと、イチゴの果汁が弾はじけるように飛び出した。

「お、意外と美う味まいじゃねーか。クレープの皮も薄すぎず厚すぎず、ほどよく焼けてる」

　すると、隣を歩く雅がムッと口を尖とがらせた。

「意外ってどーゆーこと？　あたしの手作りなんだから、おいしいに決まってるもん！」

「これ雅みやびが作ったのか？」

「そうよ。丹精込めてクリームとイチゴを巻いたんだから」

「まさか、巻いただけ、じゃないだろうな……」

「今クレープの皮を焼く練習中なの！　明日はクレープ作りの実演販売するんだから」

　雅はつーんとそっぽを向いて、一口パクッとクレープを食べた。

「で、どうなの将しよう悟ご。報告を聞こうじゃない。鶴つる眞まさんに告白した？」

「いや……まだなんだ」

「ウソ！　ちょっと、何やってんのよもー」

「面目ないぜ……。でも待ってろ！　文化祭中には必ず告白するから！」

「ほんとかなぁ。な～んか信用できないのよね」

　雅は疑り深そうな目を向ける。

　クレープを食べ終えると、雅は手をはたきながら立ち止まった。

「ま、いいわ。報告も聞いたし、あたしはクレープ屋に戻るわね」

「もう戻るのか？」

「長い時間将悟といると、あたしが妹かもって噂うわさが広がっちゃうじゃない」

　雅はうつむいて小声になった。『将悟の妹』の噂を心配しているらしい。

「でもさ、今日は誰だれも俺おれたちの噂なんか話してなかったぞ」

　事実、朝から『将悟の妹』という噂話など一度も耳にしていない。むしろ柚ゆず璃り奈なに告白されたことのほうが噂になっていたくらいだ。

　とはいえ、油断は禁物だ。

　衣い楠くすは朝から姿を見ていない。今も噂が校外に広まらないよう対策に奔走してくれているのだろう。彼女の仕事を増やすのも気が引けた。

「残念だな。せっかくの文化祭なのに、あまり一緒にいられないなんて」

「しょうがないわよ。それに将悟。残念がるより先に、することがあるでしょ」

「わ、わかってるよ。――そうだ。明日の実演販売、心こ乃の枝えと見に行ってもいいかな？」

「むぅ。あたしに見せつけるんだ」

「見せつけるわけじゃないって」

「早く来ないと、売り切れちゃうんだからねっ」

　校舎の外に出るため、二人は引き返そうときびすを返した。

　そのとき将悟は、廊下の先にある教室の案内板を見つけた。

『特撮映像研究会』というクラブ活動の出展教室だ。特撮ヒーロー番組に関する展示をしているらしい。案内板には、展示されている番組のリストが書かれていた。

　その中に『改造戦士グランベリオン』というタイトルもあったのだ。

「雅みやび！　最後にあれ見てかないか!?」

「え～、特撮ぅ～？」

「ほらグランベリオン、懐かしいじゃないか！」

「懐かしいけどさぁ。あたしも子供のとき、将しよう悟ごに無理やり見せられたし」

「ちょっとだけだから、な」

「将悟って女の子が満足するデートできるのか、心配になってきたわ……」

　ぶつぶつ文句を言う雅と一緒に、将悟は教室に入った。

　入り口の横にスピーカーが置かれ、男性ボーカルが熱唱する歌が響いている。特撮ヒーロー番組の主題歌らしい。

　部屋の外周に沿って長テーブルが置かれ、そこに様々な特撮番組を紹介するパネルが置かれていた。小型のテレビからは録画した番組の映像が流れ、おもちゃや書籍などが展示されている。

　室内には数人の男子学生がいて、展示品を前に何やら熱い調子で語り合っていた。

　将悟と雅は、順に展示物を見ながら歩いた。大半は最近の番組らしく、将悟の見たことないものばかりだ。

　しかし展示スペースの片隅に来たとき、彼の目の色が変わった。

「あったあった！　俺おれにはやっぱりこれだよな～」

　十四インチほどの小型液晶テレビに、懐かしい映像が流れていた。

　左右から硝煙の立ち上る道を駆け抜けるメタリックボディーの戦士。彼こそ将悟が少年時代に憧あこがれたヒーローである。

『改造戦士グランベリオン』。十年ほど前の特撮ヒーロー番組だ。

「うわぁ、昔の放送そのまんまだ！」

　雅も感慨深そうな声を上げた。

　二人して、子供のころに見たテレビ番組に魅入ってしまう。

　古い録画らしく、画質は荒い。内容も今見れば安っぽく感じられる。

「俺、子供のころは夢中だったんだよなぁ」

　場面が切り替わり、倒れたヒーローに駆け寄る幼い少女が映し出された。メイド服を着て、頭には大きなヘッドセット、両手にはメカニカルなグローブ状の装置をはめている。

『グランベリオンさま！　このわたくしが世界の平和をお守りします！』

　少女は機械的に加工された音声で叫んだ。

「このペリンちゃんを演じてたのが柚ゆず璃り奈ななんだよな……」

　これがかつての子役女優、檀だん埜の那な百ゆ合りの姿だ。この役を演じたのはデビュー間もないころで、年齢も幼い。将悟が小学一年生のころの番組だから、彼女はそれよりも下だ。

　しかし画面の中の彼女は、今の将悟が見ても惹ひきつけられた。演技の上う手まさ以前に、存在感が違う。本当にそこに、機械仕掛けの少女が存在しているように思えるほどだ。

「なんで女優してた子がストーカーになるのかなぁ」

　雅みやびが不思議そうに言った。

「そもそも、柚ゆず璃り奈なが女優を引退した理由も知らないんだよな。世間でも『突然消えた』みたいに言われてるらしいし」

　途中からだったので、番組は十分ほどで終わった。録画ビデオをそのまま流しているため、ＣＭが流れ出す。ＣＭも十年も昔の懐かしいものだ。

　やがて録画が終わってビデオが停止し、テレビ画面は真まっ青さおになった。室内のざわめきが聞こえ、急に現代に引き戻された気分だ。

「結局最後まで見ちまったな。そろそろ行くか」

　将しよう悟ごたちは再び歩き出し、文化祭の賑にぎわいが響く廊下へと出た。
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　昼近くになり、グラウンド中に広がる出で店みせのあちこちで行列ができている。みんな昼食を買っているらしい。

　雅もクレープ店の手伝いに戻ってしまい、将悟は一人だ。

「心こ乃の枝え、まだ準備委員会なのかな……。一緒に昼ごはん食べられるといいけど」

　そんなことを考えながら中央にあるイベントステージの近くを通りかかったとき、突然彼女の姿を見つけた。

「って、心乃枝!?　……何してるんだろ」

　裏手にあるプレハブ小屋の横に心乃枝が立っている。近くには芽め依いと愛ま菜な、それに来くる実みもいる。四人で難しい顔をして、何やら話しこんでいるようだ。

　将悟がそばに駆け寄ると、心乃枝たちが気づいて振り向いた。

「あ、将悟さん」

「みんな集まって、どうかしたの？」

　すると芽依と愛菜が将悟の前に来て、じーっと彼を見つめた。

「天てん導どう会長？　嵯さ峨が良らセンパイ？　お、俺おれの顔に何かついてる？」

「将悟くん！　無事だったの!?」

　不安そうに愛菜が叫んだ。

「無事って？」

「帝みかど野の！　昨日の占いバッチリ当たったじゃないか！　告白もできずポカーンと口を開けて、だから、ふとんかぶって寝てろって言ったのだっ」

　芽依が言って、肘ひじでツンツンと将悟の腹を突っついた。

「い、痛っ！　センパイ、つ、突っつかないでくださいっ」

「だいたいあの宝ほう生しようという娘、また悪いこと考えてるんじゃないだろうな!?」

「そうだよ～！　愛ま菜なたち、心配してたんだよ」

　二人とも、昨日の柚ゆず璃り奈なのことを心配しているらしい。無理もない。今まで彼女は将しよう悟ごと敵対していた。柚璃奈は将悟を陥れるため、雅みやびや愛菜を罠わなにかけようともしたのだ。

「彼女とは話し合って、これからはお互いに敵対した行動は取らないって約束したんです。協力し合うっていうか」

「信用できるのか？」

「え、えぇまぁ……。その、彼女にもいろいろ事情があって」

　芽め依いは、メガネの奥から探るような目を向けた。

「さては帝みかど野の。美少女に告白されてコロッってなったんだろ」

「なってませんっ！　なんですかコロッて……」

「う～ん、将悟くんがそう言うなら、大丈夫なのかなぁ」

「天てん導どう会長も心配しないで。柚璃奈は誰だれにも危害を加えたりしないって言ったから」

　芽依と愛菜は、とりあえず将悟の言葉を信用した顔でうなずいた。

　それから将悟は、あらためて一同を見まわした。

「みんなのほうは？　何か相談してたみたいだけど」



    

  
    
      



    

  
    
      「そうなの！　大変なの！　平和が脅おびやかされてるの。地球の危機なんだよ～っ!!」

　愛ま菜なが、まるで地球滅亡を訴えるみたいな声で叫んだ。

「地球の危機？」

「ヒーローショーの話なんです」

　と、来くる実みが教えてくれた。

「わたしたち午後のステージで、ヒーローショーを開催するんです。有志一同が企画したイベントで、いろんなヒーローやヒロインのコスプレをして、怪人と戦うオリジナルの劇を見せるんですけど……」

「文化祭でヒーローショーなんてやるんだ？」

　疑問に思って聞くと、心こ乃の枝えが説明してくれた。

「深み流りゆう院いん学園の文化祭には、親子連れも大勢見に来るんですよ。それで、子供向けの企画もいろいろあるんです。絵本の朗読劇や人形劇も開催されていますから」

「愛菜は司会のお姉さんやるの～」

「ショーの衣装協力はわたしのカフェなのだぞ。『りりかる☆しすたぁず・ぷれぜんつ』なのだ。スポンサーを忘れるなよ～」

　芽め依いは自慢げに魔女っ娘こコスプレのマントをヒラヒラと振った。

「それで来実さん。ヒーローショーで困りごとって、何があったの？」

「実は、本物のヒーローショーに参加されている役者さんを一人お呼びしてたんです。プロの方がいれば劇も引き締まりますし」

「へぇ、本格的だなぁ」

「ところがその役者さんが、今朝、交通事故に遭われたんです。幸い軽傷で済んだそうですけど、今日のステージはどうしても無理だと謝罪されまして……。突然のことで、代わりの役者さんのスケジュールも押さえられず、配役に穴があいてしまいました。それで学校内で代役がいないか、鶴つる眞まセンパイに相談してたんです」

「準備委員会でも探してるんですけど、急な話ですし、なかなか見つからなくて……」

「なるほどな」

　将しよう悟ごは腕を組み、大きくうなずいた。

　ヒーローショー。そこに登場するのは悪を打ち砕く正義の味方。将悟の頭に、憧あこがれヒーロー・グランベリオンの姿が彼の頭によみがえる。

　――これは助けだ、助けを呼ぶ声だ！　悪に捕らわれた子供たちの悲鳴が聞こえるぜ！

「子供たちが楽しみにしてるのに、放ほうっておけないよな。任せとけ！　俺おれが代役の一つや二つ引き受けるから!!」

「女性の役なんです」

「……さいですか」

　来くる実みにあっさり断られ、しょんぼりする将しよう悟ごである。

「帝みかど野の……。威勢のよさだけは買ってやる」

　芽め依いが慰めるように、ポンポンと将悟の肩を叩たたいた。

「あ、でも戦闘員Ｆの役ならあいてますよ！　セリフもありませんし、人数が多いほうが迫力が出ますから、よかったら帝野センパイもお願いします！」

「いや……戦闘員はちょっと……」

　心こ乃の枝えが自信なさそうな顔でうつむいた。

「わたしが代役をできればいいんですけど……。お芝居なんて経験ないですし、かえって迷惑かけちゃいますよね」

「実際、いきなり劇に出てくれって言われても難しいよな。セリフも覚えなきゃいけないし。しかも元はプロの役者に頼む予定だった役なんだろ？」

　来実は納得した顔でうなずいた。

「仕方ないですよね。今から急いで台本を書き直して、配役を見直します。鶴つる眞まセンパイ、相談に乗ってくれてありがとうございます」

「お役に立てなくてすみません……」

　彼女たちを見ながら、将悟は思った。

　――柚ゆず璃り奈ななら、こういうの得意そうだよな……。

　彼女は元々本物の女優である。それも、一時は国中を虜とりこにした大女優だ。

　そして今は、彼女とも協力関係だ。頼めば、引き受けてくれる可能性もある……。

「来実さん、待って！　代役が見つかるかもしれない！」

「心当たり、あるのですか？」

「すぐ戻るから、待ってて！」

　言うが早いか、将悟は柚璃奈を捜しに駆け出した。



　柚璃奈は校舎の廊下にある掲示板の前に立っていた。

「……ってことでさ、なんとか代役、頼まれてくれないかな。このとおり！」

「わたくしへの依頼というのは、それ？」

　しかし話を聞いた柚璃奈は、冷たい視線を向けて黙りこんだ。

「……やっぱり、無理かな」

「誰だれも断るなどと言ってないわ」

　柚璃奈は上目づかいに将悟を見た。

「代役、引き受けてもいいわよ」

「マジで!?」

「わたくしの足を舐なめたらね」

「舐なめるかっ!!」

　一瞬でも期待した自分が腹立たしい。

「協力関係、でしょ。わたくしがショーに出演する。代償としてあなたは足を舐める。見事な等価交換じゃない」

「と……等価なのか……？」

「むしろこっちが安いくらいだわ」

「いくらなんでも、足ってのは……。せめて手にしない？」

　ためらっていると、柚ゆず璃り奈なは今度は軽けい蔑べつする目になった。

「へぇ……。あなたが人を助けたい気持ちって、その程度なの。困ってる人を助ける方法があるのに、自分のプライドを守るのね」

「そ、そういう問題じゃ……ないだろ」

「そういう問題よ。帝みかど野の将しよう悟ごがわたくしの足を舐めるだけで、劇の代役を見つけられる。わたくしの足を舐めるだけで、ヒーローショーは成功を収められる。足を舐めるだけで、子供たちが大喜びして楽しくなれる！　皆が幸福になれる道を、あなたの卑ひ小しようなプライドが潰つぶそうとしているのよ！　自己犠牲の精神を知りなさい!!」

「……どんだけ足を舐められたいんだ」

「もう一度聞くわ。わたくしの足を舐めるの？　舐めないの？」

　将悟は返答に詰まり、黒タイツを履いた柚璃奈の足を見下ろした。

　――で、できるか……っ。足なんか舐めたら、俺おれは二度と立ち直れねぇ。プライドが地に墜おちてしまう。ていうか、それが柚璃奈の目的に決まってる！

　だけど……俺が自分を犠牲にすれば……足をペロッてすれば……困っている来くる実みさんを助けられるのか!?

「ど、どうしたらいいんだあああぁっ!?」

　絶叫したとき、背後から叫ぶ声がした。

「ダメですよっ、将悟さんっ！　正気に戻ってくださいっ!!」

「心こ乃の枝え？　どうしてここに……」

「もしかしてって思って、追って来たんです」

　心乃枝は将悟をかばうように、柚璃奈の正面に立った。

「宝ほう生しようさん！　する気もない約束はやめてください！　将悟さんはわたしの足しか舐めたくないんです!!」

「なら、帝野将悟がどちらの足を喜ぶか二人で舐めさせてみようじゃない？」

「のっ……望むところですっ!!」

「ソックスは脱ぐのよ」

「裸足ですかっ!?」

「生足を舐なめさせるの。上から下まで」

「が……がんばります！」

「だーっ！　どっちの足も舐めないっつーの！」

　妙な方向に盛り上がりそうな二人を、あわてて止めた。

　将しよう悟ごはもう一度、柚ゆず璃り奈なに向かって頭を下げた。

「頼む！　俺おれ、柚璃奈が出演してた番組を見てたから知ってるんだ！　お前が本当はすごい役者だってこと！　もう一度、あの演技を見せてくれないか!?」

「昔のことなど思い出したくないわ」

　しかし柚璃奈は冷たく言い放った。

　――やっぱり、柚璃奈に頼むなんて無理なのか。

　将悟が諦あきらめかけたとき……

「わたしからも、お願いします。ショーの代役、引き受けてもらえませんか？」

　心こ乃の枝えが柚璃奈に向かって頭を下げた。

「へぇ……。意外だわ。なぜあなたが頼むの？」

「わたしも準備委員として、文化祭のイベントが成功してほしいんです」

「それが本心？」

　柚璃奈は、ちらりと将悟を見た。

「この男の役に立ちたい。そう思って頼んでるんじゃない？」

「そっ、そんなこと……っ！」

　心乃枝は反論しきれない様子で、黙ってシュンとうつむいた。

「図星ね」

　柚璃奈はほくそ笑みながら心乃枝を見て、しばらく考えこんだ。

「いいわ。そこまで言うなら引き受けてあげる」

「本当かよ、柚璃奈!?」

「えぇ。気が変わったわ。この女がヘコヘコ頭を下げる姿を見て、ね」

「ヘコヘコとか言うことないだろ。心乃枝は準備委員として……」

　文句を言う将悟を、心乃枝は手で制した。

「いいんです」

　と、首を小さく横に振る。

「心乃枝が言うんなら……。それじゃショーはしっかり頼むぜ、柚璃奈」

　いろいろ性格の悪い柚璃奈だけど、演技力は本物のはずだ。強力な援軍には違いない。

「それで、わたくしの役は何かしら？」

「そういや確認するの忘れてた。何役なんだろ」

「ヒーローショーと言ったわね。変身して戦う戦闘美少女？　それとも敵の人質になる美しき学園のアイドル？」

　将しよう悟ごと柚ゆず璃り奈なに注目され、心こ乃の枝えはちょっと言いにくそうに口を開いた。

「いえ、お願いしたい役は悪役なんです」

「……は？　悪役？」

「世界征服を企む悪の女王、だそうなんです。確かエビル・クイーンっていう名前で、人間を虫けらみたいに踏み潰つぶす役なんだとか……」

　ピクッ、と柚璃奈の眉まゆがつり上がった。

　――うわ、もろハマリ役じゃねぇか！

　と思う将悟だが、とても口に出しては言えない。

「あ、悪役って重要だよな！　敵がショボイと正義の味方も弱そうだもんな！」

「そ……そうね……。ふ、ふふふ……。実にや、やりがいのありそうな役だわ……」

　柚璃奈は眉をヒクヒクさせ、唇を震わせながら笑っていた。



　午後になり、いよいよヒーローショーが始まった。

　イベントステージの客席には、もう何十組もの親子連れが集まっている。小さな子供たちの騒ぐ声が響き、ここだけ小学校になったように錯覚しそうだ。

　将悟は真っ黒な全身タイツを着てステージの舞台裏に待機していた。周囲には、やはり全身タイツの男子生徒が五人も立っている。

「って、結局俺おれも戦闘員やらされるのかよ……」

　ぶつくさ文句をつぶやいていると、すぐ前の戦闘員が振り返った。顔までタイツに覆われてちょっと不気味だ。確か戦闘員Ａの役である。いやＢだったかもしれない。

「戦闘員Ｆ！　絶望に負けるんじゃない。戦闘員の夜明けは近いぞ！　我々が得た情報によれば、ヒーローショーには憧あこがれの小こ都と里り先生も見に来るそうだ！　今こそ我らの勇姿を示そうじゃないか!!」

　戦闘員たちが「ヒェーッ！」と奇声を発しながら拳こぶしを振り上げた。

『みんな、今日はヒーローショーに来てくれてありがと～！』

　ステージ上のスピーカーから、愛ま菜なの声が聞こえた。彼女は地球防衛隊の制服コスプレをして、司会のお姉さんをしているのだ。

　やがてテーマソングが響き渡り、劇が始まった。

　劇の内容は単純なものだ。平和な街に子供たちを狙ねらう悪の女王が手下を連れて現れる。彼らは客席の子供たちを誘拐し、悪の奴隷にしようとする。そこに正義のヒーローやヒロインが子供たちを守るため駆けつけ、悪の組織を倒す……という筋書きだ。

　ステージでは、なぜかエキストラ参加させられた心乃枝が歩いていた。

「行くぞ者ども！」

　戦闘員Ａのかけ声と共に、戸を開けて戦闘員たちが飛び出した。将しよう悟ごも一緒になってヒェ～ヒェ～叫びながらあとに続いた。

「きゃああああ。助けてえ」

　思いっきり棒読みの悲鳴を上げながら、心こ乃の枝えがステージの外へ逃げていく。

「ふはっはっは！　覚悟するのだ貴様ら！　今から地球は我らが支配する！　どうだ恐ろしいだろう、怖いだろう!!」

　戦闘員Ａが客席の子供たちに向かって叫ぶ。横一列に並んだ戦闘員が一斉に「ヒェーッ!!」と拳こぶしを突き上げた。将悟も「ひぇ～」と叫びながら拳を上げた。

「ママ～、見て見て～全身タイツ全身タイツ～」

「ほらリョウくん、静かに見るの」

　一番前の席で母親と座っていた幼稚園児くらいの男の子が、手を叩たたいて喜んでいる。

　戦闘員Ａはシュタッと客席に飛び下り、リョウくんの前に駆け寄った。

「ぬぅ！　ママの言うことを聞かない悪い子は、悪の秘密結社がおしおきだぞ!!　今から俺おれさまに誘拐されるのだ！　いい子だから一緒に来ようね！」

　屈かがんで頭をナデナデして抱っこし、戦闘員Ａはリョウくんのご機嫌を取りながらステージ上に招待……もとい拉ら致ちした。

「ねぇねぇ、マスク取って～」

「こら引っぱっちゃダメ！」

　戦闘員Ａがリョウくん相手に悪戦苦闘している横で、愛ま菜ながマイクに向かって叫んだ。

『どうしよう！　みんなの友だちが捕まっちゃったよ～っ！　みんなぁ！　声を合わせてヒーローを呼ぼうね～！　「助けて、プマリンちゃ～ん!!」』

　観客席から「プマリンちゃーん」と、パラパラと小さな声が聞こえた。

『ん～？　みんな、元気ないよ～！　プマリンちゃんに聞こえないから～!!　もう一度、声を合わせて助けを呼ぼぉ～っ!!』

　またも五月雨さみだれのようにパラパラと呼ぶ声だ。

『みんなの声、届いたかな!?』

　愛菜が半なかば無理やり盛り上げ、変身ヒロインのテーマソングが大音響で流れた。

　裏手に続く戸が開き、コスプレした来くる実みが駆け出した。たちまち戦闘員が取り囲む。

　将悟も一緒になって来実を囲んだ。変身マジカルヒロインと黒ずくめの戦闘員。なかなかカオスな組み合わせである。

　来実はステージの中央で両腕をクロスさせ、ステッキを振りながらポーズを決めた。

「マジカルランドのプリンセス、マジカルプマリン参上！　平和を乱す悪の手先は、希望の魔法が許さない！」

「ふっ、ふはははは！　現れたな正義の使者め！　貴様など……あっ！」

　戦闘員Ａのセリフの途中で、抱っこされていたリョウくんが腕から飛び下りた。

　リョウくんは来くる実みの隣に走って、興味津々な目で見上げた。

「ぷまりんって何～？」

「え、えっと……魔法の使者なの！　プマリンが来たから、もう大丈夫！」

　来実はアドリブで対応し、必殺技のポーズを決めようと片足立ちになった。

「パンツ履いてるの～？」

　リョウくんがプマリンちゃんのスカートを思いっきりまくり上げた。

「ひぁ!?」

　来実が真まっ赤かになって、あわててスカートを押さえる。突然のことにステッキを落として体のバランスを崩し、派手に尻しりもちをついた。

　あははは～、と子供たちから笑い声が上がる。コスプレ衣装だから下着は見えないものの、ヒロインらしからぬドジな格好だ。

「来実さん！」

　近くにいた将しよう悟ごが小声で声をかけた。

「へ、平気です……」

『ひ～ん、プマリンちゃんが悪に負けそうだよぉ！　みんな、もっと応援してね～っ！』

　愛ま菜ながなんとか盛り上げようと叫ぶが、客席はすっかり笑いに包まれている。

　リョウくんが来実の落としたステッキを拾い、ブンブン振りまわし始めた。

「危ないから、ね、ね。それ、こっちに渡して、ね」

　戦闘員たちがリョウくんをなだめながら取り返そうとするものの、無邪気に振りまわされるステッキに近づくこともできない。

　将悟は後ろからそーっとリョウくんに近づいて捕まえようとした。

「えいやぁっ！」

「痛っ！」

　振り向きざま、ステッキの先で殴られた。

　ステージはすっかり間の抜けた展開になっていた。プマリンちゃんも戦闘員たちも、小さな男の子相手にオロオロするばかりだ。悪いことに、観客席の子供たちまでドタバタした状況を面白がって笑い声を上げている。

「うぅ……笑うとこじゃないのに……」

　ステッキを追い回しながら、来実は少し涙目になっていた。

　しかし戦闘員たる将悟にも何もできない。ちょこまかと走り回るリョウくんを追いかけるので精せい一いつ杯ぱいだ。子供の相手に不慣れな将悟や来実たちに、なすすべはなかった。

「くぁっはははははははははははっ!!」

　突然邪悪な笑い声が響き、ステージの上手にブワッと黒いスモークが広がった。

「何をしておる貴様ら……。わらわのエサはまだかっ!!」

　スモークの中からくぐもった声が聞こえる。近づく足音が響く。

　ステージ上の全員が、そして観客たちが、一斉に声のほうを見た。

　――えっ、まだ出番じゃないだろ？

　将しよう悟ごは戸惑った。しかし、この声は間違いない。

　スモークの中から、一人の女が現れた。着ているのは、胸の谷間からお腹のヘソにまで切れ込みの入った、肌もあらわな漆黒のハイレグスーツ。コウモリのような羽を背中につけ、足には尖とがるほどのハイヒール。そして唇は血のような真紅に染められている。

　彼女こそ、世界征服を企む悪の女王エビル・クイーン！　……を演じる宝ほう生しよう柚ゆず璃り奈なだ！

　将悟は柚璃奈のそばに駆け寄り、彼女に耳打ちした。

「柚璃奈、まだ出番じゃないぞ！」

「じゃかぁしいっ!!」

「ぐへぇっ!?」

　柚璃奈の蹴けり上げたハイヒールが将悟の尻しりに炸さく裂れつし、彼はステージにぶっ倒れた。

「わらわに楯たて突つく者は、誰だれであろうと容赦せぬ……。ぶち壊し、殺さつ戮りくし、はらわたまで残らず食らい尽くしてくれるッ！」

　グリグリとハイヒールで将悟の背中を踏みしめる。



    

  
    
      



    

  
    
      「わらわの敵は誰だれだ!?　刃向かう者は誰だ!?　貴様か!?　それとも貴様かっ!?　誰でもよい！　全員虫けらのように踏み潰つぶしてくれるっ!!　死ねっ、死ね死ね、死ねえぇっ!!」

　ゲシッ！　ゲシッ!!　と、柚ゆず璃り奈なは絶叫し高笑いしながら将しよう悟ごを踏みつけた。

「ぐはっ!?　ぐふああぁっ!!」

　将悟は両手を上げたまま弓なりに背を反らせて絶叫した。

　観客席がシンと静まり返っていた。

　出演者も呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

「ぐすっ……」

　すっかり棒立ちになっていたリョウくんがしゃくり上げ……

「びぇ～ええええぇんっ!!」

　大声で泣き出した。

「ほーら、怖くないよー」

　戦闘員Ａが泣きじゃくるリョウくんを抱っこして「ベロベロバー」とあやしながら観客席に連れ戻す。

「や、やりすぎですよっ！　泣かしちゃったじゃないですか！」

　来くる実みが柚璃奈に小声で注意する。

「小便臭い小娘がわらわに楯たて突つくとは百年早いわッ!!」

「し、小便……!?」

　カッと顔を真まっ赤かにして柚璃奈の前に立ち、来実は両腕をクロスさせた。

「子供たちを虐いじめるなんて許せない！　エビル・クイーン！　プマリンが相手よ!!」

「虫けらが何秒抵抗できるか、せいぜいわらわを楽しませるがいい！　ぐぅ……あっははははははははははははははははははははははは！」

　柚璃奈の高笑いがスピーカーを通じて響き渡る。小柄な少女からは想像もできないような、地の底から響く邪悪の笑いが観客席を覆い包んだ。

　子供たちの笑い声はすっかり消えていた。震える子がいた。母親に抱きついて泣き出している子もいた。

　愛ま菜なが思い出したように、マイクに向かって叫んだ。

『や～んっ、エビル・クイーンが現れた！　地球が悪に滅ぼされちゃうよ～！　みんなで力を合わせてヒーローを呼ばなきゃ!!　「助けて～っ、スメシンジャー！」』

「す……すめしんじゃー……」と、観客席から弱々しい声が聞こえた。

「うざいうざいうざいわぁっ!!　失うせろ黙れガキどもがああああぁっ!!」

　柚璃奈は怒鳴り、ゲシッとめいっぱい将悟を踏みつける。

　子供たちが泣きそうな顔で一斉にビクついた。

『もっと声を上げないと悪に負けちゃうよ～！　悪い女王に連れ去られちゃう！　さぁみんな～、もう一度力を合わせて!!』

　今度こそ、本気の救いを求めてヒーローを呼ぶ子供たちの大声が秋空に響き渡った。



「いっ、痛いててて……。体中ポキポキしてるぞ……」

　グラウンドの隅の木陰に座り、将しよう悟ごは痛む体中をさすっていた。

　その隣で、柚ゆず璃り奈なはひざを抱えてうずくまっている。

「このわたくしが悪の女王を演じさせられるとは、なんて屈辱……。しかも何、あのいかがわしい衣装。あんなものを着て公衆の面前に立つなど、末代までの恥さらしよ。また帝みかど野の将悟に騙だまされたんだわ……」

「だ、騙してないと思うけど……。ていうか散々踏みつけたくせに」

　ヒーローショーを終えた柚璃奈は、さっきからずーんと落ちこんでいる。

　あのエロティックすぎる衣装で絶叫し続けた自分が許せないらしい。

　しかし、柚璃奈が登場したヒーローショーは、彼女の独壇場だった。

　恐ろしい声で高笑いする悪の女王に子供たちは震え上がり、正義のヒーローたちに心からのエールを送った。

　そしてラストでヒーローの必殺技を受けた柚璃奈は、凄すさまじいまでの絶叫を上げてステージ上にくずおれた。まさに、強大な悪の終しゆう焉えんにふさわしい演技だった。

　今日という日は未み来らい永えい劫ごう子供たちの心に、悪の手から地球が救われた日として記憶されることだろう。……たぶん。

「柚璃奈って、やっぱり演技すごい上う手まいんだな。来くる実みさんも感激してたぞ」

「上手い？　どこが？　三流の演技だわ。素人に交ざってたからマシに見えただけよ」

「そうなのか？　柚璃奈はプロの女優だったのに」

「大昔の話をされても困るわ。檀だん埜の那な百ゆ合りはとっくに引退したの。消し去りたい過去よ」

　柚璃奈は素そっ気けなく答えた。感動も感激も、微み塵じんもない。

「捨てたい過去かよ……。俺おれ、グランベリオンの番組が大好きだったんだ。ペリンちゃんもファンだったんだぞ。柚璃奈は女優として、当時の子供たちを楽しませた。誇りに思っていいんじゃないか？」

「檀埜那百合が女優を辞めた理由、知ってる？」

　唐突に柚璃奈は聞いた。

「え……。知らないけど……」

「心が壊れたからよ」

　さらりと柚璃奈は言った。

「壊れた……？」

「現実と虚構の区別がつかなくなったの。子役女優を続けるうち、現実の自分と虚構の役柄が心の中で交じり、どれが本当の自分かわからなくなったのよ」

「自分が本当に、架空の人物だと思うようになった……ということか？」

「わたくしが演技できたのは、魂の奥底から他者になりきる能力があったから。それは逆に言えば、本来の自分の魂が弱いことだった。自分をドラマで演じる登場人物だと思い込み、そのように行動し、日常生活にも支障の出るありさまになった。そんな姿は周囲から奇行に見られ……わたくしは、母によって女優を続けることを断念させられた」

　言って、柚ゆず璃り奈なは自じ嘲ちよう気味に笑った。

「これが『天才女優』の正体よ。嘘うそだと思うなら、当時のスタッフでも捜して聞いてみなさい。誰だれかが証言するでしょうね」

　将しよう悟ごは答える言葉が見つけられなかった。

　子供のころ憧あこがれていたテレビ番組のキャラクターの裏に、そんな悲劇が隠されていたとは思いもよらなかった。

「つまらない昔話よ。女優を辞め、成長したわたくしは強く自分を保てるようになった。お芝居の登場人物と混同して奇行に走ることもなくなった。――それなのに、帝みかど野の将悟の妹を演じ続ける『那な百ゆ合り』の魂がしこりのように残ったの」

「そういや、今日は那百合は表に出てないよな？」

「朝からあなたを痛めつけたおかげかしら。思う存分憎しみを込めて踏みつけられたわ」

「は、はは……。どうりで迫力ある演技だったわけだぜ……」

「一つ、伝えておくわ」

　真顔になり、柚璃奈はまっすぐ将悟を見た。

「この先たとえ那百合が現れても、決して彼女の愛に応えてはいけない。いいわね」

「わかってる」

「那百合の愛を一度でも受け入れれば、彼女は承認されたと感じ、永遠に『帝野将悟の妹』を演じ続けてしまう。二度と元には戻らないわ」

「俺おれは好きな人がいる。もう彼女を裏切りたくない。それに柚璃奈だって嫌だろ？　体が勝手に動いて、俺と……その、いろいろされるなんて……」

「いろいろ……？」

「ほら、こないだみたいにキスされるとか……」

　思い出したのか、柚璃奈は顔を赤く染め、怒りの形ぎよう相そうで睨にらみつけた。

「当たり前っ！　次は命がないと思いなさい!!」

　怒鳴り、「ふん」とそっぽを向く。

　彼女の横顔を見ながら、ふと将悟は考えた。

　――那百合って魂が生まれなければ、柚璃奈も素直な女の子でいられたのかな。

　でも今の柚璃奈も、ヒーローショーを本気でやってくれて、案外かわいいかもな。

「……何？　気味が悪い」

　見続けていると、柚ゆず璃り奈なは実に嫌そうに目を細めた。

「あの……宝ほう生しようさん」

　心こ乃の枝えが歩いて来て、柚璃奈の前に立った。

「ヒーローショーの代役、ありがとうございました。準備委員としてお礼を言います」

　ペコッと頭を下げる。

「あなたのこと、苦手」

「なっ、なんでですかっ!?」

　いきなり苦手とか言われ、ちょっと涙目の心乃枝である。

「どうして恋人でもないこの男を気にかけるの？　ストーカーから守るだのと言ったり、一緒になって代役を依頼したり……」

「将しよう悟ごさんは……子供のころ、わたしを事故から守ってくれたんです。だから、そのお返しをしないといけないんです」

「お返し、ね。よく理解できないわ」

「宝生さんは、誰だれかを守りたいって思わないんですか？」

　柚璃奈は少し黙り、ぽつりとつぶやいた。

「……わたくしには、守るべき人がいるから」

「え？　誰なんだ？」

　意外な言葉に思えて、将悟は思わず聞いた。

「誰でもいいでしょ。こっちの話」

　ぶっきらぼうに答え、柚璃奈は立ち上がった。

「久しぶりに舞台に立ったら疲れたわ」

　言い残し、彼女は一人で校舎のほうに去っていく。

　将悟は立つと、柚璃奈を見送っている心乃枝の横顔を見た。

　――心乃枝が俺おれと一緒にいてくれるのは、贖しよく罪ざいの気持ちなのかな。本当は俺のこと、好きじゃないのかな……。

　告白しようとすれば、また避けられるのかな……。

「心乃枝も、おつかれさま」

「それじゃわたし、後片づけを手伝ってきますね」

　心乃枝は再びイベントステージのほうへ戻っていく。

　彼女の背を見つめながら、将悟は、呼び止めて告白する勇気が出せなかった。

「俺はクラスの展示を手伝おうかな……」

　そのまま校舎に足を向け、心乃枝とは別の方向に歩き出すのだった。
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「はぁ……はぁ……」

　文化祭の出展教室が並ぶ校舎の廊下を歩きながら、柚ゆず璃り奈なは息苦しさを感じていた。

「憎まなければ……。もっと、帝みかど野の将しよう悟ごを憎まなければ……」

　胸の内に膨らむような圧迫感があった。

　――那な百ゆ合り……出てこないで……。

　柚璃奈は将悟の顔を思い浮かべた。彼を……帝野将悟を壊して、那百合を幻想から覚まさなければ……この体は那百合に支配されてしまう。

「帝野将悟……必ず、あなたを破滅させてやる……」

　つぶやくが、その言葉は力を持たなかった。

　楽しかった。柚璃奈の魂は、今日の文化祭をどこか楽しく感じていた。舞台に立って演技で観客を怖がらせることに、心が活き活きとしてしまった。

　冷たい憎しみだけで生きてきた心に、温かい光を灯ともされた。憎んでいるはずの帝野将悟の手によって。

　――違う……。何日も前から、那百合の力が強くなっている。存在を増している……。だからわたくしは……帝野将悟を憎みきれなくなっている……。彼に心を許しかけている……。このままでは……那百合に、支配されてしまう……。

　廊下の先にある教室の中から、聞き覚えのある歌がかすかに流れてきた。昔聞いたことのあるメロディーだ。

　引き寄せられるように、柚璃奈は教室の中へ入った。教室の戸には『特撮映像研究会』という貼はり紙がしてあった。

　室内には外周に沿った長テーブルにいくつもの小型テレビが置かれ、書籍やおもちゃが展示されていた。

　左右から流れる音声を聞き分け、柚璃奈はふらつく足取りで片隅のテレビに向かった。

　小さな画面に、十年も昔の番組映像が流されている。着ぐるみ丸出しの特撮で、ガニゼウスという怪人がフォーフォーと唸うなり声を上げていた。

　まるで魅入られたように、柚璃奈は画面の前に立った。

　場面が切り替わり、画面には幼い柚璃奈が映し出される。子役女優・檀だん埜の那百合の演じたペリンちゃんというキャラクターだ。

「う…………っ」

　柚璃奈は額ひたいを押さえ、呻うめいた。

「こ……こんな……もの……消してやる……壊してやるっ!!」

　歯を噛かみ締めながら画面を凝視し、拳こぶしを振り上げた。

「あの……大丈夫ですか？　気分が悪いの？」

　背後から話しかけられ、柚ゆず璃り奈なは拳こぶしを下げた。

　振り向くと、二人の女子学生が心配そうに覗のぞきこんでいる。

「……平気よ」

　柚璃奈は笑顔で答えた。

「知ってる？　わたくし、昔この番組に出演していたの」

「そうなんですか」

　古い番組には興味がないらしい。彼女たちはすぐ人気俳優の出演する新番組の展示に目を奪われ、柚璃奈の前から離れた。

「もう、わたくしのことなど忘れられたのね……。でも、彼は覚えていてくれる。ファンだと言ってくれる。やっぱりわたくしとお兄さまは、愛で結ばれているの……」

　柚璃奈は……いや、檀だん埜の那な百ゆ合りは、宙を睨にらむように鋭く目を細めた。

　昨日、ベッドで抵抗した将しよう悟ごの姿を思い出す。

「なのに……お兄さまはわたくしを拒否した……。わたくしを愛さないと言った……」

　彼女の口元に、冷酷な微笑が浮かんだ。

「お兄さまを騙だます偽の妹は、懲らしめてあげないと……」



    

  
    
      

４章　妹のためなら悪になる！





　三日間の文化祭も、いよいよ最終日となった。

『は……はひっ。み、みなさん、文化祭も今日で最後です……。あと一息、悔ひが残らなひようにがんばりましょう。第二会議室では生徒会活動の歴史をパネル展示してひますから、ぜひ見に来てくださひ』

　朝の挨あい拶さつを降板でもさせられたのか、生徒会長の愛ま菜なに代わって滋し賀がさんの挨拶が校内放送で流れ、最終日の文化祭は幕を開けた。

「今日で最後、か……。結局昨日も心こ乃の枝えに告白できなかった……」

　来場者で賑にぎわう玄関前に立って、将悟は一人、やるせないため息をついていた。

　――心乃枝は俺おれのこと、どう思ってるんだろ……。

　彼女が将悟に向ける気持ちは『好き』ではないのかもしれない。そう考えると怖くて、告白への勇み足も立ち止まってしまう。

「もう少し待ったほうがいいのかなぁ」

　何も文化祭で告白しなきゃいけない決まりはない。もう少し時間をかけて、着実に心こ乃の枝えとの仲を進展させてもいいんじゃないか？

　そんなことを考えてると、正面から将しよう悟ごを覗のぞきこむ少女がいた。

「朝からボヤ～ってしないでよね」

　雅みやびがジトーっとした目で見つめている。

「どーせ鶴つる眞まさんのこと考えてたんでしょ」

「どーせで悪かったな」

「ほら、お姫さまの登場よ」

　雅が玄関の中に目を向けた。下駄箱の前で心乃枝が靴を履いている。ちょうど外に出てくるところだ。

　心乃枝は将悟たちに気づいて手を振った。

「じゃ、あたしは行くから。今日もクレープ屋さん手伝わないと」

　言って、雅は一人で歩き出そうとする。将悟はそんな彼女の腕を取った。

「何よもー。まだ告白もしてないんでしょ？　あたしに構ってる場合じゃないっての」

　口をへの字に曲げ、雅は困った兄を見る目になった。

　彼女が将悟と心乃枝を二人きりにさせようと気づかってるのは知っている。

　だからこそ、彼女に感謝したかった。

「ありがとうな。……期待に応えられてないけど」

「お礼なんていいの。あたし、ちゃんと将悟の妹になりたい。だから将悟には、しっかり彼女ができてほしいんだ」

　話していると、心乃枝が玄関から出てきた。

「おはようございます、神かん凪なぎさん、将悟さん」

　将悟の目に、今朝も彼女の笑顔はまぶしい。

　――雅が妹で、心乃枝が恋人になってくれて……みんなで仲のいい家族になれたら、最高だよな。でも……心乃枝は恋人になってくれるのかな……。

　不安に捕らわれそうになりながら、しかし将悟は考え直した。

　応援してくれる雅のためにも、心乃枝に告白するって決めたんだ。このまま何もしなければ、一歩も前進できないままだ。

「それじゃ、あたしは行くね。鶴眞さん、将悟を世話してやってよ」

「やっぱり行っちまうのかよ」

「今日はクレープの実演販売するんだから、練習しとかなくっちゃ」

　雅は将悟の耳元に口を寄せ、ヒソヒソ声でささやいた。

「約束したでしょ。鶴眞さんと見に来なさいよ」

「あぁ。俺おれもがんばるからな」

　将しよう悟ごも小声で返した。

「二人でナイショ話ですか？」

　心こ乃の枝えが口を尖とがらせる。

「な、なんでもないよ」

　文化祭の残りは今日一日だけだ。無駄なく行動したい。

　心乃枝を誘えそうな場所を考えながら、周囲を見渡した。

　ふと将悟の耳に、近くにいる女の子たちの会話が聞こえてきた。

「ほんとに!?　神かん凪なぎさんが……なの……？」

　思わず声のほうを見た。背の高い女の子と低い女の子。深み流りゆう院いん学園の女子生徒が二人、玄関の脇わきに立って話をしている。振り向いた将悟に気づいていないようだ。

　背の高い女子生徒が言った。

「らしいわよ。神凪さんって、本当に帝みかど野のくんの妹なんだって」

　――え……？

　将悟は彼女たちを見つめたまま動けなくなった。

　今、なんて言った……？　雅みやびが俺おれの妹……？

「しかもあの二人、兄妹なのに……デキてるんだって」

「それヤバいじゃん！　そんな関係だったんだぁ……」



    

  
    
      



    

  
    
      　女子生徒は二人とも馴な染じみがない。そんな彼女たちが、どうして兄妹だという秘密を知っているんだ？

　彼女たちは将しよう悟ごの視線に気づくと、ハッとして黙りこみ、バツの悪そうな顔で通り過ぎていく。

「何……今の……？」

　雅みやびが目を見開き、唇を震わせていた。

「なんで……。あたし……将悟とデキてるって、そんな……」

「神かん凪なぎさん……」

　今にも倒れそうな雅の肩を、心こ乃の枝えが支えてくれる。

「どうして……。あたしもう、将悟を狙ねらってなんかないのに……」

　そうだ。雅は確かに将悟に恋をしていた。けれど苦しみながらも、報われることのない恋を断ち切ってくれたのだ。

　噂うわさをしていた女子生徒たちは、文化祭の人波の中に消えようとしている。

「心乃枝、雅を頼む！」

　将悟は女子生徒たちを追って駆け出した。

　人波をかき分け、二人の背中に近づく。

「きみたち、待ってくれ！」

　ギクッと肩を縮ませながら立ち止まり、女子生徒たちは振り向いた。

「あ、あの、別に信じてるわけじゃないから！」

　問い詰められると思ったらしい。背の高い女子生徒が両手を振りながら言い訳した。

「さっきの話、どこで聞いたんだ？」

「う、噂になってるのよ……。噂で聞いただけ」

「噂……？　誰だれから!?　誰が言ってたか教えてくれ！」

　女子生徒は目を反らしながら答えた。

「さっき中庭で、文化祭を見に来た男の人が言ってたの。週刊誌の記者で、学校での帝みかど野のくんについて聞かせてほしいって。そのときに、神凪さんが帝野くんの妹らしいって噂話をしてたのよ」

「週刊誌の記者……？」

「『週刊芸能タイショー』って言ってた。名刺も見せられたし」

「その記者って、どんな男だった？」

「三十歳くらいで冴さえなさそうな男。背は普通で、やせても太ってもなかった。なんていうか特徴がないっていうか……。灰色のワイシャツを着て、無ぶ精しよう髭ひげを伸ばしてた」

「そうか……。教えてくれてありがとう。ヘンな噂とか、信じないでくれな」

　礼を言うと、女子生徒たちは小さくうなずきながら歩いていった。

　――なんで雑誌記者が噂うわさを知ってるんだ？

　将しよう悟ごは考えこんだ。衣い楠くすが、噂が広まらないよう対策してくれてるはずなのに……。

　ともかく携帯を取り出し、衣楠に電話をかけた。すぐにのんびりした彼女の声が出た。

『やぁ将悟くん。文化祭は楽しんでいるかい？』

「それどころじゃないんだよ！」

　将悟はたった今女子生徒から聞いた話を衣楠に伝えた。

『ふむ……なかなか喜ばしくない状況のようだね。……しかし妙だな。ボクが見る限り、告白大会での発言の噂が外部に広まった気配はない。芸能タイショー編集部も監視しているけど、今のところ将悟くん絡みのゴシップを追っている様子は見られないが……』

「間違いなく言ってたんだ。名刺も見せられたって」

『とにかく、ボクはもう一度編集部の様子を探って、必要があれば工作をする。あとで深み流りゆう院いん学園にも向かおう』

「頼んだ。俺おれは校内に記者が潜んでないか捜してみるよ」

　電話を切ると、近くに心こ乃の枝えと雅みやびが立っていた。将悟を追いかけて来たらしい。

「週刊誌の人が学校内にいるんですか？」

　心乃枝が不安そうに聞いた。

「らしいな。文化祭でゴシップの取材とはいい度胸してるぜ。捜し出して先生の前に突き出してやる」

「わたしもお手伝いします！　生徒会と準備委員会に報告して、怪しい人の話を聞かないように呼びかけてもらいましょう！」

　将悟はうなずき、元気なくうつむいている雅の肩に手を置いた。

「噂なんか気にするな。クレープの実演、楽しみにしてるからな」
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　将悟は記者を捜して走った。グラウンドの出で店みせの間を駆け、校舎の一階から屋上まで、各教室を一つ一つ見てまわった。

　しかし文化祭には老若男女雑多な人々が来場している。三十歳くらいで中肉中背の男など何人もいる。気持ち一つで、誰だれもが怪しく思えてしまう。

　一時間ほど探し続けたとき、凜りん香かから電話で連絡が入った。

『帝みかど野のセンパイですか!?　今、生徒会に怪しい男の人の情報が入りました！』

「場所はわかる!?　どこにいるんだ!?」

『先ほど、裏門の近くで生徒に取材していたのが目撃されたそうですわ！』

　電話を切り、将悟は学校の裏門に向かって走った。

　裏門は、中庭を挟んだグラウンドの反対側、古い校舎の近くにある。この校舎は文化祭の間は閉められ、使われていない。

　将しよう悟ごは旧校舎の壁に身を潜ませるようにして、慎重に裏門の周辺を見まわした。

　そこに、いた。三人の女子生徒を前に、手帳でメモを取りながら話をしている男の背が見えた。中肉中背で灰色のワイシャツを着ている。

「なるほどねぇ。帝みかど野のくんは、神かん凪なぎさんとそんなに仲がいいんだ。兄妹だというのも本当みたいだねぇ」

　距離が離れていて小さくしか聞こえないが、間違いなく将悟と雅みやびのことを話している。むしろ女子生徒よりもよくしゃべっていた。誘導尋問のような印象すら受けた。

　やがて取材が終わったらしく、三人の女子生徒たちは中庭のほうへ戻っていく。

　将悟は男の背後に近づいた。

「何をしてるんですか？」

　手帳をポケットにしまいながら、男は振り返った。

　なるほど、あまり特徴のない印象の男だ。唯一の特徴はあごの無ぶ精しよう髭ひげくらいだった。

「帝野将悟くん……だよね？　いやぁ、一度会ってみたかったんだよ。感激だなぁ」

　男は悪びれもせず将悟の前に立つと、無理やり手を取って握手した。

「僕はこういう者なんだ」

　言って、ズボンのポケットから折れかかった名刺を取り出す。『週刊芸能タイショー編集部』の名刺だ。

「ゴシップ雑誌の記者か……」

「なんてね、ごめんごめん。その名刺は偽物だよ。書いてあるのも偽名さ。僕は雑誌記者じゃない。タイショーさんとは懇意にさせてもらってるけどね」

　男は将悟の手から名刺を引ったくってズボンのポケットに押し込むと、続いてワイシャツの胸ポケットから黒いぼろぼろの手帳を取り出した。

「天下の帝野グループの御おん曹ぞう子しに偽の名刺なんて失礼だよねぇ。僕はこういう人間だ」

　手帳を将悟の前に突き出して見せた。

『檀だん埜の探偵事務所』と金色の名入れがされている。

「探偵？　檀埜……？」

　将悟がその名を見た瞬間、頭の中で結びついた。

　檀埜……檀埜那な百ゆ合り……宝ほう生しよう柚ゆず璃り奈な……。

　今日は朝から柚璃奈の姿を見ていない……。

「探偵が学校で何をしてるんです。俺おれのこと嗅かぎまわってるんですか？」

　すると探偵は「いやぁ」と、頭をぽりぽりかいた。

「現実の探偵ってのは地味な仕事なんだ。シャーロック・ホームズみたいなヒーローじゃないんだよ、残念ながら。あ、この頭をかく癖は『金きん田だ一いち耕こう助すけのマネ』って言われるんだけどね。知ってる？　金田一耕助」

「んなこと聞いてませんっ！」

「探偵はね、様々な活動をするんだ。旦だん那なさんの浮気相手を突き止めたり、不倫してる男女を別れさせたり、ときには……」

　言葉を区切り、探偵は少し挑発するようにニヤリと笑った。

「ある人に都合の悪い噂うわさをばら撒まいたり……ね」

「そ……それじゃあ、わざと噂を撒いてるのか……？　なんのために……」

「僕に聞かれても困るなぁ。クライアントの依頼だからねぇ」

　将しよう悟ごは後ずさった。相手は単なる興味本位で秘密を嗅かぎまわっているのではない。

　明確な悪意を持って行動しているのだ。

「こらーっ!!　そこの男、何してるんだっ!?」

　突然中庭のほうから、小こ都と里り先生の怒鳴り声が響いた。

「おっと、潮時かな。それじゃ僕はこれで。帝みかど野の将悟くんに会えて嬉うれしかったよ」

　探偵は素早くきびすを返し、裏門の外へと走り去る。

　直後、小都里先生が門の鉄てつ柵さくにしがみつき、悔しそうに叫んだ。

「今度ウチの生徒に話しかけたら警察に突き出すからなっ！　塩撒いとけ、塩っ!!」

　小都里先生に続いて、凜りん香かも駆けつけた。

「帝野センパイ、大丈夫ですか!?」

「あぁ……。妙な探偵がいて、雅みやびの噂を撒き散らしていたんだ」

「どうも昨日の夕方から学園内で活動していたようです。あのような輩やからを忍びこませていたとは……風紀委員の名折れですわ……」

　凜香が悔しそうに唇を噛かんだ。

「今すぐ校内の巡回を強化させます！　不審者に気をつけるよう全校に呼びかけますわ」

　凜香の後ろには心こ乃の枝えと雅、そして彼女を支えるようにして立っている芽め依いもいた。

　芽依は来るなり将悟に向かって詰め寄った。

「帝野！　どういうことだ!?　朝からあちこちでお前と神かん凪なぎのことが噂になってるぞ！　それも……兄妹で愛し合っているなどと言われてる」

「そんなに広がってるんですか……？」

　噂を流した犯人は去った。しかし噂のタネは撒かれてしまったのだ。

　将悟と雅は禁断の愛に溺おぼれた兄妹……。人の興味をかき立てるのに充分すぎる噂だ。

「嫌だよ……こんなの……」

　雅はうつむいて、雨に打たれたように震えていた。

「みんなにヘンな目で見られるなんて……」

　彼女を前にして、将しよう悟ごは何も言えなかった。

　根も葉もない噂うわさなら、気にしなければいい。しかし二人が兄妹であることは事実だ。つまり将悟たちは、噂を否定する証拠を見せられないのだ。そうである以上、噂に『禁断の愛』という尾ひれがつくのを防ぐことは困難だ。

「こんなんじゃ、クレープの実演なんてできない……。みんなの前に顔を出せない……」

「噂などに屈することないぞ、神かん凪なぎ。そうだ、わたしも一緒に実演に出てやろう」

「そうですわ！　不ふ埒らちな人間に負けてはいけません！」

　芽め依いと凜りん香かが、励ますように言ってくれた。

　雅みやびはこくりとうなずき、凜香と小こ都と里り先生に支えられながら、校舎へと戻っていく。

「帝みかど野の。お前は実演は見に来ないほうがいい。このタイミングでは、周囲の噂に火を点つけてしまうだけだ」

　歩き去る雅の背を見ながら、芽依が言った。

「……そうですね。俺おれはしばらく、雅と離れていたほうがよさそうです」

　芽依はうなずくと、雅たちを追った。

　残った心こ乃の枝えが、心配そうに見ている。

「俺は大丈夫。それより雅を励ましてやってほしい」

「はい……」

　しばらくの間将悟を見つめてから、心乃枝は雅たちと同じ方向へ駆け出した。

　一人になって将悟は立ち尽くし、ひたすら悔しさに包まれていた。

　柚ゆず璃り奈な……なのか？　彼女が裏切ったのか？

　昨日は柚璃奈ともわかり合えたと思ったのに……。あれは演技だったのか……？

　怒りよりも悲しい気分だった。間違いであってほしかった。

「どうかしら、将悟お兄さま」

　声が聞こえた。近くにある木こ立だちの陰から、一人の少女が歩いてきた。

「柚璃奈……？　いや、お前は……」

　太陽のような情熱的な視線を投げかけ、お兄さまと呼ぶ彼女。その気配ですぐに察することができた。

「那な百ゆ合りか。お前が、こんな噂を流させたのか？」

「神凪さんは、お兄さまを騙だましています。将悟お兄さまの妹などと嘘うそをついて、お兄さまに近づこうとしているのです。だからわたくしが、彼女を懲らしめてあげたのですよ」

　ふふっ、と、褒められる言葉を期待しているかのように、那百合は笑顔を見せた。

「こんなこと……やめてくれ……」

「でしたらお兄さま。わたくしの愛を受け止めてください。今日、告白大会のお返事があるでしょう？　そこでみんなに向けて、わたくしを恋人にすると宣言してください」

　――正気じゃない……。

　笑顔の向こうにそら恐ろしさを感じた。自分を帝みかど野の将しよう悟ごの妹と信じて疑わず、狂気の愛に走る少女。彼女はもう、現実とは別の世界に生きているのだ。

　将悟は那な百ゆ合りの肩を揺すって叫んだ。

「柚ゆず璃り奈な！　聞いてるか!?　聞こえたら返事をしろ！」

　那百合は将悟の手を振り払い、一歩後方に飛び退のいた。

「柚璃奈を呼んではいけません！　彼女は将悟お兄さまを破滅させる悪魔の魂です！」

「おい柚璃奈！　出てきてくれ!!」

「わたくしは柚璃奈からお兄さまを守りたいのです。ですからお兄さまも、わたくしが消されないよう守って！」

　どうすればいい？　どうすれば柚璃奈に声が届く？

　必死に、彼女との会話を思い返した。

　将悟を憎む柚璃奈。彼を壊すのだと言っていた柚璃奈。

　そうだ。柚璃奈は言っていた。将悟を憎むことが存在理由だと。

　ならば彼女に憎しみの炎を焚たきつければ、再び呼び戻せるかもしれない！

　将悟は那百合の顔を思いっきり指さした。

「おい柚璃奈、聞いてるか!?　お前ってさ、大根役者だよな!!」

「大根役者……？」

「ヒーローショーの演技とか、まるで見てられなかったぜ！　猿芝居もいいとこだな！　しかもあの衣装、ありゃなんだ!?　あ～んな恥ずかし～格好で人前に出られるとか頭沸いてんじゃねぇか!?　痴女のケがあるんじゃねぇの!?」

　ピシッ、と彼女のこめかみに青筋が立った。

「ちっ……ち……痴女……？」

　握り締めた拳こぶしがプルプル震え始めた。

「みっ……帝野将悟……。あなたにだけは……言われたくなかったわ……」

　キッと目を細め、彼女は将悟を睨にらみつけた。視線だけで人を刺し殺せそうな刺とげ々とげしさだ。

「ゆ、柚璃奈！　戻ってくれたのか!!」

「黙れ痴漢野郎がああぁっ!!」

　振り上げた柚璃奈の指先に、爪つめが鋭く光っていた。



「痛いってぇ……。痴漢野郎はないだろ、痴漢は……」

　中庭のベンチに座り、将悟は引っかかれてヒリヒリする顔をさすりながらボヤいた。

「先に痴女扱いしたのはそっちでしょ!!」

　隣に座る柚璃奈が腹立たしげに怒鳴る。

「柚ゆず璃り奈なを呼び戻すためだってば。――けどよかった。戻ってくれて」

「……聞いてもいいかしら？　今日は何月何日？　最後にあなたに会ってから、どれだけ時間が過ぎたの？」

「覚えてないのか？」

「記憶が途切れているのよ。わたくしが那な百ゆ合りになっている間の……。最後に覚えているのは、ヒーローショーのあと一人で校舎の廊下を歩いていたところまで……」

「ヒーローショーって昨日だぞ。一晩中那百合になってたのか!?」

　柚璃奈は頭痛がするように額ひたいを押さえた。

「わからない……。今までは那百合が現れても、記憶は残っていたのに。那百合の存在が強くなっている。このままでは……この体は、那百合のものになってしまう……」

「だ、大丈夫かよ……？　那百合のものになるって、そんなことあり得るのか？」

「那百合の魂がこれまで以上に帝みかど野の将しよう悟ごを強く求めれば、わたくしは押し潰つぶされ、かき消えてしまう。――何か起きてるの？　教えなさい」

　ひとまず将悟は、現在の状況を柚璃奈に説明した。

　那百合が探偵を使って、雅みやびが将悟と愛しあう妹だという噂うわさを流していること。そして那百合は将悟に、恋人になるよう要求していることを。

「その探偵は、わたくしの母が運営する興信所で雇っている人間ね。わたくしが那百合の人格になっていると知らずに指示を受けたんでしょう」

「お母さんが興信所をやってるのか？」

「母は、以前は小さな芸能事務所を運営していた。かつての檀だん埜の那百合もそこに在籍していたのよ。けれど心を壊して引退を余儀なくされ、母は逃げるように事務所を畳んだ。しばらくして始めた新たな事業が、檀埜探偵事務所というわけよ。有名人のスキャンダルを専門に調査しゴシップ雑誌などに売る興信所ね」

「スキャンダルを専門、か……。なんでまた、そんな仕事を始めたんだろ」

「檀埜那百合が壊れたとき、周囲の人間はあらぬ噂を話したそうよ。そんな彼らに復ふく讐しゆうの念があったのかもね」

　柚璃奈は桜色の携帯電話を取り出し、電話をかけ始めた。

「探偵に今後わたくしの……つまり那百合の指示を聞かないように伝えるわ。それと学園内に撒まいた神かん凪なぎ雅の噂も打ち消す工作をするように」

「助かる……。柚璃奈、お前と協力関係でよかったぜ」

　柚璃奈は返事もせず、すぐに通話先の探偵と会話を始めた。

「……そう。さっき流した神凪雅の噂。あれを打ち消して。理由？　いいでしょ、そんなこと。それと、そのあと当分、わたくしの指示は一切無視しなさい」

　会話を続けるうち、柚璃奈は少しずつ苛いら立だった口調になった。

「『え～』じゃないわよっ！　わたくしのいうことが聞けないの!?」

　電話に向かって怒鳴り散らし、憤慨した様子で通話を切った。

「使えない探偵ね！」

「なんて言ってた？」

「『学園に顔を知られたから当分近づけないっす～』ですって」

　柚ゆず璃り奈なは呆あきれた声で言いながら、携帯電話をセーラー服のポケットに押し込んだ。

「雅みやび、噂うわさに傷ついてるんだ。あいつを守ってやりたいのに……」

「わたくしは別に、神かん凪なぎ雅が噂に苦しもうがどうでもいい。むしろ帝みかど野の将しよう悟ごの悩む顔が見られて喜ばしいくらいだわ」

「あぁそうかよ。お前はそういう立場だもんな」

「覚悟しなさい。これからも那な百ゆ合りは現れ、この体を使って、あらゆる手段であなたの愛を得ようとする」

「俺おれはどんな目に遭わされようと平気だ。那百合より力も強い。だけど雅が今みたいに狙ねらわれたら、どう守ればいい……」

「いい方法があるわ」

「どんなのだ？」

「今ここで死になさい」

「死ねるかっ！」

「女を助けるために死ぬこともできないの？　狭量な男ね」

「あのなぁ……。冗談言ってる場合じゃないんだ」

「割と本気のつもりだけど」

　柚璃奈はベンチから立ち上がり、将悟を見下ろした。

「たとえあなたを殺そうと、わたくしは那百合を守らなければならない」

「那百合を守る……？」

　意外な言葉に、思わず彼女を見上げた。

「柚璃奈が守りたい人って、那百合のことなのか？」

「わたくしは那百合を幻想から目覚めさせたい。那百合は終わることのない芝居を続けているのよ。帝野将悟を愛する妹という役で。その舞台を終わらせたいの」

「終わらない限り、那百合は柚璃奈の中に居続けるんだよな？」

「那百合の演ずるシナリオに、帝野将悟を殺すという筋書きはない。妹が愛する兄を傷つけるなんてありえないから。その筋書きに達したとき、舞台は破は綻たんして終わる。だからわたくしは、この手であなたの社会的生命を奪おうとしてきたの」

　将悟は少し悲しい気分になった。

　柚璃奈とはずっと敵対していた。だけどもっと早く彼女の抱える問題を知っていれば、彼女のために何かできたんじゃないか？　そんな後悔の念を感じてしまう。

「那な百ゆ合りの存在は日に日に強まってるわ。このままでは那百合は、帝みかど野の将しよう悟ごの愛を得るために何をするかわからない。神かん凪なぎ雅みやび以外の女も標的にする。取り返しのつかない犯罪だって引き起こす。もう、わたくしの力では彼女を押さえられないわ」

「どうすればいいんだ？　どうしたら、那百合を止められる？」

「そうね……」

　柚ゆず璃り奈なは少し考え、澄ました顔のまま思いついたように言った。

「わたくしを縛って監禁しなさい」

「……は？」

「全身ロープで縛りつけて、裸で部屋に転がすの。食事と入浴とトイレはあなたの世話。体の自由さえ奪われていれば、那百合が現れても身動きできないわ」

「するかよっ！　ていうかなんで裸!?」

「あなたに着替えさせられるなんて屈辱だから」

「だから冗談言ってる場合じゃないんだってば」

「……割と本気なのだけど」

「割とって、どのくらいだよ」

「三パーセントくらい」

　はぁ、と将悟はため息をついた。

　柚璃奈は意地の悪い微笑を浮かべる。それから真顔に戻った。

「本題よ。一つ方法があるわ。神凪雅を助けて、那百合を止める方法が」

「……今度はなんだ」

「那百合の演ずるシナリオに、帝野将悟を殺すという筋書きはない。逆もしかり、よ。つまり彼女の舞台を終わらせるには、帝野将悟が那百合を殺してもいい」

「俺おれが那百合を殺す……？　お、おい、冗談はやめろって言っただろ」

「本題って言ったでしょ。殺すと言っても、肉体的生命を奪うわけじゃない。わたくしが目指したように、今度はあなたが那百合の社会的生命を奪うの。愛してくれるはずの兄に裏切られ殺されたとき、那百合のお芝居は破は綻たんし、舞台は終わるわ」

「社会的生命って、何をしろってんだよ」

　柚璃奈は顔を近づけた。犯罪をそそのかすような表情だ。

「『檀だん埜の那百合は病んだストーカーだ』――あなたの口から、世の中に暴露するのよ」

「なんだって……？」

「宝ほう生しよう柚璃奈という少女の中に存在する魂は、帝野将悟の妹だと思い込み、狂気の愛に取り憑つかれている……とね。神凪雅の噂うわさを撒まいたのも彼女の狂言。実際に告白大会で、大勢の人間が尋常でない愛の言葉を聞いているわ。ストーカーと言われれば納得されるはず」

「ま、待ってくれ。そりゃ確かに、そんな話が広まったら俺おれも雅みやびも被害者ってことになる。だけど柚ゆず璃り奈なはどうなるんだ」

「ストーカーの魂を抱える二重人格者。そういう目で見られるぞ……って言いたい？」

「そうだ。しかも柚璃奈はかつての有名子役女優だ。あっという間に噂うわさが広がっちまう」

「だからこそ、よ。わたくしの社会的生命を一瞬で奪えるわ。帝みかど野の将しよう悟ごによって宝ほう生しよう柚璃奈は殺される。面白いじゃない？　憎まれていたあなたが、今度は憎む側にまわる」

「那な百ゆ合りだけじゃない。柚璃奈自身まで犠牲になるんだぞ」

「もう、この体は那百合に支配される！　これしか方法がないのよ!!」

「それでも……無理だ。社会的生命を奪えだなんて……」

「甘いわね、帝野将悟。悪になりなさい」

「悪？」

「愛する者を守るためには、誰だれかを破壊することも必要なのよ」

「……柚璃奈らしい言葉だな」

　柚璃奈は周囲の校舎を見上げ、古い校舎の方角で目を止めた。

「あの校舎に放送設備があるわよね。今から放送室を借りて、校内放送でわたくしの正体について話すのよ。一瞬でわたくしの話が全校に広まるわ」

「あそこは今日、鍵かぎがかけられてる」

「借りてきて。職員室にあるでしょ？」

「……断ったら？」

　柚璃奈はポケットから小さな黄色い棒状のものを取り出して将悟の腹に突きつけた。キキキと金具の音を立て、鈍い銀色の刃を出す。大きめのカッターナイフだ。

「これは那百合が持ち出していたものね。彼女はこの刃を神かん凪なぎ雅に向けるつもりかもしれない。防ぎたければ、那百合を殺すことよ」

「あ……危ないだろ。しまおうぜ。な？」

「取り押さえようとしても無駄よ。わたくしが刃物を振りまわして声を上げれば、それだけでストーカー認定確実。――それも手っ取り早くていいわね。試してみる？」

　冗談めかした言葉とは裏腹に、柚璃奈の目には余裕がなかった。焦燥すら感じた。

「わたくしには時間がないのよ。さぁ早く」

　あなたに選択肢など与えない。そう言ってるように見えた。



　　　　§



　十数分後、将悟と柚璃奈は、古い校舎の三階にある放送室にいた。部屋も狭く、設備も古いものだ。しかし機器自体は今も使用できる。電源を入れると、大きな横長の放送機器に黄や緑の四角いランプがいくつも点灯した。

　いつの間にか、時間はもう昼だ。窓の外から秋めいた九月の陽ひが柔らかく射し込み、室内に日だまりを作っている。

　機器の中央に細長いマイクが伸びていた。将しよう悟ごはその前に立ち、スイッチに人差し指を触れていた。押せば、マイクを通じて校内放送ができる。

　すぐ後ろに柚ゆず璃り奈なが立ち、将悟の背にカッターナイフを突きつけていた。

　今から将悟は、全校生徒に向かって那な百ゆ合りを……柚璃奈を告発しなければならない。将悟に歪ゆがんだ愛を向け、雅みやびを苦しめるストーカーとして。

「せめてこんな形じゃなくて、警察にストーカー被害で訴えるとかさ……」

「そんな甘さでは那百合は殺せない！　大勢の前で無残に蹂じゆう躙りんしなければね!!」

　柚璃奈はカッターの刃を押しつけた。制服の布地越しに、背中に尖とがった感触が触れる。

　将悟はスイッチに触れた指に力を込め、また力を抜いた。

　押そうとして押せず、また押そうとして押せない。そんな動作を何度も繰り返した。

「……理解できないわ。何をためらっているの？　那百合に言い寄られたいの？」

「俺おれがためらっているのは柚璃奈だ。那百合っていう一部の魂のために、柚璃奈自身まで社会的に抹殺されるなんて理不尽すぎる。俺に、そんな手は下せないよ……」

「わたくしを救いたければ、那百合を救うしかないわ」

「それは、わかってるけど……」

　ふん、と柚璃奈は鼻を鳴らした。何がわかってるんだ、と言いたそうに。

　将悟はスイッチから指を離し、柚璃奈の正面に向き直った。

「俺は、柚璃奈を殺せない。だからお前が俺を殺せ。そのナイフで」

「……正気？」

　これは将悟の賭かけだった。

　柚璃奈が本当にカッターナイフで将悟を殺そうとするのか、それとも、一線を越える前に踏みとどまって、別な道を探してくれるのか。

　もちろん将悟も命を捨てるつもりはない。カッターナイフなら簡単には死なないだろうけど、彼女が本気で襲ってきたら抵抗するしかない。

　そのときはもう、将悟に柚璃奈を救う道はない。

　それでも将悟は賭けた。このまま柚璃奈を抹殺するなどということはできなかった。

「いいわ」

　と、柚璃奈は感情もなく言った。

「なら殺してあげる」

　刃先を将悟の腹に向け、両手で構えた。

　――俺には、救えないのか……。

　その瞬間、将しよう悟ごは悟った。

　避けられなければ、腹部へ一刺しが下されるのを覚悟した。

「…………くそっ！」

　腹筋に力を込め、床を蹴けって横へ飛び退のこうとした。

　しかし……柚ゆず璃り奈なは動かなかった。構えたカッターナイフを突き出さなかった。

　柚璃奈の体が固められたように止まり、小刻みに震えていた。歯を食いしばり、立っているだけで精せい一いつ杯ぱいの様子で、必死に何かに耐えている。

「く……ぅ……」

　彼女の手からカッターナイフが落ちた。ふらついた足に蹴られ、カッターは乾いた音を立てて壁まで転がっていく。

　二歩、三歩と後退し、柚璃奈は両手で頭を抱えた。

「うっ……ううっ……！」

　床にひざをつき、続いて手をついた。ポケットからゴトッと携帯電話が落ちた。

　嘔おう吐とするほど苦しそうに、柚璃奈は呻うめきながら激しく頭を振った。切りそろえた髪が、嵐あらしになびく草木のように振り乱れた。

「柚璃奈……どうした!?」

　将悟は屈かがんで彼女の肩を揺すった。

「な……ゆり……。那な百ゆ合りが……抵抗して……る……。あなたを殺させないって……」

「しっかりしろ！　那百合が現れそうなのか!?」

「那百合が……あなたを求めて……出ようとしているの……」

　柚璃奈は救いを求めるように、将悟に向かって腕を伸ばした。彼女のけいれんする腕を取り、力づけようと握り締める。

「く……うっ！」

　ぐったりと力が抜け、柚璃奈は将悟の腕の中にくずおれた。額ひたいに汗を掻かき、大きく口を開けてはぁはぁと荒い息を吐いている。熱に浮かされたように顔が赤い。

　苦しそうに息をしながら、柚璃奈は薄目を開けて、将悟を見上げた。

「あなたを殺せる力も残ってないなんて……。とうとう、わたくしの存在理由が……失われたのかしらね……」

「静かにしてろ！　すぐ保健の先生呼ぶから、少し休め」

　将悟はポケットから携帯電話を取り出した。しかし拒否するように、柚璃奈は弱々しい手で彼の腕を押さえた。

「無駄よ……。もう……わたくしは……消えるから……」

「消える？　何を言ってるんだ」

「教えたでしょ……。帝みかど野の将悟を憎むことが存在理由だと……。あなたを憎む力のないわたくしに、存在する価値はないわ……」

「だったら憎め！　俺おれのことをいくらでも罵ののしれ！　その足で踏みつけろよ!!」

「お願い……。もう、わたくしは那な百ゆ合りを守れない……。彼女を……助けてあげて……」

「わ、わかった。お前が那百合になってる間、なんとか彼女の面倒を見られるようにする。心配するな。すぐに柚ゆず璃り奈なを呼び戻してやるからな。だろ、この大根役者！」

　ふふ、と柚璃奈は口の端を曲げて冷笑した。

「あなたって本当に……バカなのね……。何も……わかっていない……」

「わかってないなら、今度柚璃奈が戻ったときに根掘り葉掘り聞いてやるよ！」

「どうしてわたくしが……那百合を守ろうとしているか……知ってる……？」

「それは、那百合も柚璃奈の魂の一部だからだろ？」

　柚璃奈は力なくほほ笑み、首を小さく横に振った。

「わたくしは……最初から……那百合を守るために…………生まれたの……」

　一瞬、言葉の意味がわからなかった。

　――那百合を守るために……生まれた……？

「な、何を言ってるんだ？　それじゃ那百合のほうが本物みたいじゃないか……」

　言った瞬間、頭に電流が流れた。目を見開いて彼女の顔を見た。

　その一瞬で彼女の言葉の意味を理解した。

　柚璃奈を抱える腕が、静かに震え出した。

「まさか、まさか……きみの本当の魂は……」

「やっと気づいたの……。そうよ……」

　ずっと思っていた。温厚なジキル博士の中から残忍なハイド氏が生まれたように、柚璃奈の魂の中に那百合という異質な人格が生み出されたのだと。

「那百合がジキル、わたくしがハイド……」

　それは完全に、逆だった。

「那百合を名乗る魂こそ……この宝ほう生しよう柚璃奈という娘が誕生した瞬間から宿っていた……本当の魂」

　柚璃奈の声は、少しずつ弱く、小さくなっていた。

「わたくしは壊れた彼女の魂を守るため、生まれた存在……」

「そんな……う、嘘うそ……だろ……？」

「あなたのせいで……ずいぶん長く存在して……しまったわ……。ふふ、楽し……かった……わよ……」

　声はかすれ、最後はよく聞き取れなかった。

「…………さよう……なら」

　最後につぶやき、まるで息絶えるかのように、柚璃奈の目は静かに閉じた。

「柚ゆず璃り奈な！　おい柚璃奈！　返事をしろ!!」

　呼びかけ、叫び、彼女のほおを叩たたいた。

　それでも柚璃奈は答えなかった。電池の切れた人形のように、微動だにしなかった。

「消え……ちまったのか……？」

　彼女は何も言わなくなった。沈黙してからも、将しよう悟ごはその体を抱えていた。

「柚璃奈……。少しはわかり合えたと思ったのに……俺おれは最後まで、何も知らないままだったのかよ……」

　悲しくて悔しかった。ずっとうつむいたまま、無力感を噛かみ締めていた。

　彼女の腕が、のっそりと動いた。

　将悟の肩に手をかけ、首を垂らしながら、寝起きのような憂ゆう鬱うつさで重そうに体を起こす。

　目を開きながら、将悟の前にひざ立ちになって彼を見た。

「将悟お兄さま……。よかった……。無事だったのですね」

　彼女……那な百ゆ合りは嬉うれしそうに笑顔を浮かべた。

「もう、お兄さまを破滅させようとする悪い柚璃奈は消えました。よかった……。最後までお兄さまを守ることができて……」

　将悟を見下ろしながら、両腕で彼の頭を愛いとおしむように抱える。

「わたくしは、お兄さまを守ります。わたくしたちの愛を裂こうとする人間は、みーんな懲らしめてあげますから」

　終わらない芝居を続けている少女。

　かわいそうで、哀あわれで、美しくも壊れた人形のような少女。

　那百合は恥ずかしそうにほおを赤らめ、狭い放送室を見まわした。

「将悟お兄さまったら、こんな場所に連れ込んで、わたくしと秘密の愛を楽しみたいのですね？　恥ずかしいですけど、お兄さまが望むのでしたらどこででも……」

「……一人に、してくれないか」

　言うと、那百合の動きがピタリと止まった。

　彼女は黙って見つめた。視線が少し睨にらむように鋭くなる。

「今日の告白大会でのお返事、楽しみにしていますからね」

　那百合は黒いセーラー服についたホコリをはたきながら立ち上がった。

　それからしばらくの間、将悟の前に立ち尽くしていた。

　やがて諦あきらめたように歩き出し、廊下へと出る。足音が遠ざかっていった。

　ぼんやりと床を見ていた将悟は、ふと気がついた。

　床に桜色の携帯電話が落ちている。柚璃奈の忘れ形見のように。

「返してやらないとな……」

　静かに拾ってズボンのポケットにしまうと、将悟は立ち上がった。

　もう、那な百ゆ合りを止める者はいない。

　――守らないと。雅みやびを。そして那百合を……。

　放送室の正面に目を向けた。古い放送設備に、細長いマイクが立っている。

　将しよう悟ごはマイクの前に歩き、スイッチに人差し指を触れた。

　柚ゆず璃り奈ながいなくなった今、彼自身の手で那百合を抹殺しなければならない。

　大勢の前で那百合の壊れた魂を暴露し、彼女の愛を裏切らなければならない。

　那百合の終わらない舞台を、終わらせなければならない。

　愛する者を守るためには、誰だれかを破壊することも必要なんだ……。

　将悟はマイクのスイッチを入れた――。

　ほぼ同時に、ピンポンパンポーンと校内放送の合図が響き渡る。

「あれ？」

　スイッチを押したのに、正面にあるマイクは通じていない。どうやら別の誰かが先に校内放送を始めたらしい。

　苛いら立だちと安あん堵どが交じった気分で、誰かの校内放送が流れるのを待った。

『文化祭準備委員会よりお知らせします』

　と壁のスピーカーから声が響いた。よく知っている声だった。

「心こ乃の枝えが放送してるのか……」

　思わず、彼女の声が流れるスピーカーを見上げた。

『今、学校内にある女の子の噂うわさが流れています。帝みかど野の将悟さんの妹だという噂です』

　――あの噂のこと、わざわざ話してるのか。

　噂に惑まどわされないよう、呼びかけてるのかもしれない。

　だが聞こえてきたのは、注意の呼びかけなどではなかった。

『あの噂を流したのは……わたしなんです。わたしが……鶴つる眞ま心乃枝が、将悟さんと仲良くしてる女の子に嫉しつ妬として、ジャマしたくて、あんな嘘うそを広めたんです……。わたしが全部悪いんです……。ごめんなさい……』

　プツッとノイズ音を響かせて、放送は途切れた。

「な、何を言ってるんだ、心乃枝……？」

　足が震えた。体に力が入らなかった。

　噂を広めたのはあの探偵で、指示をしたのは那百合じゃないか……。

　なんで心乃枝があんな嘘をつく……？　それも全校生徒に向かって……。

　将悟は呆ぼう然ぜんとスピーカーを見つめていた。その向こうにいる心乃枝を見つめようとした。

　けれど古い校舎のスピーカーは、ただ沈黙しているだけだった。



    

  
    
      

５章　妹の魂





　将しよう悟ごは文化祭で賑にぎわう校内を駆けまわった。

　――心こ乃の枝え、どこだ。どこにいる……。

　新校舎の放送室には、彼女はもういなかった。放送室にいた放送部員に話を聞くと、心乃枝は準備委員会のお知らせを放送したいと言ってマイクを借り、突然あの放送をしたらしい。そして放送後、謝りながら放送室から駆け去ったのだという。

「将悟!!」

　屋内プールの近くを捜していたとき、雅みやびの呼ぶ声がした。

　クレープ店から出てきた彼女が、将悟を見つけて駆け寄ったのだ。続いて、雅に付き添っていた芽め依いも彼の前に来た。

「さっきの放送、何……？　なんで鶴つる眞まさんが……」

「俺おれにはさっぱりだよ……。雅、何か知らないか？」

「知らないわよっ！　突然放送が聞こえて、ポカンってしたんだから！」

「嵯さ峨が良らセンパイも……何も聞いてませんよね？」

「寝耳に水だぞ。おそらく、鶴眞が独断で行動したんだ」

「心乃枝、なんであんなことを言ったんだ……」

「あたしを助けようとしたのかも……。あたしがヘンな噂うわさに悩んでたから、全部鶴眞さんの嘘うそってことにしたんだよ……」

　思いもかけない展開に、雅は戸惑い、悲しんでいるようだった。こんな形で助けられても、少しも嬉うれしそうな顔じゃなかった。

「とにかく俺は心乃枝を捜す。嵯峨良センパイ、雅をお願いします！」

　二人をあとにして、将悟は再び走り出した。



　そして捜しまわり、将悟は裏庭にやって来た。ゴミ集積場のそばにある、人のいない場所だ。心乃枝は学園の外塀によりかかって、ポツンと木こ立だちに隠れるように立っていた。

「心乃枝！」

　駆けつけた将悟が叫ぶと、彼女は力なく顔を上げて振り向いた。

「こんなところにいたのか。隠れてるみたいだぞ」

「わたし、神かん凪なぎさんを苦しめた犯人ですから……」

「なんであんな放送をしたんだ!?　心乃枝は雅を苦しめてない。噂なんか撒まいてない!!　なのにどうして……」

　心こ乃の枝えのまぶたが震え、黒いまつげが今にも崩れそうに揺れた。

　その目の端に、じわじわと涙があふれ出す。

「神かん凪なぎさんが……将しよう悟ごさんが……苦しんでたから……」

　一筋、二筋と涙が左右のほおを伝い落ちた。

「だから……助けなきゃって……。う……ううぅっ……」

　心乃枝は両手で顔を覆い、肩を震わせた。

「あんなことを言ったら、今度は心乃枝がみんなに噂うわさされるじゃないか」

「それで……いいんです……」

「どうして!?　もう学校内で俺おれたちと、一緒に過ごせなくなるんだぞ!?」

　将悟は心乃枝の肩にそっと手を置いた。

「心乃枝、誤解を解こう」

「そうしたら、また神凪さん、苦しんじゃうじゃないですか……。わたし、将悟さんの役に、立てなくなっちゃいます……」

「俺は役に立ってもらうより、一緒にいたい。昔の事故での恩返しとかじゃなく、今、一緒にいたいんだよ」

　心乃枝の顔を見つめ、語りかけるように口を開いた。

　ずっと言えないでいた言葉が、今は自然とわいて出た。

「俺は、心乃枝のことが……」

　目を伏せている彼女を見つめ、言った。

「好……」

　言い終わるより早く、フタをするように、心乃枝の二本の指が将悟の唇を押さえた。

　押さえたまま彼女は首を横に振り、涙にきらめく目を向ける。

「わかって……ます……。将悟さんの気持ち……すごく……伝わってます……。将悟さんが誰だれに告白するつもりなのか……ずっと……気づいてました」

　涙を浮かべながらほほ笑み、心乃枝は指を離した。

「どうして、気づかないふりなんて……」

「わたしには……資格がないんです。わたしのせいで、将悟さんの子供時代の思い出を失わせてしまいました。だから……だからその埋め合わせができるまで、わたしには、資格がないんです……」

　将悟は何も言えなかった。

　思い出なんてこれから作ればいい。過去の贖しよく罪ざいなんて必要ない。

　いくらそんなふうに伝えても、心乃枝の中の罪悪感は消えないような気がした。

「将悟さん。神凪さんを、守ってあげてくださいね」

　心こ乃の枝えはペコリと頭を下げ、静かに歩き出した。

　将しよう悟ごの横を通り過ぎ、背を向けて立ち去る。

「い、行かないでくれ、心乃枝……」

　将悟は立ち尽くしたまま、離れていく彼女の背に呼びかけるしかできない。

　……だが、心乃枝が遠く小さくなったとき、彼女の足が止まった。

　近くにある木の陰から、一人の少女が現れた。

　黒い髪とセーラー服のスカートを微風に揺らし、まっすぐ心乃枝を見つめていた。

「わたくしと将悟お兄さまの愛を妨害するのは、あなた？」

　おそらく、さっきの校内放送に引き寄せられたのだろう。

　那な百ゆ合りは見下すような視線を向けていた。敵対者を見る目ではない。目障りな障害物を排除しようとする目だ。

「妨害なんてしません。わたしは、将悟さんを守りたいだけです。昔、わたしを守ってくれたみたいに」

「やめろ心乃枝！　答えても無駄だ！　その娘こは柚ゆず璃り奈なじゃない！」

　将悟は叫び、二人の間に割って入ろうと駆け出した。

　同時に那百合も動き出した。揺らめく風のように心乃枝ににじり寄り、セーラー服のポケットに手を入れる。出した手には、黄色い柄のカッターナイフが握られていた。

「しまった……！　放送室に取りに戻ってたのか！」

　回収し忘れたことを後悔しても遅い。那百合はカッターの柄で親指を滑らせ、キキキと金具の音を響かせながら、鈍い銀色の刃を長く伸ばした。

「わたくしの愛を妨害する者は罰してやる!!」

　那百合は心乃枝の正面に立ち、カッターを持った手を大きく振り上げる。刃の先が陽光を鋭く反射した。

「心乃枝っ、逃げろっ!!」

　将悟は地面を蹴けって飛び、二人の間に割りこんだ。

　那百合の腕が斜め下に大きく振り下ろされ、刃の光が三日月のような弧を描いた。

「ぐ……うっ！」

　次の瞬間、将悟の足がふらついた。構えた左腕に鋭い痛みが走る。斜めに真紅の線が走っていた。滲にじみ出た血の滴しずくがポタポタと数滴落ちた。

「将悟さんっ!?」

　心乃枝が将悟の両肩を押さえ、力が抜けて崩れそうな彼を支えた。

　将悟は震える左腕を押さえ、倒れないよう必死に地面を踏みしめる。

「だ……大丈夫……かすった……だけだ……」

　那百合は一歩後ずさった。傷ついた将悟を見下ろし、信じられない光景を見るかのような目でわなないていた。

「わたくしが……お兄さまを傷つけた……？　将しよう悟ごお兄さまを……殺そうとした……？」

　恐怖にも似た表情を浮かべ、二歩、三歩と後ずさる。カッターを持つ手は力なく垂れ下がり、顔は青ざめていた。

「違う……嘘うそ……わたくしが、お兄さまを殺すはずがない……。愛する将悟お兄さまを、傷つけるわけがない……」

　那な百ゆ合りは首を何度も何度も左右に振り続けた。

　否定するように、何も信じたくないように。

「違う……違う違う違うっ!!　嘘よ！　嘘、嘘っ!!　お兄さまじゃない！　あなたは将悟お兄さまじゃないっ！」

「そうだ……。俺おれは……きみの兄じゃない……」

　将悟は那百合の前に歩きながら、諭すように言う。

　だが彼女の目に、再び憎しみの色が宿った。彼女は将悟を睨にらみつけ、カッターナイフを振り上げる。

　危険を察知し、将悟はすぐ後ろにいた心こ乃の枝えを突き飛ばした。

「きゃっ！」

　心乃枝は数歩後方によろめいて尻しりもちをつく。



    

  
    
      



    

  
    
      　同時に、那な百ゆ合りは体当たりして将しよう悟ごを地面に押し倒した。

　馬乗りになり、左手で彼の肩を押しつけた。振り上げた右手にはカッターが握られている。刀のように伸ばした刃の先が、将悟の首筋を捕らえていた。

「誰だれ……偽のお兄さまになって、わたくしを騙だますのは、誰……？」

「那百合、気づいてくれ。きみには、お兄さまはいない。きみは誰の妹でもないんだ！」

「違うっ!!　わたくしはお兄さまを愛した！　お父さまの別荘で二人で過ごした！　一緒に、チェスをして遊んだ!!」

「別荘……？　チェス……？」

「偽の将悟お兄さまなど……壊してやる……っ!!」

「俺おれが偽物なら、本物の帝みかど野の将悟はどこにいる!?」

「だ……黙れっ!!」

　那百合はまっすぐカッターの刃を下に向けたまま、腕を振り下ろした。

「やめてえええぇっ!!」

　心こ乃の枝えの悲鳴が響き渡る。

　刃が首をえぐる直前、将悟の両手が那百合の手首をつかんだ。振り下ろされた腕が止まり、カッターナイフの刃が宙で震えている。

「教えてくれ、那百合……。どうして、俺の妹だって思うんだ……」

「わたくしは……将悟お兄さまを……愛していたから……」

「でも、俺を傷つけてる……。憎んでるじゃないか……」

「わたくしは……お兄さまを殺そうとした……」

　那百合の口から嗚お咽えつが漏れ出す。

「う……うぅっ……。お兄さまじゃ…………ない……」

　彼女の目から涙がこぼれ落ちた。

　手から力が抜け、握っていたカッターナイフが将悟の首のすぐ近くに落下した。刃の先から地面に当たり、根元からポキリと折れる。

「わたくしは…………お兄さまの……妹じゃ…………ない…………」

　消え入るような声でつぶやきながら、絶望に満ちた顔で深々と頭を垂れた。

　卵を壊してしまった親鳥のように、救われることのない悲しみに沈んだ目をしていた。

「いや……。いや、いや、いや……いやいやいやいや……」

　ポロポロと涙の滴しずくをこぼし、那百合は鼻の頭まで真まっ赤かになりながら首がもげそうなほどに振り乱し……

「いやああああああああぁっ!!」

　天に向かって、悲痛な叫び声の尾を引かせた。

「ぐ……っ!?」

　次の瞬間、那な百ゆ合りは目を見開いて全身を硬直させた。

　直後、気絶したように上半身がぐらつき、将しよう悟ごの体に倒れかかってくる。どさ、と彼の体が細身の少女を受け止めた。

「将悟くん！　無事かい!?　遅くなってすまない！」

　いつの間にか那百合の背後に忍び寄っていたらしい。衣い楠くすが手刀を構えていた。

「衣楠……来てくれたのか」

　衣楠の向こうには、凜りん香かと愛ま菜なも立っていた。

　その後ろには芽め依いと、その隣に立つ雅みやびもいる。

　みんな心配そうな顔で将悟たちを見つめていた。
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「痛いてっ……てててっ……」

　ペットボトルから流れ出す水が左腕の傷口に染みて、将悟は声を上げた。生徒会室の椅い子すに座りながら、足でパタパタと床を叩たたいてしまう。

「ほら帝みかど野のセンパイ、情けない声を出さないでください」

　将悟の前に座る凜香が文句を言って、手の甲をピシャッと叩いた。

「だって染みるし……」

「だってじゃありません。子供ですか」

　凜香は水道水を入れたペットボトルと床に置いたバケツを横にどけると、救急箱から大きな傷当てパッドを出して傷口にかぶせた。テーピングテープで固定すると応急処置は完了だ。彼女は救急箱を閉じて、生徒会室の棚に戻した。

「病院へ行かなくていいのですか？」

「ありがとう。血も止まったし、大した傷じゃないよ。とりあえずこれで様子を見るさ」

「化か膿のうするようでしたら、お医者さまの検診を受けてくださいね」

　心配そうな凜香にもう一度礼を言い、将悟は椅子から立ち上がった。

　生徒会室には衣楠と芽依、そして雅もいる。雅は黙って元気なくうつむいていた。

　心こ乃の枝えはいなかった。衣楠たちが助けに来てくれたあと、一人で去ってしまった。追いかけたかったけど、傷の手当てをするため凜香に引き止められたのだ。

「心乃枝……どこにいるんだろ……」

　将悟がつぶやくと、芽依が小さく首を横に振った。

「一人にしといてやれ。追ってばかりの男は嫌われるぞ～」

　将悟はうなずいた。今心乃枝を見つけても、さっきと同じ結果になるだけだ。

　生徒会室の戸を開けて、愛菜が入って来た。気を失って保健室に運ばれた那百合を見ていてくれたのだ。

「天てん導どう会長、柚ゆず璃り奈なの様子どうだった？」

「保健室のベッドでスピ～って寝てるよ～。今、小こ都と里り先生が付き添ってくれてるの。なんか寝言つぶやいてて、夢でも見てるのかな？」

「小都里先生、怪しんでたかな？」

「何も言ってないよ～。将しよう悟ごくんが頼んだとおり、柚璃奈ちゃんは体調不良で気絶したって説明してあるから」

「いいのですか？」

　凜りん香かが腕を組みながら聞いた。

「帝みかど野のセンパイがどうしてもと言うから、黙っておりますが……。宝ほう生しようさんのこと、学校側にも説明すべきですわ。今後もこのようなストーカー行為を続けるのであれば、生徒会としても見逃せません」

「そうだな……。もちろんそのとおりだ。これからも彼女が危険な行動に出るなら、対処しなきゃ。――ただその前に、一度彼女と話がしたいんだよ」

　将悟は黙って一同を見まわした。

「柚璃奈は……ちょっと特殊な女の子なんだ」

　将悟は彼女の秘密を話した。話さなければ、彼女はみんなに誤解されたままだから。

　彼女は自らを檀だん埜の那な百ゆ合りと名乗り、将悟を愛する妹だと思い込んでいること。そんな彼女を守っていたのが、今まで表に現れて、柚璃奈自身の名を名乗った魂であったこと。

　その『柚璃奈』の魂は、もういなくなったこと……。

「柚璃奈は最後に言ったんだ。那百合を助けてほしいって」

　話し終わると、しばらくの間沈黙が流れた。

「愛ま菜な、また柚璃奈ちゃんの様子見てくるね～」

　沈黙から逃れるように、愛菜が再び生徒会室を出ていく。

　次に口を開いたのは、雅みやびだった。

「あの子……叫んでたよね。別荘で二人で過ごしたとか、チェスで遊んだとか。なんでそれが将悟の妹の思い出になるの？　あたし、別荘もチェスも全然知らないよ」

　将悟は夏の臨海学校で見つけた、昔の熊くま五ご郎ろうの別荘を思い浮かべた。

　十年以上前、熊五郎は海辺の人里離れた山中に、秘密の別荘を持っていた。そこでは小さな女の子と、その母親らしき女性が暮らしていたらしい。

　そして将悟の失われた記憶の断片には、あの別荘の子供部屋で同い年くらいの女の子と、動物型の駒こまのチェスで遊んだ記憶がある……。

「あたし……本当に将悟の妹……だよね……」

　雅が不安そうにつぶやいた。

「何を言うんだ。帝みかど野の熊くま五ご郎ろうが雅みやびのお父さんに渡した養育費って証拠があるじゃないか。俺おれも父さんの特注封筒に入った札束の写真を確認したんだし」

「だけど、あたし認めてもらってない。将しよう悟ごしか、あたしを妹だって……家族だって言ってくれない！」

「それは、俺の母さん、父さんの娘と聞くと激怒するから……まだ言えないんだよ。母さんは父さんに裏切られた立場だからさ、受け入れられるまで時間がかかるんだ」

「じゃあ、あたしはずっと将悟の妹だって言えないの!?　ヘンな噂うわさされても、言い返すことも許されないの!?」

「ずっと続くわけじゃない。いずれ、みんなが雅の立場を理解してくれる日が……」

「いずれって、いつよ!?　……将悟に告白された子は、恋人だって堂々と言える。でもあたしは、将悟の妹なんだって、堂々と言えない……」

　悔しさを噛かみ締めるような声でつぶやき、雅は少しの間、口を閉じた。

　そして顔を上げた。決意を秘めたような目をしていた。

「決めたの。あたしが将悟の妹だって、みんなに伝える」

「伝えるって、ちょっと待ってくれ！　そんなことしたら噂が広まって……」

「もう広まってるじゃん！　そんなに熊五郎さんのスキャンダルが怖いの？」

「父さんじゃない。雅自身が心配なんだ。ゴシップ記者たちが、雅や雅の母さんの過去を暴き立てるかもしれない。人の興味を煽あおるように、あることないこと勝手な憶測を書かれる恐れだってあるんだぞ！」

「それがどうしたのよ。知らない人たちが勝手なこと言ったって、気にしないわよ。今みたいに、学校の友だちに噂されるほうがよっぽど悲しい……」

「気持ちは、わかるけど……」

「だったら、あたしからゴシップ雑誌に乗り込んでやるわ。あたしのこと全部、こっちから話してやるんだから！　それなら憶測なんかされないでしょ！」

「まっ、待て、そりゃいくらなんでも無茶だっ!!」

「無茶も粗茶も抹茶もないわっ。あたし決めたから!!」

　雅の気持ちは理解できる。将悟だって、堂々と世の中に二人の関係を知らせたい。

　しかしその関係を、世の中が好意的に迎えてくれるとは限らない。

　世の中に嫌な噂が振りまかれたとき、彼女を傷つけずに守りきれるか自信がなかった。

「ボクは認められない」

　黙っていた衣い楠くすが、雅の前に立った。

「帝野グループを脅おびやかす可能性のあるものは事前に排除する。どんなに小さなスキャンダルであってもだ。それがボクの役目だからね。――悪いが神かん凪なぎくんが妹だという情報を公表するのは控えてくれたまえ」

　雅みやびは負けじと衣い楠くすを見返した。

「控えなかったらどうすんのよ？」

　衣楠は眉まゆ一つ動かさず、制服の内ポケットに手を入れた。

「その場合はやむを得ない。ボクの特製の薬品を使用して、一日中ヨダレを垂らして口が痺しびれる体に……」

「待て待て待てってば、二人とも！」

　将しよう悟ごは雅と衣楠の間に割って入った。

「お前たちがケンカしてるとこなんか見たくないぞ！　落ち着いてくれ」

「将悟はどっちの味方なの!?」

「こればかりは将悟くんの頼みでも聞けないよ」

　二人に挟まれ、将悟は悩んだ。

　雅の立場もわかる。衣楠の立場もわかる。

　だのに、二人の立場は両立しない。どうすればいいのか……。

　将悟は考えた。この場の皆が注目する中、一人で考え続けた。

「雅……。本当に話してもいいのか？　帝みかど野の熊くま五ご郎ろうの愛人の娘、なんて嫌味を言うやつが出るかもしれないんだぞ」

「いいわ。それが何よ。あたしの人生に関係ないじゃん」

　考えてるんだか考えてないんだか。でも、雅の決意はもう揺らぐことはなさそうだ。

　長い時間悩み続けた末に、将悟は結論を出した。

「雅のことを、みんなに話そう」

　それしかなかった。もう噂うわさは流れてしまった。今回は消えても、またこんな噂が流れるかもしれない。それじゃ、いつまでもビクビクし続けなければならない。

「将悟……！」

「将悟くん、本気かい!?」

　雅の顔が希望に輝き、衣楠の顔は苦渋の色が浮かんだ。

「ただし雅、ゴシップ雑誌に話すのはダメだ。彼らが、雅の主張を正しく報道してくれるとは限らない。――それに堂々とするなら、徹底的に堂々としてやろうぜ」

「徹底的にって、どうやるの？」

「俺おれの母さん……帝野グループ現社長・帝野鹿か野の子この口から、雅のことを説明してもらうのさ。母さんはよくインタビューを受けている。そういうときに、俺たち兄妹のことを話してもらうんだ」

「鹿野子氏が認めると思うのかい？」

　衣楠が疑い深げな顔で聞く。

「ま、一筋縄じゃいかねぇだろうな。相当怒鳴られることは覚悟しないと。――だけど社長自ら認めた結果なら、衣い楠くすだって異論はないだろ？」

「それが将しよう悟ごくんの決意かい？」

「そうだ」

　衣楠は小さく息を吐き、肩を落とした。

「……どうやらボクの説得など聞かなさそうだね」

「迷惑かけて悪い。衣楠」

　将悟は頭を下げながら彼女の手を握った。

「あ、謝ることはないさ」

　なぜかほおを赤くして視線を反らす衣楠である。

「しかたない。鹿か野の子こ氏を説得してみたまえ。しかしそれが不可能である限り、ボクは秘密を明かすことに反対し続けるよ」

「わかった。――雅みやび、母さんに家族だって認めさせようぜ」

「あたしからも鹿野子さんにお願いする」

「よし、二人でがんばろうぜ！　っと、その前にクレープの実演販売もな！」

「うん！」

　吹っ切れたように元気よく、雅はうなずいた。

　隣では芽め依いが、ちょっと拗すねたように口を尖とがらせている。

「……嵯さ峨が良らセンパイ？　どうしました？」

「わたしの役割がないではないか。帝みかど野の、おいしいとこばかり持って行くんじゃないっ」

「お、おいしくないですってば」

「こうなったら、わたしの店でもクレープ焼いてやるからなっ！　『いもうとのお手焼きくれ～ぷ』をメニューに追加してやるっ。神かん凪なぎ！　今からお前の店とはライバルだっ！」

「文化祭今日で最後なのにっ!?」

　生徒会室が賑にぎやかになったところで、凜りん香かがポンと手を叩たたいた。

「みなさん。もう午後ですわよ。いつまでも生徒会室にこもらず、積極的に文化祭に参加して己を高めませんと。……あら？」

　凜香の携帯が鳴った。

　愛ま菜なからの電話らしい。凜香は通話を切ると、将悟を見た。

「宝ほう生しようさんが目を覚ましたそうです。落ち着いた様子だと言ってますわ」

　聞いて、雅がちょっと心配そうな顔に戻った。

「将悟。もうすぐ告白大会の返事するんでしょ？　宝生さんになんて答えるの？」

「まずは彼女と話してみるよ。さっきのことで、何か変わったかもしれない」

「将悟のこと、信じてるから。これ以上、鶴つる眞まさんを泣かさないでよ」

「そうだな。これ以上泣かせたら、俺おれ、心こ乃の枝えに頭が上がらなくなっちまう」

　生徒会室にいた一同は廊下に出た。

　雅みやびや芽め依いはそれぞれの店に戻っていく。衣い楠くすは噂うわさが広まらないか、監視の続きだ。凜りん香かは校内風紀の取り締まりに張り切っている。

　そして将しよう悟ごは一人、保健室の方向に足を向けて歩き出した。



　一階の保健室に向かって階段の踊り場に差し掛かったとき、聞き慣れない着信音が鳴った。近くに人はいない。

　足を止めてよく聞くと、鳴っているのは将悟のズボンのポケットだ。

　そうだ、柚ゆず璃り奈なの携帯を拾っていた。ポケットから桜色の携帯電話を取り出した。

　フタを開けると、液晶画面には『非通知着信』と表示されている。

　出たものか少し迷った。だが、あの探偵からの連絡かもしれない。

　様子を探るため、通話のボタンを押して無言のまま受話器を耳に当てた。

　相手もしばらく声を出さなかった。

　やがて吹きかかる息の音が聞こえ……

「ふうちゃん……」

　と、声がした。押し殺した少女の声だった。語りかけているようにも聞こえた。

「え、何……？」

　予想外の相手に、思わず返事をしてしまった。

　すると電話の向こうから、ハッと驚いた気配が伝わってくる。

　直後、通話は切れた。ツーという回線音だけが聞こえる。

　――なんだ……？　今の……。

　聞き覚えのある声の気もするが、誰だれだかわからない。

「ふうちゃん……？」

　口にした瞬間、将悟の脳の奥底にズキ……と、鈍い痛みが走った。額ひたいを押さえ、痛みに耐えるように目を閉じた。

　ふうちゃん……と、呼びかける声が頭の中に小さく響いた。幼い将悟の声に聞こえる。話しかける向こうに、幼い女の子の輪郭が見えた……ような気がした。

　鈍い痛みはすぐに去った。幼い声も女の子の姿も消えてしまった。

　――なんなんだ……？

　将悟は呼吸を落ち着かせ、再び歩き出して保健室へと向かった。



　保健室の扉を開けると小こ都と里り先生がいた。奥のベッドには、寝ている那な百ゆ合りの姿が見える。ひざに白いタオルケットをかけて上半身を起こし、ぼんやりと外を眺めていた。

　小都里先生が振り返り、将悟の左腕を見て目を丸くした。

「お、どーしたんだその傷!?」

「出で店みせの設営の手伝いをしてたら切っちゃいまして。大したことないです」

「そうか？　痛むなら、せんせーが優し～く治療してやるぞ」

「だ、大丈夫ですから……。それより先生、今、彼女が電話をしてませんでしたか？」

　将しよう悟ごは聞いた。たった今の『ふうちゃん』という電話。あれは柚ゆず璃り奈なが自分の携帯にかけたものかと考えたのだ。

「この子か？　ずっとベッドの上で、電話なんかしてないぞ」

　なら、今の電話の相手は誰だれだったんだろう。

　疑問に思ったが、今はとにかく柚璃奈と話したかった。

「少し、彼女と話してもいいですか？」

「帝みかど野の、この子にコクられたんだってなぁ。こんな美少女にとか、うらやましいぜー」

　文化祭初日での柚璃奈の告白を冷やかしながら、小こ都と里り先生は保健室の外へ出た。一応、気をつかってくれてるらしい。

　戸が閉まって二人きりになると、那な百ゆ合りの隣に歩いた。そばの丸まる椅い子すを引っぱって座る。

　那百合はゆっくりと振り返り、澄んだ目で将悟を見つめた。

「調子はどう？」

　聞くと、人形のような口が開き、ささやく声が漏れた。

「夢を見ていた気がする……」

「どんな夢？」

「遠い昔の……幼い子供のころの夢」

　彼女の言葉は夢から覚めたように静かで素直で、そして、小さな子供のようだった。

　つい将悟も、子供に話しかけるような口調で聞いた。

「柚璃奈は、どんな子供だったのかな？」

「お芝居が好きだった。他ほかの人になれるのが楽しかった。かわいい女の子、気高いお姫さま、男を騙だます悪い女……」

「どれが本当のきみだろ？」

「わからない。――あなたは、誰？」

「俺おれは、帝野将悟」

「知ってる名前。夢に出てきた」

「きみの名前は？」

「わたしは、宝ほう生しよう柚璃奈」

「檀だん埜の那百合……じゃないのかな？」

「それはわたしの芸名。女優をするときの名前よ」



    

  
    
      

６章　妹は台本を読む





　今まで檀だん埜の那な百ゆ合りと名乗っていた魂を持つ少女。本名は宝ほう生しよう柚ゆず璃り奈な。

「柚璃奈は、いつ女優になったのかな？」

　将しよう悟ごはそっと彼女に問いかけた。

「ずっと小さなころ。幼稚園に通ってたころから、お母さんのお仕事を手伝ってたの」

「俺おれの名前は、どこで知ったんだろ」

「んー……」

　柚璃奈はあごに人差し指を当てながら、思い出すように宙を見た。

「ずっと小さいころ、親しん戚せきの結婚式で将悟くんに会ったわ」

「俺とは、どんな話をした？」

「あまり話さなかった。この子が将悟くんなんだ……って思った」

「子供時代に俺に会ったことって、それだけ？」

「一度だけあるわ。わたしが『ペリンちゃん』の役をしていたころ、熊くま五ご郎ろうおじさんに連れられて、将悟くんが撮影現場に遊びに来てくれたの。番組のファンだったのよね。ペリンちゃんのセリフを言ったら、喜んでくれた」

「それ以降、最近になるまで会ってないのかな？」

「そうよ。ずっと離れてた」

　将悟は黙って考えこんだ。柚璃奈の話す記憶が事実なら、彼女が将悟を愛する理由は見つからない。ごくありふれた親戚同士の子供たちにしか思えない。

「俺に妹がいる……って話、聞いたことある？」

「妹……？　将悟くんの……妹……」

　記憶の縁を探すように、柚璃奈の視線が揺れ動いた。

　と、突然宙の一点を見据え、大きく目を見開く。

「わたし……知ってる……。将悟くんの妹に……会ったことある……」

「会った……？　い、いつ、どこで会ったんだ？」

「熊五郎おじさんの別荘の近くで、わたしは、将悟くんの妹に会ったの」

　柚璃奈は記憶をたぐるようにゆっくりと、その日の出来事を語り始めた。

　　　　◇

　それは柚璃奈が『檀埜那百合』の名でデビューする、半年ほど前の出来事だ。

　夏のある日、柚璃奈は母に連れられて、ある子供番組の公開録画に出かけた。彼女の仕事は子役のエキストラだ。

　その日の収録はテレビ局やスタジオのある都心を遠く離れ、海辺の小さな町でおこなわれた。町の駅前広場に小さな特設ステージが作られ、司会のタレントによる子供向けのショーが開かれた。

　収録には地元の住人も観客として集まり、親に連れられた子供たちも多くいた。

　柚ゆず璃り奈なを世話していた母は、そんな観客たちの中に一人の人物を見つけた。帝みかど野の熊くま五ご郎ろうだ。こんな海辺の町にいるなんて場違いなうえ、なぜか彼は柚璃奈より一、二歳年上に見える女の子を連れていた。

　麦わら帽子をかぶり、若草色のワンピースを着た女の子。夏の陽ひ射ざしの中に現れる妖よう精せいにすら思える少女だった。

　彼女は寄り添うように熊五郎と手をつないでいた。まるで親子みたいな雰囲気で。

「あの女の子、熊五郎おじさんの子供？」

　柚璃奈は遠くから二人を見ながら、隣の母に聞いた。

「違うわよ。熊五郎さんの子供は将しよう悟ごくんだけ。兄妹なんていないわ」

　母は答え、柚璃奈を連れて熊五郎のところへ挨あい拶さつに行った。当時企業の重役だった熊五郎に、柚璃奈を紹介しようと考えたのだろう。

　柚璃奈の母と熊五郎は世間話を始めた。すぐに柚璃奈はつまらなくなって、足で地面に丸を描き始めていた。

「退屈？　わたくしとお話ししようか？」

　振り向くと、熊五郎が連れていた少女が、柔らかな笑顔で柚璃奈を見ていた。

　少女は柚璃奈を連れて、熊五郎からもらったお小遣いでアイスを買ってくれた。広場のベンチに並んで座り、二人は足をブラブラさせながらアイスを食べた。

「お名前は、なんて言うの？」

「柚璃奈。宝ほう生しよう柚璃奈。お姉ちゃんは？」

「わたくしは……『ふうちゃん』と呼ばれているわ」

　少女は本名を名乗らなかったが、幼い柚璃奈は不自然に思わなかった。

「ふうちゃんは、熊五郎おじさんの子供なの？」

　少女は答えなかった。質問が足りなかったんだと考えた柚璃奈は、続けて言った。

「おじさんの子供に見えたの」

　またしばらく黙ってから、少女は口を開いた。

「わたくしは、熊五郎お父さまの娘よ」

「やっぱり！」

　柚璃奈はつい笑顔になった。自分の思ったことが正しくて嬉うれしかった。

「でも『お父さま』なんて呼び方、ヘン」

「お母さまがね、厳しく言うの。『ふうちゃんは帝みかど野の家の娘なのだから、ふさわしい言葉を覚えなさい』って」

「ふぅん……。あれぇ？　じゃ、熊くま五ご郎ろうおじさんの子供は、将しよう悟ごくん？　ふうちゃん？」

「どっちもお父さまの子供。わたくしは、将悟お兄さまの妹なの」

「でもお母さん言ってた。将悟くんに兄妹はいないって」

　ふうちゃんは遠くを見た。視線の先を追うと、海に向かって伸びる小さな岬が見える。岬は小高い山で覆われ、森の木々が青くかすんで見えた。

「わたくしは、ずっとあの山にある別荘で暮らしてるのよ。お母さまと二人で。今日はお父さまが家に来たから、遊びに連れて来てもらったの」

「なんでお父さんと住まないの？　兄妹なのに、将悟くんと住まないの？」

「わたくしはここに隠れて暮らさなければいけない。……って、お母さまは言ってるわ。でもね、こないだ、お父さまと一緒に将悟お兄さまが来てくれたんだ。わたくしの部屋で、二人でチェスをして遊んだの」

「ちぇす？」

「えぇとね……秘密の遊び」

　なんだか隠しごとをされたみたいで、柚ゆず璃り奈なはむ～っとほおを膨らませた。

　けれど、ふうちゃんの顔は寂しそうだった。

「将悟くんとたくさんお遊びするの？」

「将悟お兄さまとは、あまり会えないの。寂しがってると、お父さまが将悟お兄さまを連れて遊びに来てくれるのよ」

「じゃ、いっぱい寂しがれば会えるわ」

「そうだね……。でも次はいつ会えるか、わからないな。きっとこのまま、将悟お兄さまに忘れられちゃうかも」

「それなら、結婚すればいいのよ」

　柚璃奈が無邪気に言うと、ふうちゃんは驚いたように目を丸くした。

「結婚……？」

「夫婦になればずっと一緒なんだって。結婚式で神父さまが言ってたわ」

　ふうちゃんは、今度はおかしそうに吹き出した。

「ふふふっ。それもいいかも。将悟お兄さまと結婚なんて」

　そのとき柚璃奈は、なんで彼女が笑うのかわからなかった。兄妹で結婚はできないと、まだ理解していなかったのだ。

「収録始めまーす！」

　広場に番組のアシスタントディレクターの声が響き、幼い二人の会話はそこで終わった。

　熊五郎と柚璃奈の母が迎えのため、こちらに向かってくる。

　ふうちゃんは柚ゆず璃り奈なに向かって人差し指を口に当て、パチッとウインクした。今の会話は二人だけの秘密よ、と言うように。

　　　　◇

　保健室のベッドで体を起こしながら、柚璃奈は話していた。

「ふうちゃんはどこか不思議な女の子で、ずっと記憶に残っていたわ。『ペリンちゃん』の演技にも彼女の口調が影響されてるのよ。番組の準備でキャラクターの性格を考えていたころ、試しにふうちゃんの口調をマネしたら、監督に受けて採用されてしまったの」

「そうだったのか!?」

　将しよう悟ごは驚きの声を上げた。『ペリンちゃん』のモデルが『ふうちゃん』ということは、将悟は記憶を失ったあとも間接的に謎なぞの少女の姿を見ていた……とも言える。

「それでね、将悟くんが撮影現場に見学に来た日、二人になってわたしは聞いたの。『ふうちゃんって知ってる？』って」

「俺おれ、なんて答えたんだ？」

「『知ってる』って言ったわ。『別荘に遊びに行って、チェスをして遊んだ』って。続けてわたしは『ふうちゃんは妹なの？』と聞いた。将悟くんは『俺には妹なんていないよ』と答えた。わたしは少し悲しかったのを覚えてる」

「当時の俺は、自分に妹がいるって知らなかったんだな」

「でも将悟くんは続けたのよ。『なのにふうちゃんは俺のこと、お兄さまって呼ぶんだ』って、恥ずかしそうに。わたしは意地悪したくなって、ふうちゃんのマネをして『将悟お兄さま』と呼んでみたの。そしたら将悟くん、『そっくりだ』ってびっくりしてた」

　そのときの将悟はよほど驚いたらしい。ふふふ、と柚璃奈は思い出すように笑った。

「すぐに撮影のリハーサルが始まって、話せたのはそれだけ。わたしは最後に、将悟くんに『ふうちゃんのことを忘れないであげて』と伝えて別れたの。あの日の彼女が寂しそうだったから」

「でも俺は、忘れてしまったんだよな……。ふうちゃんって子のこと」

「しばらく経たって、将悟くんが事故に遭ったって聞かされた。わたしはお母さんと一緒に病院にお見舞いに行った。将悟くんは面会謝絶で、熊くま五ご郎ろうさんにしか会えなかった。熊五郎さん、辛つらそうだった。将悟くんが記憶をなくしたって言った。それを聞いたとき、わたしは叫んだの。『ふうちゃんのことも忘れたの!?』って。熊五郎さんは『ふうちゃんって誰だれだい？』と聞いた。わたしは言ったわ。『ふうちゃんは将悟くんの妹なの！』って。

　熊五郎さんは優しくほほ笑んで『将悟に妹はいないんだよ』と諭した。わたしが出会った女の子は、友だちの娘なんだって説明した。わたしは聞きながら、子供心に嘘うそだって思った。だってあの日見た熊五郎さんとふうちゃんは、親子みたいに仲良かったから。そして決心したの。――わたしは絶対、ふうちゃんのことを忘れないでいよう、って」

　その日からわたしは、一人でいるときにチェスの駒こまを持って、将しよう悟ごお兄さまの名前を呼んで、ふうちゃんのお芝居をした。彼女のことを忘れないために。いつか将悟くんに思い出させるために」

「ふうちゃんって、どんな女の子だった？」

「おとなしそうで、はかない子だった。髪が長くて、風に揺れていたわ。……でも、もう顔もよく思い出せない。覚えているのは、大きな麦わら帽子を被かぶっていたことだけ」

　柚ゆず璃り奈なは悲しげに顔を横に振った。

「そうか……。いくら印象深くても、子供のころに一度会っただけの子だもんな」

「わたしは子役の仕事が忙しくなって、将悟くんに会うこともなくなった。ひたすら女優業を続けていた。そのうち心が少しずつ壊れていった。わたしの心は弱かったの。現実と虚構の区別がつかなくなり、女優業を辞めるしかなくなったのよ」

「あぁ。柚璃奈が……きみの中のもう一つの魂だった彼女が、教えてくれたよ」

「カウンセリングに通う日々が始まったわ。辛つらくて退屈で灰色の毎日。わたしは毎日、今まで演じていた役を空想したわ。心はいつもお芝居の世界に浸っていた。そのせいでカウンセリングもなかなか進まなかった。――そんなときなの。彼女が……わたしの中に、もう一つの魂が生まれたのは。

　彼女はわたしの空想を壊した。突然現れては体を勝手に動かして、今まで出演した映画やドラマの台本を引き裂き、ポスターを破り、ビデオのディスクを割って、大切な思い出を壊した。お芝居の役が次々に破壊されて悲しかった。自分が否定されるみたいだった。手足がもがれるくらい痛かった。わたしの魂はどんどん弱って、暗い闇やみの底に沈んでいったわ。代わって彼女がこの体を支配し、自ら『柚璃奈』と名乗るようになったのよ。

　偽の『柚璃奈』は怖いくらいに冷徹だった。そして強い性格だった。だからお母さんもカウンセリングの先生も、わたしの心が強くなったんだと騙だまされた。わたしのカウンセリングは終わり、表向きは普通の生活を送るようになったわ。

　わたしは暗い闇の底で抵抗し続けた。『ふうちゃん』のお芝居を続けた。海の近くの別荘に隠れて住んで、憧あこがれの将悟お兄さまを慕う少女。心の底に沈んでいたわたしは、自分のことと思えるほど彼女に共感したわ。

『柚璃奈』はわたしのお芝居を壊すため、本物のふうちゃんを捜し始めた。かつて台本を破いたように、ふうちゃんを壊そうとした。お母さんが新しく始めた興信所に頼んで『帝みかど野の将悟の妹』を調査させた。それでも見つけられなかった。

　お芝居を続けるうち、わたしは自分こそ本当の妹だと思い込むようになった。妹が見つからないのは、わたしが本物だから。もし見つかっても、それは偽物だと考えた。

『柚璃奈』は標的を変えたわ。将悟くんの妹から、将悟くん自身に。愛する将悟お兄さまを壊すことでわたしの魂を絶望させ、お芝居を止めようと考えた。わたしは将悟くんを守らなきゃと思った。『柚ゆず璃り奈な』の憎しみに負けないよう、将しよう悟ごくんを愛さなきゃと誓った。わたしの愛は強くなり、同時に『柚璃奈』の憎しみは加速していった。

　将悟くんが深み流りゆう院いん学園に編入すると、『柚璃奈』は帝みかど野のグループにいる瀬せ利りという人と接触したわ。彼女の協力を得て、週刊誌の記者や深流院学園の理事をそそのかし、将悟くんの妹を捜そうとした。それに失敗すると、将悟くんにわたしを壊した復ふく讐しゆうを果たすため、自らあなたの前に現れたのよ……」

　そうして将悟に接触し始めた柚璃奈は、彼の社会的生命を抹殺しようと様々な妨害を仕掛けてきた……というわけだ。

　長い話が終わって、柚璃奈は疲れたように息を吐いた。

　将悟は黙って彼女の言葉を考えていた。

　ふうちゃんという少女。彼女が熊くま五ご郎ろうの別荘に隠れ住んでいたのは事実なのか？

　そして彼女が将悟の妹だという言葉は、本当なのだろうか？

「柚璃奈がふうちゃんに出会わなかったら、お芝居をせずに済んだのかな……」

「そうしたらきっと、わたしの魂は『柚璃奈』に潰つぶされていた。お芝居を続けていたからこそ、自分の魂を保ち続けられていた。……そんな気がするわ」

「きみの中にいた『柚璃奈』は、守ろうとしてたんだ。きみ自身を。お芝居に取り憑つかれた世界から、戻ってほしいと願っただけなんだ」

　柚璃奈は体を折ってうずくまり、ベッドに顔を伏せた。

　静かにすすり泣いているようだった。丸めた背中に、長い長いお芝居が終わった寂しさが浮き上がっていた。

　やがて顔を上げた彼女は、何もかも終わったように澄んだ表情をしていた。

「少し眠るわ」

　柚璃奈はベッドに横になり、白いタオルケットを頭までかぶる。

　檀だん埜の那な百ゆ合りという女優は、この瞬間、本当に引退したのだ。

　将悟はベッドの近くの台に柚璃奈の携帯電話を置いて、静かに保健室から出た。

　廊下の窓から外を見ると、いつの間にか陽ひが傾き始めていた。
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　グラウンドのイベントステージでは、告白大会の返答イベントが始まっていた。

　文化祭もいよいよクライマックス。ステージには初日以上に大勢の聴衆が集まり、お祭りのフィナーレを盛り上げている。

『わたし……女の人しか愛せないんですっ！　ごめんなさいっ!!』

　初日の告白大会で愛の告白を受けた女の子たちが、おつき合いをするか、ごめんなさいなのか、一人ずつマイクに向かって返答をしている。

　カップル成立の瞬間には「ヒュ～ヒュ～ッ」と歓声と冷やかしの声が、破局の瞬間には「あぁ～……」と大げさな落胆の声が、それぞれグラウンド中に響き渡った。

『さぁ、次は初日に衝撃の告白を受けた帝みかど野の将しよう悟ごくんの登場です!!』

　司会の女の子の声がスピーカーから響き渡る。

　将悟は裏手から出て、全身に注目を浴びながらステージ中央へ歩いた。

『帝野将悟くん！　宝ほう生しよう柚ゆず璃り奈なさんとおつき合いしますか!?　お返事をどうぞ～!!』

　聴衆はみんな静まり、新たなカップルが成立するのか、固かた唾ずを呑のんで見守っている。

『みんなに一つ、知ってほしいことがあるんだ』

　将悟は向けられたマイクを手に取り、話し始めた。

『鶴つる眞ま心こ乃の枝えが校内放送で話したこと……彼女が、俺おれと雅みやびが妹だって噂うわさを流したこと……あれは、嘘うそだ。心乃枝はそんな噂を広めていない。噂に悩んでいた俺や雅を助けようとして、心乃枝はあんな嘘を学校中に向けて言ったんだ。だからどうか、誰だれも心乃枝を責めないでほしい。彼女を信じてほしい』

　すると司会者が少し困った顔でささやいた。

「あの～帝野くん、気持ちはわかるけど、今は返事をお願い」

　わかってる、と将悟はうなずいた。

『柚璃奈。悪いけど俺は、きみとはつき合えない』

　言った瞬間、会場がどよめいた。

『おおっと、まさかのごめんなさいだ!!　あんな美少女の告白を断る理由は何かな!?』

『俺には、好きな女の子がいる』

　言いながら、将悟は見まわした。

　出で店みせの並ぶグラウンドを、垂れ幕に彩られた校舎を、終わりの近づいた文化祭に華やぐ学園内を、彼女の姿を求めて見まわした。

　彼女の姿は見えない。どこにいるかもわからない。

　でも、伝えなきゃいけない。はっきりと言葉にして、届けなければいけない。

　そうでなければ、一歩も前に進めない。

『俺は……俺は……』

　将悟は息を吸いこみ、大きく口を開けた。

『俺は、鶴眞心乃枝が好きだ！　心乃枝のことが好きなんだあああああぁっ!!』

　叫んだ。恥も外聞もなく心の内をぶちまけた。

　その瞬間、将悟の頭の中が白く飛んだ。思考が切れたように何も考えられなくなった。

　突然の告白に沸く聴衆の声も、司会者が盛り上げる言葉も、頭に入ってこない。

　――言って、しまった……。

　たちまち額ひたいに汗が滲にじみ出る。ひざが震えそうになる。

　もう、あとに戻ることはできない。この告白をなかったことにはできない。

　彼女の前に、心の核心をさらけ出してしまった。恥ずかしくて壊れやすくて繊細な気持ちを彼女の手に握られてしまった。

　今、この瞬間、将しよう悟ごのまわりで世界の何かが変わった気がした。



　三日間続いた文化祭は終わった。賑にぎやかだった人々の声は消え、夕ゆう陽ひに照らされたグラウンドや校舎には、出で店みせの後片づけをする生徒たちの声が響いている。

「はい！　将悟のぶん。取っておいたんだよ」

　水泳部の出店の前で、雅みやびはクレープの包みを一つ、将悟に向かって差し出した。

「これ、雅が作ったのか？　皮から焼いて？」

「そうよ。味も見た目もバッチリなんだから！」

「実演販売、うまくいったんだな……」

　しみじみとつぶやくと、雅は堂々と胸を張って見せた。

「あったりまえ！　……ちょっと皮に穴が空いたり、クリームがポタポタ落ちたりするけど、全然ノープロブレムよっ！」

「いやそれは問題ありなんじゃ……」

　微妙に不安な気分になりながら、将悟はバナナクレープを一口食べた。

　クリームや具材はおいしいのに、少しばかり焼き過ぎて焦げている。ほんの少しの苦みが雅らしい味だなぁ……と思わず苦笑した。

「む～っ、何ニヤ～って顔してんのよ」

「ニヤけてないだろ。……まぁまぁの味だなって思ってさ」

「何よっ、エラソーに！　そんなこと言うんなら、おごってあげないからっ！」

　雅は腕を組んでぷりぷり怒り出した。

「……よかったな。実演販売、うまくいって」

「うん。もうすぐ将悟の妹だってこと隠さなくていいんだって思ったら、嬉うれしくって」

「約束するよ。一緒に、すべて母さんに話しに行こう」

「鹿か野の子こさんって、怒ると怖い？」

「……マジで雷が落ちるからな。覚悟しとけよ」

「うぅ……。か、覚悟するもん」

　ちょっと涙目になってビクつく雅である。

　二人で話していると、すぐ近くに一人の女子生徒が立った。長い髪を風に揺らしながら、少し辛つらそうな目を将悟に向けている。

「心こ乃の枝え……」

　名前を呼んで彼女の前に立つと、心こ乃の枝えは申し訳なさそうにうつむいた。

「将しよう悟ごさん……。さっきの告白……」

「突然で、ごめん。でも、言わずにいられなかったんだ。あのとき言わなかったら、一生言えない気がしてさ」

「謝ることないです。わたし……嬉うれしかった……。わたしも……わたしだって……将悟さんのこと……」

　心乃枝はぐずっと鼻をすすり上げ、それから悲しそうにうつむいた。

「でも……わたしは……」

「わかってる」

　将悟は心乃枝の言葉をさえぎった。

「俺おれさ、取り戻そうって思うんだ。事故でなくした記憶を。思い出すのは難しくても、忘れたことをもう一度知ることはできる。――だから、忘れている大切なことを取り戻そうって思うんだ。そうなれば、心乃枝に罪悪感を抱かせることもなくなるだろ？」

「十年も前のことなんて、取り戻せるんでしょうか？」

「やってみなけりゃわからない。――だから心乃枝。俺が記憶を取り戻せるまで、待っていてほしい。もちろん、嫌ならしょうがないけど……」

　心乃枝は黙って考えていた。

　しばらく地面を見つめながら考えて、彼女はもう一度将悟の目を見た。

「わたし……待ちますね」

　小さな希望の光に照らされたように、心乃枝の表情がわずかにほほ笑んだ。

　ふと校舎のほうを見ると、凜りん香かと愛ま菜なが玄関から出てきた。二人とも大きなゴミ袋を両手に持って運んでいる。

「俺もクラス展示の後片づけ、手伝わないと」

「その前に鶴つる眞まさんのクレープもあるから！　忘れないで食べてよ」

「あ、ありがとうございます」

　クレープを取りに、雅みやびは解体中のクレープ店に戻っていく。

「そうだ、将悟さん」

　いつもの顔に戻り、心乃枝は思い出したように手を叩たたいた。

「新聞部の新あら谷や部長が、今月の『深み流りゆう院いんタイムズＭＶＰ』に将悟さんを選出したいって言ってましたよ。インタビューをお願いしたいんですって」

「俺が!?　もしかして、心乃枝への切実な告白が感動を呼んだのかな……」

　将悟は一世一代の告白を思い出した。恥ずかしかったけど、とにかく必死で叫んだ。

　そんな一途さが新谷部長の心を打ったのかもしれない。きっとそうに違いない。

「いや～、照れるなぁ。心乃枝、どうする？　いっそ一緒にインタビューを受けようか」

　すると心こ乃の枝えは、ちょっと困った顔で目を伏せた。

「い、いえ……。その、ヒーローショーで踏みつけられる戦闘員の絶叫ぶりがあまりに素晴らしかったから……だそうなんですけど……」

「あ、そう……。そっちね……」

　あまり思い出したくない記憶に、ガックリと肩を落とす将しよう悟ごである。

「はいこれ～」

　雅みやびが戻ってきて、心乃枝にクレープを渡した。

「おいしい……！」

　クレープを食べる心乃枝たちを見ながら、将悟は考えた。

　いつか失われた記憶を取り戻し、彼女の心にある贖しよく罪ざいの気持ちを取り除いて……心乃枝と、真に愛し愛される恋人になりたい。

　雅のことを母の鹿か野の子こに認めさせ、世間に堂々と胸を張れる兄妹になりたい。

　そうなったときこそ、心乃枝とも、雅とも、本当に家族になれるんだ。

　簡単には進めない道かもしれない。けれど進むべき方向は見えている。

　今こそ心乃枝や雅とともに、新たな一歩を踏み出そう。

　心乃枝が食べ終わると、三人はそれぞれ文化祭の後片づけに向かうのだった。
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　夜、将悟は家のベッドに寝転がって、天井を見上げながら考えていた。

　――ふうちゃん、って誰だれなんだろ……。

　彼女は熊くま五ご郎ろうの別荘に住み、将悟の妹だと言っていたらしい。

　しかし将悟の妹である雅は、別荘に住んだことなどないと言う。

「俺おれの妹は雅。なら、ふうちゃんって子は妹じゃない……ってことだよな。実は二人とも隠し子の妹……なんて可能性もあるけど、まさかなぁ」

　将悟には一つ、気にかかることがあった。彼が保健室に向かう直前、柚ゆず璃り奈なの携帯にかかってきた電話だ。

　押し殺したような少女の声で語りかけるように、「ふうちゃん」と言っていた。

　あの電話は、将悟にかけたのか？

　けれどおかしい。将悟が柚璃奈の携帯電話を拾ったことは、誰も知らないはず。

　ということは電話の相手は、柚璃奈にあの言葉を伝えようとしていたことになる。

　誰だれが？　なんのために？

「柚ゆず璃り奈なを助けようとした、とか……？」

　どこかから錯乱した柚璃奈を見ていて、彼女を救うため遠い昔を思い出させようと電話をかけてきた……のだろうか？　ところが思いがけず将しよう悟ごが出たため、あわてて通話を切ってしまったのだとか……。

　だとして、誰がそんなことをしたんだろう。

『ふうちゃん』のことを知っている誰か？

　あるいは……『ふうちゃん』本人が……？

　考えていると、突然将悟の携帯が鳴り、ドキリと跳ね起きた。

　机に置いてあった携帯電話を手に取り、発信者を確認する。

　液晶パネルには『非通知着信』と表示されていた。

　将悟はおそるおそる、通話のボタンを押した。

「もしもし……」

　受話器の向こうから、少女の声が聞こえてきた。

『将悟お兄さま。わたくしは妹です。将悟お兄さまの、妹です』

「な、なんでまた『妹』が!?　……って」

　将悟はジトッと受話器を見つめた。

「柚璃奈の声だろ。バレバレだぞ」

『つまらないわね。もっと驚いて無様にあわてふためいたら？　せっかくわたくしから電話してあげたのに』

「誰が驚くか！　……って、え……？」

　彼女の口調に気づいた瞬間、今度こそ将悟は驚いて呆ぼう然ぜんとした。

「ゆ……柚璃奈……？　なんか、元の性格に戻ってないか？」

『わたくしが帝みかど野の将悟の無様さを期待して、何かおかしい？』

「それだよ、その意地が悪そーな声！　俺おれを憎んでた『柚璃奈』の魂は消えたんだろ!?」

『わたくし今、お風ふ呂ろに入ってるの。一緒に入りたい？　この変態ロリコン』

「聞いてないから！」

　電話口の向こうで、柚璃奈はふふっと笑った。

『えぇ。「柚璃奈」は消えたわ。わたくしはもう、元の魂ではない。――那な百ゆ合りの魂と統合されたのよ。この体に宿るたった一つの魂として、わたくしは受け入れられたみたい』

「受け入れられた？　それならもう、二つの人格じゃなくなったのか？」

『そうよ。長いこと帝野将悟の妹を演じていた本来の魂は、まだ弱っている。だからわたくしが支えなければならないの。彼女と一つになるなんて、不思議な気分だわ』

「じゃあ……また、以前のお前と会えるのか……。なんか懐かしいぜ……」

『あなたに再会を懐かしがられるとは残念ね。チェックメイトできたと思ったのに』

「チェックメイト？」

『終業式の日、あなたの机にチェスの駒こまが置かれていたでしょ。白のクイーン』

　言われて将しよう悟ごは思い出した。夏休み前の終業式の日、将悟と心こ乃の枝えと雅みやびの三人で教室に戻ると、将悟の机に白のクイーンの駒がポツンと置かれていたのだ。心乃枝がチェックメイトみたいだと言った言葉が印象に残っていた。

「あれ、柚ゆず璃り奈なが置いたのか!?　なんのために」

『あの日、あなたは神かん凪なぎ雅という妹を見つけた直後だった。わたくしは、那な百ゆ合りが演じ続けている「妹」の正体は神凪雅なのか確認したかった。それで思いつき、無人の教室に忍びこんでチェスの駒と盗聴器を置いて、何か反応がないか試してみたのよ。……結果は、あなたも神凪雅も、チェスの駒に特別な反応など示さなかったけど』

「盗聴器かよ。油断も隙すきもねぇな。――ふうちゃんと雅は別人だと思うぞ。雅には別荘の記憶もないみたいだし」

『そのようね』

「ふうちゃんは、本当は俺おれの妹でもなんでもない……って考えるのが妥当じゃないか？」

　柚璃奈は答えず、しばらく考えこむように黙っていた。それからふいに言った。

『あなたに一つ、お願いがあるわ』

「なんだよ、あらたまって」

『ふうちゃんを捜してほしいのよ。あの日出会った少女は何者だったのか、わたくしは知りたい。意味なんかないわ。ただの純粋な好奇心。……わたくしはこう思うの。那百合は記憶喪失のあなたに代わって、ふうちゃんのことを記憶し続けていたのだと』

「そうだな……。俺もふうちゃんを見つけたい。彼女が俺の妹かは別にして、ふうちゃんのことを忘れちゃいけない気がするんだ。那百合のためにも、な」

　ふうちゃんを捜す。一見雲をつかむ話みたいだけど、突破口はある。

　まずは雅のことを母に認めさせることだ。そこから熊くま五ご郎ろうの過去が詳しく判明するかもしれない。ふうちゃんの正体も突き止められるかもしれない。

「けど不思議だな。こんなふうにお前と話し合えるなんて嬉うれしいぜ」

『そうね。わたくしも嬉しいわ』

「ほ、ほんとか!?　やっと……俺たち、敵同士じゃなくなったんだな……」

『これからも帝みかど野の将悟を憎んでいたぶれると思うと、嬉しさのあまり涙が出てきそうよ』

「って、なんでだよ!?　もう那百合のお芝居は終わったじゃないか！」

『あら？　あなた、わたくしに何をしたか忘れたの？　まだ復ふく讐しゆうは終わってないわ』

　柚璃奈は打って変わって冷酷な口調になった。

　思わず将悟の背中を、冷や汗が流れ落ちる。

「俺おれが何をしたって言うんだよ!?」

『しらばっくれないで！　わたくしの裸を見たくせにっ！　堂々と、隅から隅まで!!』

「は、裸……!?」

　ふと将しよう悟ごの頭に、体に巻いたシーツが解け落ちた柚ゆず璃り奈なの姿が思い浮かんだ。

　見た。確かに見た。柚璃奈のほっそりしたきれいな体を、目に焼きつけてしまった。

「い、いやあれは、不可抗力って言うか……」

『見たくせに!!』

　柚璃奈は怒鳴った。本気の憎しみが滲にじんでいた。

「す……スンマセン……」

『しかもあなた、わたくしにき、き、キスまでしたわよね!?』

「それはそっちから無理やりしたんだろ！」

『うるさいっ！　黙れっ!!　いつかあなたを素すっ裸ぱだかにひん剥むいて鎖で縛りつけ、無様な慰みものにしてやる。覚悟することね、帝みかど野の将悟。ふ、ふふふ、ふふふふふ……』

　電話の向こうで、柚璃奈は不気味に笑っていた。

「は、はは、あははははは……」

　将悟の口からは、乾いた笑いしか出てこなかった。



　　　　§



　深み流りゆう院いん学園の文化祭が終了した翌日。

　都心の中央から少し外れた場所に、イチョウの並木に囲まれた広い公園の敷地がある。

　幅が数百メートルにもなるその私立公園は一般に開放され、近隣住民の憩いの場になっていた。朝や夕方には、ランニングや犬の散歩をする人々の姿が見える。

　そんな公園の中央には、数十階建ての大きなビルが立ちそびえていた。きらびやかなガラス細工を思わせる、近代的な建築物だ。

　これが世界的な大企業である帝野グループの本社ビルである。

　ビルの中で、社長室直通のエレベーターが高速で下りていた。エレベーターの前半分はガラス張りで、広い芝生の庭が見渡せる。

　エレベーターには、スーツを着た女性が乗っていた。瀬せ利り吏り沙さだ。

　瀬利は、芝生を囲む黄みがかり始めたイチョウの葉を見下ろしながらつぶやいた。

「帝野家の栄華も、あのイチョウが散るまでかしら」

　もちろんこんな言葉は、一人のときにしか言わない。

　もし隣に、彼女が秘書を務める帝野グループ社長・帝野鹿か野の子こが立っていたら、笑顔でイチョウの美しさを称えていただろう。

　いや、彼女はもう秘書ではない。たった今鹿か野の子この前で、秘書を辞める最後の手続きを終えたばかりなのだ。もっとも辞めるのは鹿野子の秘書だけだ。瀬せ利りは引き続き、帝みかど野のグループの社員として働くことになっている。

『ご苦労さま。明日からは、新しい仕事で帝野グループを支えてくださいね』

　鹿野子は最後まで瀬利を疑う様子も見せず、笑顔で門出を送り出した。

「いえ、鹿野子さまも薄々気づかれていたでしょう。このわたくしの正体に。最近、熊くま五ご郎ろうさまの残した書類を調べすぎましたから」

　つぶやきながら、挑戦的な目つきで天井に取り付けられた監視カメラを見上げた。カメラは映像を記録するのみで、録音はしない。だから瀬利の独り言は伝わっていない。

　瀬利はカメラに背を向け、スーツの内ポケットから一枚の写真を取り出した。

「神かん凪なぎ雅みやび……」

　熊五郎の隠し子であり、将しよう悟ごの腹違いの妹である少女の写真だ。

「本当に彼女は、将悟さまの妹なのでしょうか」

　雅の父は昔、熊五郎から雅の養育費を極秘に受け取っていた。幼いころの雅は、大金が受け渡される現場を目撃したのだ。

「難しいですね。仮に神凪雅が隠し子でないとすれば、熊五郎さまが大金を渡した理由が不明になってしまう……。やはり彼女が隠し子なのでしょうか」

　いつも冷静な瀬利の表情に、少し戸惑いが浮かび上がる。

「どちらにしろ隠し子には、より確実な証拠が存在するはず。調査を徹底し、必ず将悟さまより先に見つけなければなりません」

　瀬利は写真を内ポケットに戻した。

「将悟さまの社長就任を、なんとしても阻止するために」

　エレベーターが一階に着き、扉が開く。ちょうど昼休みの時間で、広い玄関ホールには、昼食に出かける大勢の帝野グループ社員の姿があった。

「おしゃべりはこれでおしまい。ヒントはこれまでですよ」

　独り言のようにつぶやき、瀬利は監視カメラの裏側に手を伸ばした。

　そこにプラスチックの小箱が貼はりつけられていた。引きはがすと、黒い長方形の小箱の端で、赤い発光ダイオードが点滅している。

　そのまま床に落とし……ハイヒールのかかとで踏みつけた。パチンと小さく弾はじける音が響き、中の回路板をむき出しにしながら黒い盗聴器がまっ二ぷたつに割れる。

「さて、わたくしも昼食にいたしましょう」

　瀬利吏り沙さは冷徹な顔を崩さず、スタスタとガラス張りの玄関扉に向かって歩いた。



　バチッと電流が途切れる音が耳元で弾け、それきり無音になった。

「気づかれてたか……」

　ベンチに寝そべっていた衣い楠くすは、耳からイヤホンを外しながら舌打ちした。

　ここは帝みかど野のグループ本社ビルの庭。建物を取り囲む公園の片隅にあるベンチだ。

　ビルのほうを見ると、大勢の社員が昼食のためにビルの外へ出ていく。その中に瀬せ利りの姿も見えた。衣楠は寝そべったまま、帽子で顔を隠した。

「瀬利め。わざとらしく独り言をつぶやいて、挑発してるつもりか？」

　腹立たしい気分で、たった今盗聴して聞いた言葉を思い返す。

　彼女は言っていた。『必ず隠し子の証拠を将しよう悟ごより先に見つけなければ』と。

「瀬利は誰だれのために動いている？　やはり背後に、将悟くんの社長就任を望まぬ誰かの意志が働いているのか？」

　追わなければ。黒幕の尾をつかまなければ。

　衣楠は帽子をずらし、青空に向かってそびえる帝野グループのビルを見上げた。

　瀬利の背後に何者が存在するのか、衣楠にもわからない。

　鹿か野の子この秘書を辞した瀬利が、次に何をするつもりなのか、それもわからない。

「将悟くんを、守らなければ……」

　衣楠は陽ひ射ざしを照り返す美しいビルを睨にらみながら、小さくつぶやいた。



    

  
    
      



    

  
    
      
あとがき



　今巻は秋のお話ですが、この本が発売されるころはちょうど春。春といえば、みなさんにとってどんな季節でしょうか？

　新学期の春、出会いの春、新生活の春……。新しいクラスや職場を前にして、毎日ドキドキ期待している方も多いことでしょう。そう、まさに春は新たな出会いと希望に満ちた、暖かく輝ける季節なのです！

　……すみません、ちょっと無理をしました。

　私は子供のころ、入学式というものが嫌で嫌でしょうがありませんでした。新しい学校へ通う前は鬱うつ屈くつした気分になったものでした。小学校の入学式どころか、幼稚園の入園式すらグズって行きたがらなかったのをよく覚えています。

　なのに世間では、新入生の子供たちはみんな、目をキラキラさせて入学式を迎えることが当然と思われているではないですか。……私が変なのでしょうか？　新しく通う幼稚園や小学校は、楽しみにしなければいけないのでしょうか？

　ですが考えてみてください。これから通う幼稚園は、実は世界征服を企む悪の組織かもしれないのですよ！　入ったら最後、悪の手先として働かされてしまうのです！

　そう思えば、入学式に行きたがらなかった子供時代の私は、実に慎重で正しい判断をしていたと言わざるを得ません。つまり、決して惰眠を貪りたかったわけではないのです。



『コミックフラッパー』５月号より、ＺＯＯＴＡＮ先生による『この中に１人、妹がいる！　ばすたいむ』の連載が始まります。四コマ＋ショートストーリーから構成されるコミックで、本作の将しよう悟ごとヒロインたちが、かわいく活き活きと活躍しています。彼女たちの新たな魅力が描かれており、早くも連載開始を心待ちにしています。

　また『コミックアライブ』で連載中の、もっつん＊先生によるコミック版も、無事に単行本一巻が発売されました。本編のストーリーが先生の愛くるしい絵で再現されており、毎回どんなふうに表現されるのか、とても楽しみにしています。

　二つのコミック版を、原作ともども、どうぞよろしくお願いいたします。



　イラストレーターのＣＵＴＥＧカムさま、挿絵も口絵も毎回すばらしく、心待ちにしています。担当編集の児こ玉だまさま、ＭＦ文庫Ｊ編集部の方々をはじめ、本書に関かかわっていただいた皆さま。皆さまのおかげで、今回も無事に出版にこぎつけることができました。

　そして引き続きお読みくださいました読者の皆さま。本作の物語もいよいよ佳境に入ってまいります。どうか次巻でもお付き合いいただければ幸いです。

二〇一二年二月　田た口ぐち　一はじめ



    

  
    
      　著者

　田口一（たぐち・はじめ）

　　名古屋出身の東京在住。『魔女ルミカの赤い糸』で第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の佳作を受賞。他に『黒姫のユズハ』シリーズ、『三流木萌花は名担当！』シリーズ（ともにＭＦ文庫Ｊ）を刊行。

　　先日、愛用のノートパソコンの調子が悪くなってしまいました。バッテリーの部分が故障したらしく、ＡＣアダプターで電源につながないと起動できない状態に。モバイルの意味がないぞー。「俺、この原稿が終わったら、あの娘（受付のお姉さん）に修理を申し込むんだ……」



　イラスト

　ＣＵＴＥＧ（カム）

　　最近はまっているのは『Another』。

　　原作の小説も読み終わったばかりです。冬の夜は長いからホラーを楽しむのにぴったりなのです！



　　ＨＰ：‥*Strawberry Pink*

　　http://cuteg.exblog.jp/



    

  
    
      この中に１人、妹がいる！６
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